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1 高空における放射能じんの測定

防衛庁技術研究本部第1研究所

卿持和夫,○五十嵐俊次,北沢j

尾沼睦夫,秋元豊彦

1.緒 口

防衛庁では昭和35年以来航空機を用いて高空に浮遊する放射性じんを採集し,放射青∃

査を行なって来た｡今回も昨年に引続いて昭和46年10月以降の平常時における測定轟

国の第12回(46.11.18),13回(47.1.7),14回(47.3.18)核実験の討

ついて報告する｡

2.調査研究の概要

(1)試料採集空域

イ.平常時における試料の採集は昨年と同様,西部,中部及び北部の3空域で行な二

西部及び北部空域では10伽の高度で月1回,中部空域は6Ⅰ血及び10Emの高度で適

している｡

ロ･核実験時の試料採集もせた上記の3空域で実施するが,その飛行高度,飛行回憂

範囲等については放射性じんの飛来予想をもととして実施している｡

r2)試料の採集方法

放射性浮遊じんは,平常時及び核実験時とも航空機の鼻下面に懸吊したろ紙式集じス

し,飛行速度及び集じん時間は従来どおβ0.6～0.7マッハ,約1時間の水平飛行にj

た｡

(3)試料の処理及び測定方法

試料(ろ紙)は電気炉を用いて580～600℃で加熱灰化し測定試料とする｡試拳

射能は従来と同様OM計数装置を用いて酸化ウランの標準線痴(β崩痍:500d･p

比較練塀として測定し,この測定値と集じん飛行時に実測した空気量から放射能の空目

/扉-Air)を算出した｡せた比較的高鹿渡の全β放射能が検出された試料についてた

衰状態及びr線スペクトル等を測定し,含有核種及び核分裂生成時期の推定を行なっカ

(4)測定結果

イ･昭和46年10月以降の全β放射能の空中濃度変化は図1に示すとおカである｡

間中において中国が第12回,第13回,第14回と計3回の大気圏内での核実頗竜

が,実験直後の空中慮度の増大は別にして,平常時の値には特にその影響は現われて

3空域ほおける平常時の痍度は佗ヾ同様であるが,北部空域が他の2空域ほくらベ1
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図1 全β放射能の農匿変化

第13回では中部,第14回は北部空域で空中頻度の増大が認められ,特に14回では

1.000pCi/粛の値が観測された｡ずたこれ等採集試料についてr線スペクトルによ

析を行なった結果図2に見られるように=zr-Nb,…Mo,Ⅰき2Te,1き2Ⅰ,1▲08a-

2aONp等の核種が検出され,核実験によ少飛来した塵であることが確認された｡

3.結 語

本期間における高空の放射能頻度は3回の大気圏内での核実験があったにもかゝわらず昨年

ヾ同様で頗著を変動は認められなかった｡核実験による塵の日本上空への飛来は第12回実願

塵が高々度佗打上げられたためか或は飛来コースが集じん空域以外であった為か検出すること

きなかった｡第13,14回ではぃずれも20,000フィート以下の高安で飛来している｡せた

によって大気中に放出された塵の影響は一過性で,その後の平常時及びスプリングピーク時佗

われていない｡この点から放出された塵は比較的低空であった為急速佗地表忙落下したものと

られるがその詳細忙ついては上記の測定結果から判定することは困難である｡したがって今後
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Date : ▲7.3.20

S8mple :N-7

Detector :Ge(Li)33.8¢×50.0叫/m

(37.0CC)
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P.H.A :T.M.C.▲00Cllan.

0

0

t
貿
-
∈
■
8
＼
一
雲
g
d

_
←
…
-
1
!
1
-
.

〇〇:･l

り
←
…
-
1
!
.
.
t
一
.

hS;1-- d
J
…
-
市
内
!
.
-
▲
.

○点 1.0 l.5

図2.中国第1回核実験時採取試料のr一線スペクトル

2. 中国核実験による放射性降下物の放射能調査

放射線医学総合研究所

鎌田 博,新井 実,湯川雅頓

U･San Maung,佐伯戒遥

(1)緒 呂

1971年11月18日,1972年1月7日およぴ3月18日に中国ロブノール地区で第

回,第113回および第14回核虜発実験がそれぞれ行われた｡その影響を調査するために,頻

性粒子の検索,水盤法K:よる雨,ち少のグロスβ放射能測定とr線エネルギー波高分析を行を

(2)試料採取



は)分析測定結果

各回とも強放射性粒子は検出されなかったが,水盤法によって採取された雨･ち少の試料

ては,表1に示したとぁ･少,第13回中国核実験直後の1972年1月10日9時-11日

試料から高い値が観測された｡この試料について,Oe(Li)半導体検出器を用ぃてr線エ

ー波高分析を行をった結果｣図1に示すようなスペクトルが測定された｡各ピークKついて

ter~Ballouの図およぴTable of Radioisotopes を参考VCしてエネ}L,ギーの値を

てみた結果,239Np,99聖c,182Te,182Ⅰ,143ce,1■OBa,140La,97Nb,"m

が検出された0 このことば,新しぃ核分裂生成物の存在を意味してお少,1972年1月1

時-11日9時化第13回中国核実顔の影響が現れたことが結論づけられる｡

表1.Radioac tivity of
Fallou

Date of

Sampling

12 t h

13 t h

14 th

19一-20

20一-21

21一-22

22･-23

23一-24

24一-25

25一-27

27･･一29

8一- 9

9一-10

10･-11

11一-12

12一-13

13一-14

8ate
of

Determination

Nov.,1971

〟 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

J●an.,1972

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

19･-21 Mar.,1972

21一-22 〝 〝

22一-23 〝 〝

23･･一24 〝 〝

24･･一25 〝 〝

Ornss β

acti一

(mci/K

20 Nnv.,1971

21 〝 〝

22 〝 〝

23 〝 〝

24 〝 〝

25 〝 〝

27 〝 〝

29 〝
〝!

9 Jan

10 〝 〝

11 〝 〝

12
〝 〝

13
〝 〝

14 〝 〝

21 Mar.,1

0.05

0.02

0.05

0.07

0.18

0.02

0.00

0.29

1

2

0

0

8

2

9

9

●

●

●

●

0

0

7

8

9

9

3

2

㌫丁 ｡.62

22 〝 〝

23 〝 〝

24 〝 〝

25 〝 〝

0.23

0.12

0.07

0.13
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る.中国核実験の影響とその気象的解析

気象庁観測部 伴 野

中国は今せでに14回の核実験を行なったが第9回の地下実験を除いては,何らかの影:

におよんでいる｡それぞれの実験の際に飛来する放射性物質しつ経路は,気象的流跡線解析

佗ぼ推定が出来る｡第6回の実験せでについては,村山技官寄によって調査されているの､

は主として第7回以後につぃて調委した｡調査によって得た初期放射能物質の輸送高度と

の額測網によって得た結果を第1表に示す｡

流跡線解析と放射能観測値を比較することば,今後の放射能対策の上で参考になるばか

放射性物質をすレーサーとして拡散等を検討する意∴で気象学的興味は大さい｡しかしこ

3の結果を概説するためにとどめる｡

(い 飛行機による高空放射能は,300mb面の気流によるものとほぼ符号する｡

(2)初期の峰水放射能は,多くの場合500mb面程度を流れて克たものと符号する｡

(31浮遊塵は気象豪乱と巻き込まれると複雑な経路をたどり,出限規間･も永h｡

(4)徴気圧振動は,気象状況が良ぃか悪ぃかにも左右されるが,数百kt以上で凌いと明療に認
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B:降水放射能で0･6pOi/ccぜたは浮遊塵放射能で1.6pGi/ni以上の値につい

場合と同様に数えた期間｡

A･8とも6･4をど数字が1個のみの場合は,虜発後6日目または4日目にのみ出現し

を示す｡

(A.,8基準以上の値の出現率は1967～1971年の間でそれぞれ0.5帝と2努であ

(1)気象庁研究時報19巻11号

4･ 中国核実験時における牛乳中の放射性ヨウ素

放射線医学総合研究所

田中義一郎,鎌田 博,河村日佐タ

1.緒 口

1971年11月18日およぴ1972年1月7甲忙中国ロブノール地区で第12回およ乙

3回核屠発実験がそれぞれ行われた｡その影響を調査するため,指標食品とされている牛乳"

て放射性ヨウ素の測定を行なった｡

2.試料採集

千葉市内にある農林省畜産試験場から毎朝搾乳分を採取した｡(試料名;Farm)｡せた,

市近郷VCある下志津原酪農協同組合の集乳場からも採取した｡(試料名;Co11ecting cel

表1.Radioactive Iodinein milk

Nuclear

Test

Sampled

From

0011ecting

Center

Fa rm

Oollecting

Center

Farm

G)1lecting

Date
of

Sampling

Date of
Determina-

tinn

Concentra

ti()n nf
Radioactive

Iodine

(pCi/泌)

Rema

20Nov‥1971

〝 〝 〝

21Nov.,1971

〝 〝 〝

20Nov.,1971

〝 〝 〝

21Nnv.,1971

〝 〝 〝

0

0

0

0

22Nov.,1971圭 22N｡Ⅴ.,1971i o



｢

Nuclear

Test

Sampled

Frnm

13t h

~-~丁~~~~~●
1ねte of

Sampling

Date of

l)etermina

til)n

9Janり1972

10.〝 〝

〝 い1･〝 〝

霊豊ing羞12.〝
〝

Farm

Co11ecting

Cente r

Farm

Oo11ecting

Cen t er

Farm

9.Ja爪.,19花

10.〝

11.〝

12.〝

〝 〝 〝

…
〝 〝

?●J:n●'1フ2畜1ごJ:n‥1972
14.JAn･‥1972

〝 〝 〝

14.Jan.,1972

〝 〝

00▲lCentra

tinn of
Radioactive

Iodine

(もCi/の

Re

0

0

0

(0.5土0.6)

(25土3)

0

(37士4)

(2.3士1.1)

(13土3)

Detectablelimits R.adiochemicalaElalysis(OA);aboutl

milk matrix by NaI(Tl)(NaI);about

3.分析測定結果

放射化学分析法およぴNaI(Tl)検出器を用いたr線波高分析法忙よって放射性ヨウ讃

したが,その結果を表1忙示した｡

第12回核実験の場合には牛乳中忙は放射性ヨウ素は検出されなかった,しかし,第13

験の場合にけ,別報に述べたような雨･ち少試料に影響が認められてお少,その時の牛乳中

性ヨウ素漁家は表1のような測定値が観測されたが,何れの値も検出限界以下であった｡

5.第1る回中国核実験の影響について

茨城県公害技術センター

′J､池発給,高橋明子,岡野



で,放射性降下物による環境汚染機構も複雑なために解析が困難であったが･今回は検出雲

射能値も比較的高く,実験が1回だけで連続的で浸かったために,放射能の変動等を詳しく

ることができた｡

2.調査結果の概要

(1)調査の方法

試料の採取,朗]能の測定は主として茨城県衛生研究所の構内で1カ月間にわた力行なレ

タリングポストによる空間線量の連続監視,電気集塵法による浮遊塵,水盤法による峰1

2 4 6 81012141618 202之糾2628ちO

Jqn.1972

園1.空間r線量率の変動(モニタリングポスト

水戸)

塵,定時採取法による雨水の放射離

水戸で採取した牛乳中の-1き'1Ⅰの7

析法による分析定量も行なった｡

(2)空間線量の変動

空間線量の変動は図1のように1

日ぜではほヾ一定して平常値であ二

11日には急上昇し12日には最高

その後除々に減少してぃる｡時期育

と一致している点からしてもこれk

よって地表に降下した放射性物質"

のと考えられる｡

(3)雨水･降下雨水･塵の放射能

表1は雨水の放射能測定結果を≠

のである｡雨水の放射能は11日"

最高に達し,26日,27日把2

-クがみられる｡2回目のピークは地球を西から東へ1周し再び日本上空に達し雨にと

たものと考えられる｡水盤法陀よる降下雨水･塵の放射能は11日に660血Oi/‰2/

れは中国が核実験を開始して以来の水戸における最高値である｡

表1. 雨水中の全放射能値(水戸)

試料 番号

1

2

3

4

5

6

一
一
一
一
一
一

l

l

l

l

l

l

降 水 量1.8(爛れ)

8 6.8

9.4

8.1

17.4

3.4

放 射 能

60(pc

2.740

1.940

350

10

880



100

核実験轢からの経過時間

1000(時町

図2.降雨水産,浮遊塵,雨水中の放射

能の減衰(水戸)
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図4.降下雨水･塵及び牛乳のr波高分

比較

6 8 10 ほ l■ l018 之0 2之 2ヰ 26 之8 30 之 4

図3.牛乳中のⅠ-131と降下雨水･塵の放射能の変

動(水戸)

能の減衰の方がやゝ急な傾向がみられた｡

(6)牛乳中の181Ⅰ

(4)浮遊塵の放射能

浮遊塵の放射能佗は大きな男

られなかったが,11日に2.5

〝㌔のやゝ高い値を示した｡こオ

の場合と一致してお力,雨水之

地表近くせで縫下したものと月

(5)放射能の減衰

図2は核実験日を起算日とし

･塵の放射能の減衰を示したヰ

る｡減衰は両対数グラフ上でイi

線になってお力,明らかに7巨

われた核実験によるものであヱ

示してぃる｡傾斜はtl･18～

の範囲にあカ,雨水よか浮遊塵



そ6日の半減期をもって徐々把減少している｡牛乳中からは1き1Ⅰの外にl附osと…Ⅹ

されているが,その大部分は過去の核実験によるものと自然の放射性物質である｡

表2.牛乳中の放射性核種(r波高分析法,水戸)

試料番号

1N l

lN 7

N 8

N 9

N lO

N ll

0

7

6

5

9

AV

6

9

7

2

2

2

1

1=csこ: ●OK

(pCi/ヱ)f (〝Ci

16.9 !1.36×10

1.30×10

1.35×10

1.32×10

1.36×10

1.33×10

図4は降下雨水塵と牛乳中の放射性物質をr波高分析器で解析した結果である｡降下雨

中には239Np,1=oe,131Ⅰ,05zrl■$Nb,140Ba+140La 等代表的を核分裂生成

部分含まれているが,牛乳中からは分別効果によってそれらの核種のうち181Ⅰしか検出

いない｡1"osも核分裂生成物であるがその大部分は過去の核実験によるものである｡

3.結 語

中国は昭和39年10月以来昭和42年1月までに12回の大気圏内核実験を行なってh

その日本における放射能の影響は比較的少なく全く放射能が検出されない時もあった｡今回

的高い値を示したがそれも一時的なもので,環境におぃて大きな汚染と蓄横をもたらすせで

っていない｡しかし,上空高く放出された放射性物質のうち長寿命のものは徐々に降下しつ
今後も引き続きその変動を監視する必要がある｡

`′ 大気浮遊塵中の放射性核種の調査

放射線医学総合研究所

鎌田 博,○湯川雅枝,佐伯拡

Maung･ロ･San

1.緒 呂



2.調査研究の概要

分析測定法は,放射化学分析一低バックグラウンドβ線スペクトロメーターによるj軒

よぴGe(Li)半導体検出器(有効休債;40∝,分解能;…00の1333KeVのr売掛

FWHM3.OKeV)によるr線スペクトル解析法によった｡

化学分離によるSrフラクション(80sr,90sr,00Y共存)のβ線スペクトルおよぴ1

半導体検出器にエるr線スペクトルの一例を図1および図2忙示した｡

貞
叫
8
0
0
N
＼
空
白
吉
U
●
O
t
X

○胴 0.1 03 川 3βMeV

図1.β-ray Spectrum
of

Air Borne Dust

SampIing;Jan･10-
Feb.4

00unting;Apr.28

てる｡

一回目の測定

〓
○
■
)
ギ
‡
■

せた,分析測定結果は表1に示したとお少である

各放射性核種の減衰の補正は試料採集最終日に頚

ただし,95Nbについては親核種の的zrの半減鼎

を用いて補正を行なった数値で示してある｡従って

の数値は若干過大評価になっている｡この点を改篭

めに,半導体検出器によって得られたスペクトルを

て,9さZr,9さNb をよ少正しく定量することを毒

以下これにつぃて述べる｡

核分裂生成物の一つである｡=zrは生成後約5

娘核種の叫Nbと放射平衡に達し,的zrと95Nb

能比は平衡値2.17になることがわかっている｡と

2.18以下であるならば比較的新しぃ核分裂があっ

が推定され,この比の時間的な変化と,Zrの崩磨

の生成の過程を追えばその核分裂の時期の推定およ

Nbの組成をサンプリング時期托さかのぼって定屋

とが可能になる｡その手法につぃて一例をあげて訪

(‡e(Li)半導体検出器によるr線スペクトルのフ

ークを解析して95zrの放射能をa pOi,95Nbe:

をb pCi′と.して得たとする｡更にt日後にも

測定して,9Szrvcっいてa′pci,95NbVCつい･

pOiを得た場合,次のようなモデルに従って計算

Er Ⅳb
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;新しく起った核分裂によって上積みされたZrの放射能

,

●

l

Nb 〝
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〝

しt;サンプルの測定を行った時間
以上のことから次の8元一次連立方程式をたてることができる｡
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N′=去告z′(e-}1t-e-l2t)+圭N′e-}2t
この式を解くこと佗よβ,Zo,Z,No,N,Zo,Z′,No,N′の値を求めること

せた,Z′/N′の値を求めると,次式よ少数しい核実験の時期が推定できる｡

的zr-ニュナ ■粥mNb(N2)

(Nl)ニト｡さ丈b
(N3)

Nl=NlOe-jlt

→95Mo(stable)

′

-
くー･t

Nl,N2,N3… t=tの時の

95mNb,粥zrの個数

al,a2…分岐点

Nl｡;t=0の時の掴zrの個数
(核分裂時)

N3=}1NlO(了J㌔(al･畜)e~}1t一定
j3-jl (al･葦毛)e叫㍉t‡

Ⅳbの放射能 j3Ⅳ3

~■ _.. - ~~~■
■~■■~二こ

■-Zrの放射能 jlNl

llIl2,)3,…95zr,95mNb

崩盛定数

従って上式を用いて,(Zrの放射能/Nbの放射能)の値の時間変化をグラフにしてお

射能比を求めることでその核分裂生成物の年令を推定することができる｡さらに分割され
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day

Nbの放射能の値から減衰月

補正を行うことでサンプリン

しい放射能をその寄与の副食

ことができる｡

この方法を拡張すれば,し(

核分裂が重なった場合もそわ

与の割合を求めることができ

ば,核分裂の時期が比戟的正

されてぃる中国核実験を例陀

のように計算できる｡
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6月23日現在 Zr=Zら,Nb=N;

3回目の核実験による放射能の上積み分については

3月18日現在(この翌日から影響が出はじめるとする)

6月23日現在 Zr=Z3,Nb=N3

とおき,次のような方程式を立てる｡

芸=2･18･岩=1･446･
Zム+Zi+Z2+Z3= 2579.6

Nn+Nl+N2+N3=3766.9

芸…t=2･18･岩=1･875･
Zふ=Zo e

Zi=Zle

-0.0106×97

-0.0106×97

z;=Z2e-0･0106×97

＼

ZI

Zo =1･849,芸…=1･029

旦旦=1.029
Z2

N;
-

=1.699,

Zら

N3=1.269

Z3

この二式については3回目の核実験の上積みカ

前のサンプルについて計算したものから得る｡

以上の14元連立方程式をガウスの消去法で解くと

′茎iく一し

r-tlJ-し

Zn =589.9 , Zl.= 972.8, Z2 = 607.O

Nn =1280.1, Nl=1406.6, N2 =624.6

zム=210.6, Z;=347.3, Z;=216.7, Z3=1805.O

Nム=457.0, N;=651.2, N;=368.2,
N3=2290β

となる｡結果をみると,3回目の核実験の影響がかな少大きいことがわかる0事実,3回

験があった月である3月分,その翌月である4月分の浮遊塵の放射能をみると,表1から

をように,3月中旬の核実験の影響は翌月のサンプル中忙あらわれ,全体の放射能を高く

計算結果をサンプル採集最終日托せでさかのぽっイ補正を行うと次のようになる0

計 算 結 果

平衡に達してぃる 1回目の核実験

210.6 pCi盲 347.3pCi

457.O 1 651.2

362.5

2回目の核実験 3回目の核実験

216.7pCi 1805.OpCi

2290.6･

測定日

6月2

3106.7



3.結 語

Ge(Li)半導体検出器を用いて大気浮遊塵の放射能を解析すると,Zr-NbのシJ

-クから,核分裂生成物の生成時期及びその影響の大きさを推定することが可能である｡

述べた方法を利用すれば何らかの原因で核分裂がおこ少,その影響があらわれた場合佗1

度合や,時期を計算して何によるものかと,いくつの核分裂が重なっているのかを推定1

できるようになる｡今後,一つのサンプルを経時的に測定し,計算値をDecay 及びGr

正して測定値と比較することによ少,新しい核分裂生成物忙よる頑境汚染をみい出す方克

も考えていく｡

ヱ 日本における137cs,90sr,239pu,238pu降下量

気象庁気象研究所

○葛城幸雄,材ヰ

1.緒 呂

前年度に引続き日本の6地点(札幌,仙台,秋田,大阪,福岡,東京)における90s

測定および東京(気象研究所)vcおける137cs,90sr,230pu,238pu峰下量の測定弓

日本における00sr年間峰下意は1967年以降ほとんど減少していない｡これは第1

回,第10回の中国核実験(水爆実験)によるものであることは既忙報告した｡197二

畳も前年度忙比較して減少してぃない｡これは第11回(1970年10月:水爆)のヰ

るものである｡

中国は引続き第12回(1971年11月),第13回(1972年1月),第14距

年3月)の核実験を行なっている｡これらの核実験の影響把ついて明らかになったこと弓

2.調査結果の概要

表1.に東京(気象研)における1=cs,00sr月間降下量(期間:1971年1月～]

4月)およぴ89sr/90sr比(1971年1月～1972年6月)をしめす｡

表1東京における137cs,90sr月間降下量およぴ80sr/90sr比

(採取地点:気

1"cs

m(〕i/伽2

1971年 1月

2月

0.03

0.04



放射能強度

71年 β月

箭月

8月

9月

10月

11月

12月

己
1附os 皇 00sr

mci/馳2 i moi/h2

0.48

0.43

0.09

0.12

0.07

0.01

0.005

0.17

0.18

0.03

0.05

0.07

0.004

0.002

1971年 計

｣

0.06

0.05

0.03

0.06

2

l

0

3

9

4

9

0

1

2

0

7

8

1

表2に東京(東京管区気象台),札幌,仙台,秋田,大阪,福岡における90sr月間膝下

めすb

表2 6地点における00sr月間俸下量

(単位
mOi/馳

地 点 東 京
(丸ノ内)

札 幌

4

3

00

0
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3
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0

0

1

1

1

1
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●

●

●

●

●
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0

0

0

0

0
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0

*

仙 台 秋 田 大 阪

0.05

0.13

0.18

0.33

0.44

0.12

0.20

0.06

0.02

0.03

0.20

0.20

0.38

0.14

0.07

0.02

0

0

0

0

0

0

0

0



★
estimated value

表3に東京(気象研)忙おける1"cs,…sr年間経下量と前述の6地点における=s

下量および総積算量をしめす｡

表1,2,3にみられるように,hづれの地点においても1971年の00sr年間塵下]

70年の蜂下量に比較してほとんど減少をしめしていない｡

表4に1967年-1971年せでの90sr年間俸下量とその前年度棒下量との此をしJ

表4陀みられるように1971年の90sr煙下量と1970年降下量との此は0.7(郵

から1･4(大坂)の範囲であ少,これらの7地点の此を平均すると約1.0となる｡

表5に東京(気象研)で採取された降水中の80sr/帥sr比をしめした(期間197二

-7月)｡

表6佗1972年2月秋田地方気象台において観測を行なった際採取した雨水,雪につL

80sr/…sr此をしめした｡

表31"cs(東京)およぴ90sr(7地点)年間降下量と核実顔開

始以降の総積算量

地 点 東京(気象研)
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表4.90sr年間降下量と前年度降下量との此

東 京i東

･こイ気象研)

1967 /1966

ミ……;~`′;……;
1970 /1969

1971/1970

仙 台

1.2
-

1.4

1.0 … 0.9
t

::;皇::;

秋 田

::;lご:…

表5.降水中の89sr/帥sr比の時間変化

(採取地点 東京気象研)

降水量･89sr/90sr

1972年1月11日～12日

2月 4日

2月 6日一- 7日

10日一-11日

11日一-12 日

12日一-14日

17 日

26日

26日一･一28 日

3月26日

30日･･一31日

4月 4日一･一 5日

6日･- 8日

8日･- 9日

7月11日一･一12日

降 水

偲m

量 89sr/90sr

東京および秋田VCおける降水中の89sr/90sr 比と東京における月間降下物中の80s

比(表1)から,中国の第11回,12回,13回および14回の核実験にエる影響が明



第12回核実験直前の89sr/90sr此の値は0.7～0.9の範囲である｡

第12,第13回核実験による89sr/00sr此の時間変化をみると,核実験後時間～

戟的速い減少をしめし,これらの核実験では,対流圏下部に放出された量が多いことをし

る｡

第14回核実験は前の2回の核実験と異な少核実験後時間とともに89sr/QOsr比カ

1972年6月頃極大化達するものと思われる｡これらの点につぃて若干検討を加えた｡

1958年3月以降1970年末までの東京における2さOpuと2さ8puの降下量け,j

987〝Oi/馳2と47〝Oi/馳2である｡

表6.降水中の89sr/90sr比の時間変化

(採取地点 秋田地方気象≠

89sr/90

13日･- 】.4日 1 21.5

14日 9時-17時

14日
17時
･-15日 9時

17日【･一 18日

19日･- 20日

20日 一- 21日

21日 一･一 22日

24日 一- 25日

25日 一･一 26 日

26日･･一 27日

27日 9時-18時

27日
18時

･･一28日9時

28日 一- 29 日

29日･- 3月 1日

4.08

2.6

0.62

5.5 5

4.2･5

2.9

0.7 5

1.0

12.7

22.3

1.0

6.2

3.4

.4

1

4

9

4

5

3

5

4

3

3

3

5

5

1

2

4

5

3

7

1

7

1

一⊥

2

2

2

2

2

2

1

1

5

1

9

〇.

1

0



表7.ANNUAL DEPOSITION OF Pu-239,Pu-238 &

Pu-238/Pu-239IN TOKYO

.Pu-239

〝Oi/馳2

1958(Mar,rDec,)

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

AV

7

3

7

0

0

5

1

3

1

5

2

7

5

9

4

3

1

0

8

2

7

2

2

1

1

2

1

1

Pu-238

〝Oi/加重

Pu-238/Pu
(感)

9

1

7

AV

5

3

3

9

3

3

5

0

6

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

2

5

1

1

AV

7

5

■4

1

3

2

3

1

1

3

0

4

q)

6

9

1

00

5

5
一
4

4

5

3

2
.
4

1

6

0

AV

2

1

1

2

2

To taI

核実験忙よる2…pu全生成量は,0.2MOiと推定されるが,これが南北南半球に3:】

されたとすると,それぞれ1Fm2vco.2mCiと0.6mOiの降下量が期待される｡(第8表

表8 PLUTONIUM FALLOUT BUD(‡ET

SITON PI∃R】払2

0.2MCi

0.6 mOi0.15 MOi

0.05 MOi 0.2 mCi

8ECi

23 JJOi6 KOi

2 KOi 8 〝Oi

_
■- -′′1 ●

08SERVED

IN TOKYO
DEPOS

239Pu

238Pu

TOmL

N(3)

S(1)

¶DTAL

N(3)

S(1)

1m(〕

47 〝C



せた…puKついては,全生成量8kOiで=●puの場合と同様の計算をすると,帝4

忙ついて1血生当少8′10iと23〝Ciの捧下量が期待される｡

東京忙おける2…puと=●pu降下量,それぞれ1m(〕i/馳量と47〝Oi/鵬宍 は,フ,

ウトの中緯度集中おょびSNAP 9Aからの寄与を考慮すると,上記計算結果とエく｢致l

2=pu/00sr放射能比は,全平均1.3界であるが,1969年と1970年は,それ1

¢と0.6痴忙減少している｡

表9.ANNUAL DEPOSITION OF Pu-239,Sr-90 &

Pu-239/Sr-90､IN TOKYO

Pu-239

〝Oi/独文 6

1958(Mar,-♪ec,) 56

1959 97

1960 43

1961 37

1962 110
u

1963 圭 200

1964 185

盲1965
1

121

1966

1967

1968

1969

1970

TotaI

3

1

5

2

7

7

2

2

1

Sr-90

Ci/馳2

Pu-239/S

(痴)

1

2

00

史U

A
-
∧
U

2

8

1

6

0

9
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■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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l

l

l
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8.降下性14cの濃度調査

放射線医学総合研究所

前林愛子,○岩倉哲男,櫻田



試料としては従来と同様に,(i)通産省アルコール事業部管下の全国アルコール工像

内産甘しよ原料および外国産糖みつ原料の7ルコール,(ii)本研究所圃場栽培のやせlン

大薬学部,(千葉大圃場栽培)のやせじそ,およぴホクレン北見工場生産のメントール

について実施した｡

(2)実 験 法

試料調製をらぴに測定法は,前報と同様液体シンチレーション測定法を用いた0

(3)成 果

測定結果は表1に示す0

植物精油(チモール,メントール)試料に関しては,1●0 濃度は全体として,前年

漸減の傾向をはっき少示している｡せた,興味ある事実として,こゝ数年来,北見産の

ルが,千葉産のチモール把比べ,1▲c濃度の低ゎことがあげられるが,これは,千葉地

な工業地帯化による大量の化石燃料の消費によ少,1toを含せない炭酸ガスが放出され

果1･･c/120 の比が小さくなるための140希釈効果(Suess effect)が現れてい

される｡せたアルコール試料につぃては,日本国内における7ルコール生産原料が･国

よから,輸入糖蜜へと次第に移行している過程であ少,原料産地の単純な比軟ができな

明瞭が一0濃度変化の傾向は言明し難いが,国産甘しよ原料による110濃度がやゝ低い

られる0年れVCついても･日本の工業化がもたらしたSuess effectによるものと考

も無視できない現実といえよう｡(前年度論文抄銀集参照)

表1 各種試料中の1暮0濃度

原 料

け っ か油

やぜ じ そ

〝

測定成分

メ ン ト
ー

ル

チ･ モ ニー
ル

〝

産 地

北海道･北見

千葉･放医研

〝
･千葉大

比放射能(dpm/タ carb

19.00

17.64

17.36

2

2

1

1

1

1

0

0

0

土

土

±

生甘 し よ ア ル コ ー

ル

ア ル コ
ー ル

〝

〝

〝

〝

〝

〝

茨 城 県

オースト うリ ア

〝

〝

〝

イ ン ドネ シア

〝

〝

19.76 土 0.31

20.16

20.59

20.29

21.01

21.41

21.28

21.20

2

2

2

2

3

2

2

3

3

3

3

3

3

3

●

一

●

●

●

■

●

0

0

0

0

0

0

0

土

土

土

土

士

土

±



見 放射性降下物の降下と気象との関係(弟4報)

気象庁気象研究所

嬢橋勝子,葛城幸雄,○金沢

前報では,秋田をはじめ,冬の日本海側にQOsr降下量の極大をもたらす気象条件とし

俸水量の多いこと,北西季節風が卓越し,対流圏下層大気の鉛直不安定慶が大きhことを凄

せた,秋田の冬の90sr月間降下量と東京のそれとのちがいにつぃて,秋田で北西季節虎

なう降水量が多いほど,秋田対東京の908r相対気柱濃度が大きくなることも報告した0

今回は,秋田と東京において,1972年2月に降水ごとの90srを測定し,気象と(

ついて調べた結果を報告する｡衰1は,秋田および東京における1972年2月1日から

せでの間の降水量.90sr濃度,降下量および気柱濃度をしめす｡この期間の降水に亡る

下量の合計は,秋田が81.2p(〕i/m?(106.6¶爪),東京が58.2pCi/m?(156･5仰

水量1爪椚当少では,それぞれ,秋田,0.76,東京 0.37pCi/徳となβ,秋田は東扇

specific activityをしめした0

1972年2月は,前月にひき続き暖冬傾向で,雪国では数十年ぶ少の寡雪であったカ･

に真冬型の気圧配置とな少季節風の吹出しがはじせった｡秋田では,19日夜の寒冷前顧

も夜う宙雨?あと,20日から3日間大風をとも夜う降雪となβ,QOsr気柱濃度は表作

少増加した｡一方,東京では,例年にくらべ降水量が多く,雪日数も5日を数えたが,そ

いずれも低気圧の通過による降水であった｡季節風の吹出しにともなう90srの増加を除

田,東京の90srに大きなちがhはないことがわかった●
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10･モニタリングポストによる空間線皇(r線)

の変動調査(第2報)

札幌管区気象台 0今井俊

気象庁観測部 本 多

1.緒 言

前報では,横雪地のモニタリングポストによる掛軸直が特徴のある年変化を示すことに二

告したが,今回は,他の方法佗よって測定した自然放射能との関係を調査した結果陀つい｢

る｡

ア)モニタリングポストの観測値について

モニタリングポストの観測値には,次のエうな明瞭な特徴がある｡

(1)積雪量に大きく影響される｡(図1参照)

(2)降水時に5-10cps増加する｡せた降雪のときは,降雨のときよ少も影響が大書

イ)Ra8,RaOの気中膿度忙ついて

Ra8,RaOについての調査は,多くなされているが,こゝでは,北海道大学工学部(

市氏他)が浮遊じん放射能の調査したものゝ報告を引用しRa8,Ra(】の年変化図を2匝

た0せた気象研究所(央野 直氏)が,気象庁が行なった観測値忙釦て計算した札幌1

8の年変化を2図の棒グラフに示した｡

これら忙上ると,何れも冬期に高く,夏期腫低い値を示してぃる｡

▲V

5

一

3

2

1

0

0▼

_○

l

tl

l

l

l

tl

l

R-■◆馳"レヘヽ

J′ ､

J

J t･●l恕

2.調査研究の概要

1)大気中の自然放身

の方法

フ;降水の初期,年

期に分け,また降オ

型を,持続性の雨,

しゆう雨,北西季創

る雨,冬の季節風択

ゆう雪,台風K∴【月

別け.それぞれ降オ

200∝を採取して

た｡

イ)集じん器忙上月

間忙1†オの空気を邸



PClん3

た｡試料の減衰曲線∠

して,これらの放射青

部分が.Ra月,RaC-

とがわかった｡

2)以上の事実に基き

う把推定した｡

ア)10月～3月の至

強いときは,自然放身

い｡これは,北海道プ

部おょび気象研究所¢

果とも合致してお少,

団によって多く運ば才

ことを示すであろう｡

イ)持続性降水,前轟

季節風に伴うしゆう戸

風に伴うしゆう雪の川

放射能値が高くなるセ

る｡せた,冬季間の雪

候期の雨エカ放射旨顔月

この事実は,従来かぢ

れている降水洗浄の現象として説明さ.れる｡これらがモニタリンクポストの降水時に

測値を上昇させる原因と考えられる｡

表1.雨雪および浮遊塵測定による自然放射能

自然放射能

降雨の種類

特 続 性 の 雨

前線に伴なうしゆう
雨 性 の 雨

季節風に よる雨

季節風による雪

降 水

(15～30)

20(8)

100(1)

200(l)

(25け-350)

300(2)

(3(ト勺0)

50(3)

中 期 終 期

浮遊塵 ×102 郎i

初 期 中 期

____.--

‥
____⊥_鵬叫__】______

(1霊矧(1誓諾笥?
(1ひ-40)

(1ひ}20)
15(3)



グポストの値に寄与する分が,Tn,Rn よ少少ないので図1に示す如き年変化があ

ものと考えられる｡

ェ)雲粒および降水の電荷VCつぃて北海道大学理学部(孫野,菊地氏),Gschwen

almers 等が測定した値を表2,表3VC掲げた｡これVCよっても,しゆう性の降水

電荷は大きh｡

せた大陸気団と海洋性気団では,含有するエーロゾルの量が異をるとも考えられる

これらを考慮し,電荷の大きいものほど洗浄効果が大きく,RaB,Ra(〕を多く運

と考えると説明がつく｡

表2. 雲 粒 の 電 荷

観 測 者 温 か い 雨

藤野･菊地
(1961)

過冷却の雲粒 凍結雲粒

1.0×10~5 9.3×10~8 3.0×10~巧

1.6×10~5 2.3×10~嘔 3.9×10~5

表3 降 水 の 平 均 電 荷

観 測 者

Gschwend

(1920)

持続性の雨 しゆう 雨 爵 雨 持続性俸雪

Ohalmers and

Pasqui11

(1938)

11. 広島市における空間線量について

広島県衛生研究所

児玉陽太郎,調枝勝幸,森本

1.緒 呂

広島市は中国山地から広島湾に流れ込む太田川が形成した三角州低地群上に市街地が広

′h･-一∠L∴山‖石工 ‥t
fP■

ノT､｢Fl-TII_L rトー由 一ナtて項 -｣｣/丁､ト｣｣∠｣_/丁ヽ1こ′rtナ_ゝ､ク Il■⊥lLl′ウ■lェⅠコ
J J( -クーl人'ブ



2.調査研究の概要

(1)測定地点

測定地点を図1の地質上に記号番号で示した｡市街地の中心部を東西忙走る首米道路の

分を7点(A4･

図1 広島市の地質分布及び測定地点

表1.各測定地点の線量率

測定地

点番号
測定地点

Al l己 葵 町

己 斐 本 町

A3-1姜新己斐橋

47.9.19

〝 〝 〝

〝 〝 〝

一っ
l 〝 ! 〝 〝 〝

南北のアスファ

装地帯を10点

81｡),及び周

寄少13点,橋

(A3)の合計

点を選んだ｡

(2)測定方法と

測定方法は科学

編｢放射能調査

歯音｣(昭和4

にしたがった｡

用測定器は日本

NaI(Tヱ)1〝房)

T(〕S-121

ンチレーション

イメーターであ

(3)測定結果及

測定結果を表

した｡表1でわ･

うにA測線及び

は10一･-11′吼

で佗ぼ一定した;

を示した｡市周こ

時分順序向圭警
15:001日育l北 東蔓1.

15:25

23:35 51

｣甫

北

恵志

〃

〃

藩

線量率

〝机r

15.2‡己斐′J､学校

.〇

.2

J

2

1

u

l

l

7スフ丁ルト

橋中央



測定地

点番号

A5-1

A5-2

A6-1

A6-2

A7

A8

A9

測定地点 圭年月日

音

〝

寸
河 原 町

47.9.19

〝 〝 〝

〝 〝 〝

中三町…ニ:ニ′J､ 町

富 士 見 町

〝 〝 〝

〝 〝 〝

AlO 圭東 平 塚 町童
〝〝〝

All 幸比 治山公園

81i横川町三丁目
82 妄寺

B3

で丘6)
85

.B6-1

86-2

B7

B8

89

BlO

OI

C2

腎1)
04

十日市町一丁白

河 原 町

丹 入 本 町

丹入川 口 町

丹入南五丁目

江 疲 本 町

江波南二丁目

三菱造船江汲ユ場

新 庄 町

山 手 町

己 斐 町

古江上二丁目

C5

雲井
口 町

:;至;田㌃丁言
光町二 丁目

比治 山公園

d lコ 首･一丁 ⊂コ

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

47.9.20

〝 〝19

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝20

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝 〝 〝

〝

13:00

12:4叫晴
12:25

11:05‡〝

9:50董卓
10:10

10:30

10:50

11:15

12:45

情

意

13‥45重苦
13:10呈
13:30

13:50

14:15

15:50

.東

西南西

東

南 西

北北西を1

北 西

北 東

南

北 東

北 東

南南西

北 東

東北東

1

1

1

1

0

1

曇l北 西妻1

16:15‡〝
‡

15:00

16:40

17:05

騰

貴

〝

曙

〝

0

0

0

3

●

●

●

●

0

0

1

1

〃

〃

5

5

4

0

●

●

●

●

O

1

1

1

東

西レし

ヒ

｣イ

→イ

北

北

北 東

芝 生

〝

〝

〝

〝

〝

〝

産出士

アスフ丁ノ

〝

〝

芝 生

7スフ丁ノ】

〝(11
12:31

了スファノー

〝

江波小学七

芝 生

造成地

谷 間

己斐′J＼学僧

吉江小学華

井口小学葡

広島市戸妻

線量率

〃R/hr

13.1!牛田′J､学や



崗岩露出地域のC測線及びD測線の各々の線量率はそれぞれ15～23/JR/hr,11′

〃R/hrでいずれも三角洲地上群(A測線と朗り線)よ少もかな少高い値を示した｡特

岩を切少閑いた造成地であるC2では17.6甘札/hr と非常に高レb

又図2に三角洲低地群上のA-,B各測線における地質断面図と線量率との関係を示し

で明らかなように芝

図2 線量率及び測定地点地質断面図

(建設省計画局･広島県･広島市編1964,広

島地区の地盤のポーリングデータ一による｡)

であるA測線上での1

アスファルト舗装さ:

線上の線量率よカヤ一

向を示すことがわか

測線では基盤(花崗

附近で地下8mせで

ているが線量率にはJ

化が認められ覆い｡

上ではB8と89との1

岩の地表露出部があ

線上の他の地点よβ

率(11甘軋/hr)をノ

がわかる｡これらの

沖積層下の地質とく

の分布状態は線量率

大きな影響を与えず

にみられるように花

表屠出部からの影響

と判断される｡又同

上におけるA測線上

とB測線上の平均値

アスファルト被覆の

るものと考えられる.

橋の上であるが,こ

は(海風と陸風の区別の明らかな昼と夜の2回測定)昼間は5.4甘軋/br,夜間11.2

と大差がある｡この差違の要因のひとつとして周辺の地質特に花尚岩の分布が風向に反

推察される｡この点については今後詳しく検討したh｡

3.結 語

空間線量の地質による影響は,沖積層下の基盤からの影響によらないで,周囲の花崗岩

による影響が著しいことがわかった｡花崗岩地域での空間線量測定佗は花崗岩産出を考慮

しなければならなぃ｡叉広島市の輝に陸風,海風のはっき少した地域では鳳の影響も考慮
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12.環境放射線による情報の迅速解析に関する研究

理化 学研究所

浜田連二,○岡野真治,出雲

西田雅美

1.緒 呂

原子力平和利用の発展と普及に伴ない,環境放射線のモニタリングの重要性はせすせづ

いる｡環境放射線の加定ならびにモニタリングは,これらによって得られる情報よ少壌巧

含めた放射線障害防止に役立つ内容を把握することが目的の大なるものといえる｡この巨

に使用される測定系としては,環境放射線による情報を迅速でかつ目的にかなった内容を

ことができることが必要である｡

環境の放射線は大別すると宇宙線および天然に存在する放射性物質,人工的に作られ蔓

された放射性物質からの放射線にわけられる｡放射性物質からの放射線はr線が重要な房

環境放射線のモニターは,エ観些謁す鼻展望腰葱が適確に,かつ迅速に行なわれるものて

が望せれる｡眉境放射線の主成分であるr線に関する情報は,その主産∠ヒ妻こ基づヱ.ヒノ!

れる｡さらに,r線のエネルギースペクトルおよび強度の時間的変化は,これを解析すヱ

って放射能環境の状態の把握に役立つとともに∴われわれが受ける放射線被爆量への原匡

の見積がそれによって可能となる｡r線エネルギースペクトルは球塾NaI(Tヱ)を備ヌ

レーションスペクトロメーターによって測定することができ,一方強度変化は電離箱せカ

レーションカウンタなどによって連続観測することができる｡これらの測定系は,現在ぬ

で稼動させるか,またはかな少の重量の移動式装置によって測定を行なった後に,研究室

て電算機によるデータ処理が必要である｡この研究は(1)環境放射線の連続測定結果¢

自然浸らぴに人工放射性物質による外部被曝線量の寄主窒今別して評価すること0(2)エ

スベクトルおよび放射線強度を,可搬式の検出系を用い測定を行ない,必要を情報を伝送

し,項境放射線のデータよ少得られた環境放射能に関する情報を迅速に解析する手段を何

のである｡

2.調査研究の概要

研究は次の内容にわけられる

(1)放射線連続観測結果のパターン認識(2)放射能の種類,エネルギー分布,方向タ

(3)庫下物(雨,ちβなど)の放射能測定(4)データ解析(5)測定系の小型化と迅頭

析 などである｡

(1)放射線連続観測結果のパターン認識としてほとんど変化の凌い宇宙線,土壌中に雲

助射仕掛･管勇ゝLの放射ま癌〟r上スもののイ由
_庄主任日赤イレをんも昇ら

ものて手_ ㌣ナ1Lの士カ



これらの放射平衡によって約30分の半減期で減少する｡核爆発実験によるフォールアウ

る放射線の変化は初期(数日よ少十数日)におぃて,降下物の放射能は核爆発実験が行夜｣

時刻を基準時にとれば,経過時間tと降下物の放射能の関係はt-1･2で減少する｡原子力き

稼動にもとヂく放射線強度の変化は一般佗気象(主として風向,風速)条件に左右され間局

急激な変化(Plume
exposureといってぃる)を示す｡この他南半球で行なわれてぃり

ンスの核爆発実験にもとずくと思われる年変動が観測され4月～7月佗放射性障下物の増王

られる0これらのパターンは連続額別によって識別できるものであ少,特に原子力施設に司

く低レベルの線量寄与は,重患堅動壁貪る別室琴による連続観測結果によって判別すること
も有効と考えられる0さら佗このパターン認識を確実にするためには煙雨,核実験,原子プ

の運転,気象条件に関する情報を同時に知ることが必要である｡

(2)放射線の種類･エネルギー分布,方向分布の測定は環境放射線の情報の最も重要なも¢

るが･~仮にこれらすべてを簡単に知ることは困難である｡したがって環境放射線の最もサ

なものとして全方向のr線のエネルギー竺ユタ,.トノり忙よって代表する｡r線エネルギースー

ルの測定は単色r線につぃてはOe(工i)半導体検出体,全r線については球型のNaI(1

検出体が有効である0球型のNaI(Tヱ)を用ぃたr線スペクトロメークはこの目的の代ヲ

測定系と考えられる｡

f3)降下物の放射能の測定は主として雨･ち力･空気で,これらのうち雨の測定は最も容易

カ･多くの情報を把握するに役立つ｡雨把含せれる放射能は,現在は半導体r線スベクトロ

クを用いることによって,主なr線放出核種の定性定量分析を行なうことが容易である｡一

雨水数ヱの濃縮試料を半導体スペクトロメークで測定することによってBe-7,Cs-137

~144･Ru-106,Zr-95,Nb-95等は検出定量が可能である｡

(4)データ解析は上記の測定によって得られた結果を解析し,目的とする情報になおすも仁

どのよう夜情報を得たいかによってデータの処理方法は異る｡したがってデータ解析は際防

い研究でもある0こゝでは一つの目標として,次の内容を把握できるような方向で考える｡

イ･土壌または環境(建物内など)中の天然放射性物質(カリウム,ウラン,トリウム)

均幾度

ロ･これにもとずく散乱r線

ハ･降下物(降雨･フォールアウト)に含まれる放射性物質からのr線

ニ･それらからの散乱静

ホ･人工的夜放射性核種の検出(有無)

へ.それらからの散乱緑
ト.その他の散乱線

に分類する0これらのうちロ,ニはそれぞれイ,ノ､にもとずく放射性物質の分布条件によっ

定が町能である0ホ,へ,トについてはホの分布状態が一定しないため画一的に論ずること

難である0しかしながらホ,へ,トはお互の数値に関する内容を明記することができれば,

の情報源となし得る｡これら一連のデータ解析は今後の研究課題と考えている｡

(5)測定系,主としてr線スペクトロメークの′J､型化と迅速な情報解析は重要で,次の内容



これらのうちイおよぴロは,できるだけ小型化し,さらに全天候で使用し得るエう"

ハ,ニ･およぴホは･さしあた少実験室で行なう｡現在主としてイ,ロ,およびハの毒

点的忙行なわれている｡

イ･NaI(Tヱ)シンチレークの出力信号のコード化は｢股忙アナログーデジタル変磨

C)にエって行なわれる0この変換コードは,一般佗直列信号で送る場合と4チャンj

dコードの並列信号で送る場合とがある｡せたNaI(Tヱ)シンチレークの出力信号た

の検出時化発生するが･この信号をたゝちに送る方法,一時バッファメモリーに保存し

時刻佐逐次送る方法･およぴ一定量のスペクトルを記憶しまとめて送る方法とがあ少,

れにつぃての検討が行をわれている｡

ロ･コード化した信号の記憶･伝送は

a)信号を直接ケーブルを用いて送る｡

b)磁気テープ(市販テープレコユダ用)に保存して再生する｡

c)テレメータを用いる｡

などの方法がある｡

ハ･コード化した信号を元のスペクトルに変換するためには,インターフェースが必項

が･ぃずれの方法も比較的容易忙行なうことができる｡

ニ･シソチレ~ションスペクトルよ少r線エネルギースペクトルへの変換は,計算機と

ログラムによって行なうことができる0しかしこの変換を,精度を保ちつゝ小型計算機

するため佐一どのくらぃ簡約化できるかは今後の問題である｡小型計算機としては,4

K程度の記憶量のものを用ぃることを目標としてぃる｡

ホ･項境放射能に関する情報の表示方法として,r線エネルギースペクトルよ少もウラ

リウム･カリウムの環境における平均濃度･人工放射性物質の有無,散乱放射線に閲す

を主な内容とした,わか少やすいものにする方が実用的である｡

一方･環境放射線の連続測定は･環境放射線の状況把撞のため重要をものであ少,放

強度変化のパターンから･降雨などによる天然放射性物質の寄与,核爆発実験把起因す

~ルアウト･原子力施設化もとづく急激を変化などの判別が行をわれる｡シンチレーシ

線スペクトルの測定は特定時刻忙おける質的内容の把握に役立つが,連続測定はそのパ

から･被曝線量の原因別の寄与割合を知るために有効で,両者の併用が環境放射線の完

報把撞のため不可欠である｡

3.結 寿

環境放射線のデータユタ･環境放射能佗関する情報を迅速かつ適確に把握するためには,

琶を解決することが必要である｡

(l)自然レベルの放射線につぃて適確を連続測定

(2)可搬式の全天候型シン′テレーションr線スベクトロメークの開発

(3)シンチレーションスペクトルからr線スペクトルへの変換

匝)情報の適確を表示法



1る.北海道地方におけるバックグラウンド放射線の測定

放射線医学総合研究所

○阿部史朗,新井清彦,井上

藤元憲三

1.緒 言

自然放射線による外部被ばくは避けることができない｡国民全体佗およぼすその線量

らか托するため,せたは原子力平和利用の進展に伴って生ずる問題の解決のための資料と

を考慮し,全国的なバックグラウンド放射線の測定を行な妄てぃる｡前回せでに,四国,

北,北陸4県について測定したが,今回は北海道地方を測定した｡

2.調査研究の概要

(1)測 定 地

人口密度,地質分布,測定地密度を考慮したうえで57測定地(81測定地点)を選

定地点は周囲の開けた広h平坦地で,表面に士が産出しているところを選んだ｡

r2)測定器と測定方法

測定器は20川南,3椚れ厚のプラスチック電離箱,振動容量電位計,記録計の組合二宣

(Tヱ)1〝疹×1〝シンチレーク付のサーベイメークである｡本測定における

壕準偏差で表わすと,電離箱については±3.5釘以内,サーベイメーク佗ついては士す

ある｡測定器は標準線源によ少各測定地点ごとにチェックし,今回の測定では偏凱は佗

られない｡測定は地表から1mの高さで行ない,降雨時を避けるようにした｡

測定地点内に5点以上の測定点をえらぴ,測定地点内の異常な偏少を避けるよう･佗つ

線量の値は ラスチック電離稽の測定値で定めるが,これは測定に時間を要し,測定′

とれないなどのため,サーベイメークをおも忙使用し私 電離箱と他の測定器の同時測

比較を行凌い,サーベイメーク等による測定はその関係から電離箱の値に換算した｡

3.結 果

北海道全域ならびに3区分ごとの線量率平均値を求めた｡表1,表2忙結果を示す｡

表1. 各測定地の 線量率

1
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表2 北海道における線量率と人口

地 方
人口重みづけ

(士標準偏妻

東部

央部

南部

北海道

7.4±0.

9.4±1.

7.7士0.

8.3±1.

0

0

0

●

●

●

●

0

′0

0

0

0

輯(a)1970年国勢調査

(b)宇宙線寄与ならび佗大地および大気からの放射繚の寄与を含む



(-4･い可川試料の放射能調査

放射線医学総合研究所

鎌田 博,湯川雅枝∴U.San Maun

佐伯戒道

1.緒 呂

全国の飲料水中の放射性核種濃度のレベル調査の十環として,河川水,河底堆積物および

域土壌の調査を行なって,土壌一河川水一河底堆積物の間の放射性核種(90srぉよぴ1=0

蓄横,流亡,沈積等の状態を調査した｡このための対象地域として,46年慶は,北海道,

福島,東京,石川,静岡,広島および鹿児島の計8都道府県を選び,とくに河川水につい

上水道源水となってぃる10河川を選び,これらの給水区域内の蛇口水についてもあわせ

した｡

なお,現地での試料採取等については,上述各都道県衛生研究所あるいは公害研究所の協

ておこなった｡

2.調査研究の概要

(1)土 壌

探さ約0～5(Ⅶ,直倭約10の乃の試料8点と探さ約0～20のⅥ,直僅約5仰の試料8点

を採取した｡実験室において上記8点の試料を確拝混合機で混合しながら粉砕風乾し,2

を通過したものの中から100タを採取し,NaOH-HOl法佗よって抽出を行ない,発

法によ少化学分析した後,低バックグラウンドβ線スペクトロメーターを使用して放射能

行なった｡

サンプリングデータおよび分析測定結果は表1に示した｡

土壌中の放射性核種濃度は各地域毎に異なった値が観測されている｡この原因を列挙す

ば,先づ,現在までのFalloutの降下量が異なっていることは当然のことではあるが,

少ももっと大きな要因とな少得るパラメーターとしては,各地域の士性,土質,地形であ

放射性降下物が減少している現在では,土壌中に蓄積されている放射性核種は士性,土質

レり忙よ少放射性核種の付着,収着,保持の能力が畏友わ,降雨等によ財経脱,溶離溶出,流亡

へ移動し,あるいは傾斜地にあっては土壌表層の低地への流亡等の諸現象の特性が極端に

れてぃるようである｡したがって各地域毎に0～5珊と0～20のⅦの各試料における放射

の分布状態は異なっているのは当然のことである｡放射性核種の深度分布状態を測定した

表2に示したが福島県の天沢地区の土壌では,1mの深度せで20珊ずつ採取して放射化

測定を行った結果20dⅦよ少も深部に30～40帝もの放射性核種が彦透移動してぃる場



表1 土壌の放射性核種濃度(mci/馳2)

試 料 採 取

地 域
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13
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福島県双葉町大字
羽山神社境内
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表2 土壌中の放射性核種の深度分布

l

!

採取年月日

~｢

■■- ■
■
~
~
■
~
~
~

福島県双葉郡大熊町大

字夫沢夫沢分校校庭跡

1972･2･23 0一- 20

20【･〕40

40一･一 60

60一- 80

80･-100

合 計

3

00

1

2

6

6

1

1



〔8〕蜂水によ少地中に彦透した放射性核種の一部は土壌の上層部を横に移動して河ハ

場合(中間流出;Inter flow あるいは表面下流出;Subsurface flow),〔(

地中へ蓼透した放射性核種は地下水面佐達し,地下水を経て河川に達する場合(地下カ

Groundwater flow),〔D〕河川やその流域内の湖等の水面VC直接的に放射性宿

する場合(水面流出;Ohannelprecipitation)等が挙げられる0 この流出の

の流域についてみても,その流域に対する雨の分布,強度,時間的変化,観測点への至

流出時における土壌への貯留をどによって河川水中の各放射性核種の政変およぴその筈

9,各放射性核種のRatio,例へば,137cs/90sr Ratio も異なって来るもの～

る｡しかし,Fal卜nut の非常に減少してレ､る現在では,〔D〕の河川水に対する真

に少ないものと推定される｡また,河川水中で不溶物となったものは流速の速い場所1

あるいは懸濁状態とな少,流速の遅い場所では河底に沈下堆積するものと考へられる0

うな観点にたって,河川水とその中の浮遊懸濁物および河底堆積物の放射性核種頻度¢

こなった｡

河川水については,季節的変動を考慮に入れて,6月,9月,12月,3月,の各f

源水となっている河川水とその給水区域内の蛇口水について,それぞれ100∠を採嘩

リヤ100呼を加えてよく穫拝混合してからJISノ拓2ろ紙(最小保留粒子僅;BaS《

VC対して5FL)でろ過し,ろ液をDowex50 WX8,50～100meshのイオン琴

500舶のカラムに通過させて,放射性核種を吸着せしめ,ろ過残蔭と放射性核種を空

るカラムを実験室に送付されたものについて放射化学分析測定を行浸った｡

河鹿堆積物については河川水採取地点附近から採取し,分析測定法は土壌と佗ヾ同宿

た｡

河川水,蛇口水および河底堆積物の放射性核種濃度につぃての分析測定結果は表3,

び衰5にそれぞれ示したとお少である｡なお表3中のデータは彪2によるろ液,ろ過

放射性核種濃度およぴその合計値すなわち全頻度葱それぞれ表わしてある｡せた,源力

河川水中の放射性核種の全盛直の中のろ過残癒すなわち浮遊懸濁物中の放射性核種磨

る割合の計算もおこなった｡

これらのデータから判るように河川水の放射性核種慮慶のレベルを把握する場合,力

濁物を含めて分析測定対象とした場合と,これを除いた場合とでは分析測定結果は大日

来る｡例へば1=csの場合には,全濃度中の95弱が水中浮遊懸濁物中の放射性核踵∠

る場合もあった｡従って,水中の放射性核種の分析測定を行なう場合佗は,水中浮遊男

別等の前処理操作は無視出来ない｡

供試水中の浮遊懸濁物の全量を捕集することは非常に姻難である｡このため,浮遊雅

成が変化しないように,しかも放射性核種の分析測定が可能な量を出来るだけ素早く重

出来るようなろ紙として便宜上彪2を用ぃた｡せた,捕集された浮遊懸濁物の量を表テ

生あるいは乾燥物として表わすためには,ろ紙の重量が大き過ぎるために適当でなく,

化(450℃以下)重量として表示した｡
ヽぷて7､ ニ±±三
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〔ssr(pci/100Je)〕,1370sの放射能〔scs(pci/100L)〕,河川水*90s

匿〔Tsr(pci/100L)〕,137csの全濃度〔Tcs(pCi/100L)〕との間にはi

Scs

Tcs

0.693

=卜e r椚㌃･S

の関係式が求められた｡ただし,S一名はScs/Tcsが0･5のときのSの値であ9･各

S城の値を表6に示した0

表6 各河川のS物直

河 川 名 S!ろ 値

豊平川(札 幌 市) 11.5

旭 川(秋 田 市) 4.10

播上川(福島県飯坂町) 3.00

高瀬川(
〝 浪江町) 2.50

江戸川(東 京 都) 10.0

犀 川(金 沢 市) 1.35

興 津川(清 水 市) 1.80

太田川(広 島 市) 7.00

甲突川(鹿児島市) 17.0

各河川について求められた関係式およ

関係を図1に示した｡このように各河JI

で特長づけられるが,この一因としてk

水中に存在している浮遊懸濁物の中忙た

中で生成したものの他佗l"csの保持七

土壌微粒子等の流入によ少,多彩を粒崖

示し,粒慶によ少放射性核種の含有量カ

いることからこのような様相を呈してレ

と考えられ,流域土壌の1㍍cs保持性打

開連があることが推定される｡そこで,

の特性を表わしているS砲とその河川¢

ら採取された土壌の1=cs保持率〔Hc

O～5珊試料の1㍍cs(mOi/払2)/

興津川1-eJ･-●-ヰ



用試料の137cs(mci/馳2)〕との関連性につぃて検討をおこなった結果を図2に示し
から次のような関係式が求められた｡

s砲=3β･e~396●Hcs_--…--…………胸-≠-…-(Ⅱ)

但し Hcs=0.130･-0.806

従って,河川水中の1さ7

は〔A〕の流域土壌の表白

01 02 0 3 04 05 06 0.7 0.8 0･○

図2 S旭と土壌137(〕s保持率(Hcs)との関係

主因となってぃることが推

次に90srにつぃては,∈

TsTとSc8とでほ各河毎用

る値を示してぃるが,全般離

//乍csの方が高山値を示■
平均的にみて,Ssr/T8r

l.5倍に浸っておれ90srの一二

性の部分が多く,し

土壌中での保持性も低いと

放射性降下物の少くなっ1

在では,〔8〕およぴ〔c

聞流出(表面下流出)お｣

水流出の様相が継続的に刃

るものと推定される｡河川水流量の牒削期された豊平川(札幌)につぃて放射性核種の流t

算した結果,1971年5月～1972年4月せでの1年間で,90srでは231mCi,

では102mCiであった｡

以上のように90srは可溶性の部分が多く,13Tcsは水中浮遊懸濁の中に合せれていヱ

90srよ少多いことから,水中浮遊懸濁物がよ少流速の遅い地点で河川底部に沈降した場

河底堆積物中の137cs/90srRatioは河川水の137cs/･90srRatioよ9も高呵直葛

ぃるのは当然のことである｡その一例としては秋田地方の観測結果を挙げると,土壌でk

～1.6,河川水では,0.12～0.70,河底堆積物では,4.3～4.5であった｡

(3)浄水場における放射性核種の挙動

前述の如くそれぞれ特性のある各河川水が上水道源水として利用され,浄水場に導入雲

化処理の後に給水されている｡浄化処理の過程は大別して,沈蓮他における自然沈峰,傍

ド土壌等の薬品による凝集沈殿,ろ過他におけるろ過および砂層への吸着等が挙げられ名

水場VCおける放射性核種の除去率は表7VC示したとお9である｡90srよDも137csのt男

何れの場合でも高くなってお.り,このことは,浄水処理過程の主能力は沈殿除去であるこ

Scs/ToisがSsr/Tsr よ9高VIJf直を示していることVC一因があると思われ,Scs.

と除去率の関連について検討した結果,次のような関係式が得られた｡

毛レ出目貼7レ櫨187∩_仏土訪_,___A｡只.単1



Scs

福島県浪江町浄水場:1"cs除去率=1-e~3･01●可汀

90srvcっいては,Ssr/Tsr が非常VC低hこと,薬品による凝集沈殿作用に対し

的性質からみても関連性が少なhこと等の諸点から除去効率が低いものと考えられる0

表7 浄水場における放射性核種の除去率

秋田県秋田市大

木犀浄水場

6 月

9 月

12 月

3 月

平 均

3.結

福 島 県

厳坂字赤館

福島県浪江町谷

ツ田子川原

東 京
金 町浄

総平均

90sr 約21廃 除去

1即cs 約44廃 除去

語

半株去率=1- 蛇口水中の放射性核手

源水中の放射性核種i

放射性核種の｢般環境中での移動を考えるに当カ｢土壌一河州水一飲料水｣の一つのP

を想定した場合,各試料の放射化学的分析測定結果について定量的に検討を加え各試料間

求めた｡とくに,1き7csにつぃては土壌中の保持率あるいは河川水中の浮遊懸濁物の量と

137cs濃寝を分析測定することによ少,(Ⅰ)あるぃは(Ⅱ)およぴ(m)式を適用して

の137csレベルを予測することが可能となろう｡

90sr把ついては,土壌中での保持性が低く,しかも,河川水中で可溶性が高く,流亡

よ力も多かった｡
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気象庁気象研究所

○杉村行勇,猿橋

1966年から1967年にかけて,本州および四国の主要8河川(北上川,信濃川,

最上川,利楓II,淀川,旭川,青野川)の試料水採取をおこない,河川水中のブルトニゥ

を求め,蓄積と流亡む関係を検討した｡

各河川とも,1,000戚の試料を採取,メソブラン∵7ィルター(HA.0.45mm)て

ろ液と懸濁物の双方忙ついて,プルトニウムの分析を行なった｡

結果を表に示ナが,平均含量は,1.6×10~きpCi/βで,このうち,0.6×10~●8

は懸濁物中忙含まれている｡

河川水の2%が雨水の直接の寄与忙よるものとすると(三宅ら:1963),同時舟

のプルトニウム含有量は,平均3×10~2pci/βであるから,河川水中のプルトニウム

約40¢忙あたる0.6×10~きpci/必が,雨水からの直接寄与量となる｡

残少の1×10~さpci/旭は,地上に蓄横されたものからの流亡に当たる｡

これら8河川の集水域面

プルトニウムの音律量を 若は49×10さ‰2で全流量は76×100mシ′年ザある｡mCi/‰2とすれば,集水域におけるプルトニウムの全蓄

Ciとなる｡これに対し,プルトニウムの全流出量は,0.076Ciとな少,地上に蓄積

ルトニウムの0･1年%忙相当するにすぎをい｡
これは,地表申鱒降下したプルトニウムは土壌忙吸着され,溶脱しがたいことを示すも

期間忙わた少,プルトニウムの影響が残ることを示すものヤある｡

表1PLて
レ彗毛も

NIUMIN RIVER WATERSINJAPAN(1966-1967)

㌻∴ナ:∴喜一ミ

1る 海水および海底土の放射能調査

海上保安庁水路部

○塩崎 愈,西田活児,木ホ

東大野文彦

1.緒 言

本調査は,日本近海忙おける,海水および海底土中の放射能をi の



2.調査研究の概要

昭和46年度の試料採取点を図1に示す｡

唱和▲○年よ

賦科揉取点
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図1.核種分析用表面水採取点

日本海および親潮,黒潮～

おいて,年4回海流観測E

科を採取し,本庁に持ち少

種分析を行なった｡分析毒

00sr1137cs1144ceI】

である｡分析法は,従来う

化学分離を行なった後,イ

クグラウンドガスフロー:

クーを用いて,β計測を1

た｡これらの調査の結果J

別,年平均値を図2およて

に示す｡これらの結果か-

かなことは,海水中の人二

能は1963年の極大以奄

67年にかけて減少し続l

たが,その後,長半減期確

ある90sr,1㍍csにつ＼

減少がゆるやカゝになり

傾向は1971年も続い-

中半減期核種である1"c

いてほ,1967年に極/

した後,急激に増加をしブ

1970,1971年にも

ば横ばいの状態になった｡

1967年以後の増加は【

核実験の影響によるもの.

れる｡

3.結 語

フォールアウトによるj

90sr,1"csについてI

まり著しくないが,1根c

いてほ,かなり著しい影司

られる｡中国およびフラこ

核実験が,今後をお行ア



0.01

19`1 6〕 65 67 69 71

図3.海域別平均値の経年変化

海海水,海底士への影響も将来予…

ので,これらの影響がフォールア･

るものと,判別できる調査を行な

あるものと思われる｡

1ふl与1～･､舟
-
持

l
J
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1-一ニ∵∵∵一､′二

斧＼

ひ

膵/

,7日本近海海水｡∠伽能
気象庁海洋気象部

朝岡 治,○鷺

～i.緒 百

三気象庁海洋気象部および各海洋気象台では.1956年より継続して,海水の全β放射
お実施している｡例年に続いて1971年7月より1972年6月までの測定結果を報告

寧 調査結果の概要

…前年までと同様,表面海水試料5ゼを鉄-バリウム共沈法で処理し沈殿中の全β放射能

軒数装置で測定した｡日本周辺海域の測定値を図1に,1971年および1972年(6

,?海域別の平均値を表1に示した｡太平洋側では2pCi/gを越えるような測定値が点在強璧沌は･日本海北部と東支那海で幾分高い傾向を示す｡海峻別の平均値では,南方定
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表1･海域別全β放射能

19 71 19 7 2

海 域 測定数

太 平 洋(黒 潮 域)

(親 潮 域)

(混合水域)

(西赤道海域)

本

ッ

支

-方
ホ

東
日

オ

南

ク

平 均 値

PCi/珍(d叩レくβ)

平 均.

PCi/多(dp

0.80(1.8)

0.92(2･0)

0.60(1.3)

0.97(2.1)

1･12(2･5)

0.72(1.6)

0･58(1.3)

1.16(2.6)

l

l

5

3

7

1

q)

3

0

3

1.08(2.

0.97(2.

0.47(1.

0.75(1.

1.12(2.

0.59(1.

1.17(2.

18 太平洋海水の川Pu,2さ8Pu,00Sr,1"c･sについて

気象庁気象研究所

○猿橋勝子,杉利

葛城幸雄,金折

核実験によって大気中に放出さかた230･射pu,90sr,1"c8は,放射性降下物とな･

表面に蓄積される｡東京把おける地表面蓄積量ほ,1970年末までの,239,払Opuは

PCi/km2,1971年末までの90srぉよび131csは,それぞれ74TnCi/k7n2,19

/kガである｡

1964年4月には,打上げに失敗したSNAP9〟京子力電池をのせた人工衛生の大気

にもとづく2き8puの放射性降下物が加わり,南半球では1966年から.北半球では1

からがpuの降下量が増大しほじめた｡1970年末までの2朋puの蓄樺量は,47〟C

である｡

いま,海洋上にも地上と同様の景のブルトニクム降下があるとすると,海水中のプルト

量が推定できる｡

100仇までの海水に均一に混合したとすれは,1×10一旬pci/g,また,3,0り0

んでいることを考慮すれは,2～10×10~ヰpci/gのプルトニクムが期待できる｡こ

てf太平洋において実測されたブルトニクム含量ほ,表に示すように,1-10×10一一
ゝ___+._

_
t

__▲
▲ ■■▲_

_



いちじるしく小さいが,深層水でほやや大きい値を示す｡このことは,粒子による選択的除去

性が考えられる｡また,フォールアウトと海水中の比のちがいは,ブルトニクムの海水中に

挙動を示唆するものであり,今後の研究が期待される｡

表1.PLUTONItIMIN THE NORTH PACIFIC SURFACE Ⅵ仏TER

(1968-1969)

LOCATION

29059/N166044/E

29048/N178024/W

30002/N176016/W

30003′N170003/W

26055/N159058/W

23057/N169057/W

2lOol/N170002/W

17059/N170003/W

14058/N170003/W

09002/N170001/W

O6009/S170005/W

23010/S169058/W

23せ11/S174040/W

23016/S176030/W

26002/S169059/W

59060/S169055/

68000/S170007/

2さ9 2ヰOpu
l

10~▲pci/戚

A28さpu/A2き9pu

(痴)

35.04

35.02

35.15

35.09

35.12

7.9

9.4

7.5

4.9

7.6

34.95 婁 8.5

34.59

34.37

34.36

33.93

6.0

10

6.6

9.4

35.601 2.2

35.651 2.3

表2.PLUTONI口MIN■ THE
H

LOCATION WT

&Ⅰ】EPTH (Oc)

09002/N17♂ 01/W

28.10

1,000 4.79

2β00 2.44

06009/S170005/W

29.1. 0

47

42

40

40

29

37

33

33

25

98

70

92

100

60

72

240

200

PACIFIC DEEP WATER(1968)



~∴二二~l一二/
l

表3.Pu/Cs AND Pu/竃r RATIOSIN THE PACIFIC WATER

LOCATION
DEPでH

(M)

p｡/C8 lpu/Sr
ACTIVITY RATIO(瘍)

30003/N170003/W 0 0.20 0.30

09002/N170001/W 0 0.47 0.79

1,000 1.3 1.3

l 2,000 0.59 0.89

06009/S170005/W 0 0.09 0.22l

0.29i 500 0.27

1.000 0.78 1.6 …

23016/S174040/w 0 0.11 0･25
-

50∩
･

0.27
n

0.81

3.000 0.34 0.68

260021s169059′w 0 0.11 0.26

19 大平洋東部海水のトリチウム濃度

気象庁気象研究所

○島田利夫,杉村行勇

前年度にひきつづいて.海水のトリチウム濃度を測定したので,その結果について報告する｡

今回は,1970年および1971～72年に行なわれた東大海洋研究所白鳳丸,URSA-､

MAJORおよびPHOENIX EXPEDITIONにおいて太平洋の1460wと1700wにそった

海域の海水を採取し,海水中のトリチウムの測定を行なった｡

結果を表1,表2に示す｡1460wに沿った表面水がH濃変は北太平洋中緯度では,7～8T

U.であるが,南下につれて減少し,140sでは1.5で.U.になる｡

この傾向は.さきのSOUTHERN-CROSS EXPEDITION(1968-69)における分布

と阿様であり,南太平洋表面海水におけがⅡ濃度ほ2T.ロ.以下である｡北太平洋東部表面海水

の3H濃藍は4～8T.U.であることがわかった｡

深さ800仇までの鉛直分布を見ると,表2に示すように混合層における浪変はほとんど一一一億で

ふり.上 く混合きれでいぇと∴ト身元Ⅰ_でい為}｣十も旺.水泡腰層をこえて吏把卓堅層へむかって拡散



表1Tritit;㌫■･Co:71Centrationin the N.Paci･fic鴨ter

(1970)

Lo ea tio

~‥

1
∵仙∵品

二∵二
墓Deptb

S
里
軌

3

3

4

4

3

3

3

3

24,/70

~~~~~~==■■一■■
■~･j

l

Apr･27′70

May･17,/ケ0

420N,1700w

350N,1460w

0.4士0.02

0.2士0.01

0.1士0.004

0.1士0.003

0.1士0.002

3.2士0.1

0.1士0.004

34

お

33

33

33

34

34

4

4

3

3

60 4.4士0.⊥

llO t 3.3士0.1

2.5士0.工･ 】 10.90

0.5士0.02 重 6.06

檜‥__∴卜

表2･Tritium Concentration jn th the

Pecific Waters(1971)

LocationiD;ニ;h
3H

(T.U.)

3

3

3

4

3

3

3

3

3

3

4.1士0.1

5.4士0.1

5.5士0.1

2.5士0.1

0.4士0.08i ll.1
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Dee.6/71

(Stn.6)

Dec.8′71 …020s,1460w

(Stn.9)i

Dee.12/71

(Stn.13)

140s,1480w

ク～′の仙卜ちぅでZナ~宣ヂ竿
26.1

26.0

26.0

25.2

13.5

9.0

810 i O.2士0.05 i 6.7

1.9士0.1

1.5士0.2

1.4士0.1

1.3士0.1

0.2士0.04

410 ! 0.2士0.05

810 … 0.2士0.05

25.2

25.3

25.4

24.5

12.8

10.2

5.9

1.5士0.1

1.3士0.1

1.2士0.1

0.7士0.1

0.2士0.0､6

0.2士0.04

27.4

27.4

26.6

25.6

23.0

12.5

0.1士0.03 1 5.4

20 海水のコバルトーd Oの分析法

国立公衆衛生院

岩島 清,山県 登

千葉盛人(日本分析化学研究

1.概 要

従来,海水のコバルトー60の分析は多くの場合,種々の共沈剤に60coを共沈澱締し

ルさナなどのカラムで抽集しrスペクトロメトリーで定量している｡しかし,低レベル¢

測定するためには捕集操作および分析機器に特殊性が要求される｡

ここでほ,まず分析すべき海水中の80coの放射能レベルを設定し,そかを定量的に8
Id..｢′召出トナ_J二L良J′し/堂鼻∠ユ｣稟∴封ヒJ_虎TlナI J_



2.分析法

(1)試薬および装置

イ.担体溶液 塩化コバルト溶液(0･5呼Co2十/枕gO.1MHCg),塩化コバルト溶液(

Co乙ウheO･1MHCe),樹ヒランタン溶液(0.5叩La$+/heo.1MHCe),ブ

タクロロルテニウム酸アンモニウム溶液(0.5叩Ru31/仇ぞ0.1MHCg)｡

ロ.イオン交換カラム 陰イオン交換樹脂(Dowexlx-8あるいほAmberlite

400)を内径6仇仇のガラス管把約50〝れの高さにつめる｡

ハ.電解装置 ガラス製円筒形の電解槽で底部に電着板が装着でき,電圧0～30V,

～500mAの範囲で電解できるもの｡

(2j 操 作

イ･採水直後穴径0･45〟mのさリボ7フィルターでろ過し,懸濁物を除去した海水1

塩酸1吼どを加え,酸性にして実験室れ運ぶ｡コバルト担体溶液(0.5呵C｡2+/加ゼ

およびランタン担体溶液(0.5野L㌔+/加g)1mgを加える｡

ロ･1M水酸化ナトリウム溶液を加え,pHを約10.5にした後1時間放置する｡

ハ･5種Bのろ紙を用いて沈殿をろ別する｡ろ液は捨てる｡

ニ･沈殿を1M蟻酸10-15mgで溶解し-ルテニウム担体溶液(0.5呼Ru3+/叫

を加える｡

ホ･1M水酸化ナトリウム溶液を加えpHを約13とする｡過硫酸カリウム0.5グおよ

M過ヨウ素酸ナトリウム溶液を全体の浪薮が0.02Mとなるように加え,90-95

30分間加熱する｡

へ･沈殿をガラス繊維ろ紙(ミリポアフィルター彪AP20)でろ別する｡ろ液は捨て

ト･沈殿は0･2M過ヨウ素ナトリウム溶液3滴を加えた0･1M水酸化ナトリウム溶液1

ついで0-1M水酸化ナトリウム溶液10〝‡βで洗浄する｡

チ.沈殿をできるだけ少量の8M塩酸に加熱溶解する｡

リ･8M塩酸で処理した陰イオン交換カラムにチで得た溶液を0.3～0.5mg/分の流通

し･さらに8M塩酸約6mgを通す｡流出液は捨てる｡

ヌ･4址塩酸を0･3～0･5mgの流速で通し,コバルトを溶離し,流出液の最初の6m

-カーにとる｡

ル･ヌの流出液にコバルト担体溶液(10呼Co計/勿ゼ)1mgを加え,湯浴上で蒸発

る｡

オ･乾固物を電解液(塩化アンモニウム0･5タ,亜硫酸水素ナトリウム0.05タ,アン

水6仇g,水4mgを混合したもの)5叫どに溶解し電解セルに移も さらにビーカ

解液2･5仇gで2回洗浄し電解セルに合せる｡

ワ.電着板(白金坂あるいほ銅板)を陰極として電圧3V,電流60～100仇Aで3

尚乳解を行なう｡

カ.電着板を水,ついでアルコールで洗い蕗操するn



(1)軽水から80coの捕集

イ.pHの影響 海水100mg,Co2+25/lタ,Laき+0あるいは0.5喝で¢Oco

率はpH8･5でLa3幸田蛸ど無関係に20～30痴,pHの上昇れたがって捕射

pH9･8以上でほ80coは定量的に捕集できた｡

ロ.担体量とアルカリの種類100仇gの海水に対して最底2.5〟クのコバルトのこ

水酸化ナトリウムを用いて中和したとき㈹coは定量的に捕集できた｡

(2)放射性ルテニウムの除去のための酸化条件

108Ruを含むルテニウムとコバルトのアルカリ性溶液に過硫酸カリウム0.5タ,過

酸ナトリウムを全体として0･02Mになるように加え,ルテニウムおよびコバルトのこ

て30～60分加熱してルテニウムを酸化した｡生成するコバルト水酸化物の沈澱にヲ

100-Ruは,ルテニウムが0･1～0･5叩lコバルトが0･5喝以下のとき最も少なく,最

士0･2痴であった｡

(3き コバルトのイオン交換分離

Dowexlx-8.100～200メッシュ,6抑¢×50証取のカラムを用いたと卓

塩酸では80coは全く溶出せず,4M塩酸6mgで定量的(最初の4mgに80c｡ほ!

まれていた)に溶出した｡

(4)共沈捕集からイオン交換分離までの放射化学的収率

94･5から97.8感の範囲の収率を得た｡

(5)電着条件

コバルト(0.1-20喝),電圧(2.6～3.2V)電流(15～60仇A),電解日

～6時間)で実験を行なった結果.コバルト10～20叩,電流30mA,電解時間:

上でコバルトは定量的に電着できた｡

(6)放射化学的収率

平均96士2瘍の収率で80coは定量的に回収できた｡したがって化学的収率の測完

00co量の補正は省略することができる｡

本分析法の所要時軌は電着終了まで約8時間である｡

本研究は放射能測定法基準化委員会の助言と討論のもとに行なわれたことを付記するとJ

委員の方々に謝意を表します｡

21 横須賀,佐世保港の放射能調査

海上保安庁水路部

塩崎 愈,西田浩

木村忠正,東大野



走を行なってきたが,全β放射能よりも核種分析の方が本調査によカ有効であることが判弓

45年変より,106Ru,14ヰceの分析および60coの分析法の検討を行なってきた｡

2.調査の概要

横須賀,佐世保両港の定まった地点匿おいて,年4回定期的打海水および海底士を採月

を本庁(東京)に持ち帰り核種分析を行なった｡分析法ほ次の通り｡

(1)海水 苛性ソーダで,水酸化マ/′-ネシクムを沈澱させ,これにルテニウムおよび一

共沈させ,その後,陽イオン交換法で希土類とルテニウム,,コバルトを分離し,セリ!

IBKレこよる抽出法で精製し,ルテニウムは1MHCg酸性で,稀化物として沈澱1

蒸留法で精製した｡
●

(2)海底土

イ.106Ru 硫酸と硝酸で有機物を分解飯,過マンガン酸カリによる蒸留法｡

ロ.144ce 熱1:1HCeで抽出後.1.75NHCeに希釈し陽イオン交換法で

7ルさから分離した後,MIBKによる抽出法｡

ハ.60co 現在検討中

調査の結果を囲1.に示す｡

2791⊥7910791

図1.横須賀,佐世保港の海水,海底士の放射能
オヾ

時期脾よる,はらつきはあるカ

1971年を通じて,はは同じ催

いる｡海水中の144ce,106Ru

共に小さく,そかに比べて海底

は,非常に高い｡これほ,これら

港湾などの海水と海底土との和∃

きい場所でほ海水から海底土へ遊

動し,海底土中に濃縮されるも¢

る｡その度合ほ,106Ruよりも

おいて著しい｡

3.結 語

核種分析を開始してからは,垂

ツキほあるが,大きな変動ほ見ら

海水中に,こからの放射性核種カ

のほ.放出後.比較的短時間内て

の後は,海底土に蓄積されるたき



22 環境中のトリチウムの測定調査

放射線医学総合研究所

○井上義和,樫圧

1.緒 呂

42年以降継続している原子力施設周辺を中心に環境中のトリチウム済度の測定調査を

2.調査研究の秒要

前回報告以後の採水地点は次の通り｡

福島県大熊町地区(東 電) 46.6,47.9

茨城県東海地区(原研,原電,動燃) 46.12,47.8

福井県美浜地区(関 電) 46.12

〝 敦賀地区(原 電) 46.12

以上の諸地点の一次冷却原水としての河川水,井水,池水,二次冷却用およびその排水

沿岸海水を対象とした｡また海水の動的解析の試料として福井地区,東海地区において海

地点にわたって採水した｡なお依頼にユり台湾省新竹州の雨水,井水,海水打ついても掛

った｡

軌走ほ前報同様電解濃縮後,乳化シンチレー一夕による液体シンチレーション法を応用し

3.結■ 果

表1に結果の一一部を示す｡

従来はTR(tritium
ratioITR=T/丑×1018)で示したが,トリチクムの

水中演変3×10-2JLCi/CL(=3×107pci/ぞ)と比戟する便宜のためpCi/e単

した｡

この成績を通覧すると(1)降下性のトリテクムの影響の大なる河川水,池水は60～94

(2廃水により稀釈された沿岸海水は15～26TR｡(3j降下性トリチクムの影響の少い地

TRo の3群に大別できる｡この傾向ほ従来の知見と一致しているが,個々の変動につい

学的,季節的因子が関係するので今後さらにデータを蓄積し,これをもとに解析する必要

表1･日本の沿岸海水,河川水などのユH濃度

三三÷宣誓二ニーー÷
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2る 核燃料再処理施設排液の沿岸放出に伴う放射性核種の

挙動一河口域における海水中の鉄の分布

気象庁気象研究所

○杉浦吉雄,横井召

さきに･演者らほ,核燃料再処理施設排液の沿岸放出に伴い,可溶性の放射性核種の鰍

レベル以上になる領域の拡がりに関し･一つの推算法を提示したが,今回は,粒子状の馳

の分布を推測する手段として一河川水が供給する鉄が,河口付近の海域においてとる分布ヨ

らかにする｡

河口域の海水中の鉄ほ･ケイ酸塩の形で岩石士疲の破片として存在するはかに,一部ほモ

して,また･コロイドの凝集物や粒子状の担体に吸着された形で存在すると考えられる｡ま

放射性核種の中にもコロイドの凝集物や粒体に吸着されるものが存在すると考えられる｡こ

ケイ酸塩の形で閉じこめられた鉄までを測ることはしない0そのため,試水1gに対して窃

取gを加え･1ケ月以上放置して可洒体となった鉄を,原子吸光法およびバソ･フェナン

による比色法で定量した｡

富士川河口域把おける深さ0,1,3m層の観測結果について,海水中の鉄濃変を塩素j

てプロットすると`Om層では･塩素量の増加に伴って鉄濃度は単純に減少するが,1,:

ほ′そのようなことがない0一方,光の消散係数(理研,岡見氏らの研究)と塩素量の剛

とし上記の鉄･塩素関係に酷似している｡これほ′鉄が粒子状で存在することを示唆する｡

1,3m層の塩素量の代わりに,いずれもOm層の塩素量をとり,これに対して,1,3γ

濃度をプロットすると,Om層の塩素量が低いはどIl,3m層の鉄濃寛が概して高くなモ

認めねこのことほ･1･3m層の鉄濃度が河川水との混合によって高められるのではなく

層からの沈降によることを示唆する｡

河口に近いところと嵐､ところで･表面水を100g程度採取しI別の容器に入れ室内い

時々･水面の水を静かに汲みとっては鉄済度を測ると,時間の経過とともに鉄は低下するカ

場合･河口に近い水では濃度低下がより顕著で,粒子の粗いものが多いことを示す｡一つ¢

についてみると,鉄一時間曲線は･指数関数的な濃度低下を示す○曲線の傾きほ,粒径がメ

ど大きい｡従って･曲線の解析によって′粒径分布が推測できる｡

鉄一塩素量曲線の一端Aほ･塩素量が低く鉄濃度の高い河口近くの水を,他端Bは,そか

の性質の押の水を示す｡鉄がもし100多可潜体であるなら,鉄･塩素量関係ほ,ABを寂

として表わされるであろう｡しかし･事実は･右上方に凹んだ曲線となっている｡直線と園

ほさまる縦軸方向の線分の長さほ!鉄含有粒子の沈降把よって失われた濃度であると考えら

この場合一注意したいのほ･各塩素量の水の沈降によって失われた浜変は,混合把より神町



係を計算することができる｡

海水の塩素量は,河川水との混合によって低下するが,この混合過程ほ,時を追って進{

ある｡従って,河口域打おける軒水の塩素量は,河川水が河口を離れてから,その場所に葦

までに経過した時間に対応するものである｡この対応は,例えは,河口匠おいて海に投入し

ヤ砺を,以後,追跡しつつ,時尚と塩素量の確認をすれは得られる｡

再び,A点の塩素量相当の混合比以上打混合が進まない場合の,鉄一時間関係を考えよf

は,以下に述べることがなけれは.A点の水を汲み上げて室内に静置し,以後,時々,表召

鉄濃度を測ることによって得られる鉄一時間隣係そのものと考えられる｡その場合ほ,前立

に,この関係を用いて,鉄含有粒子の粒径分布が推測できる｡

河川水中の懸濁粒子は,汲水中にあるときと海水と混合して塩分を高めたときでほ,粒う

速慶に杵段の遠いがあり得る｡予察的な実験によれは,沈降速度の急上昇ほ,塩素量数‰¢

るエうな混合段階†顕著にみられる｡従って,このようを塩素量数‰前後の混合水を含め1

に広範な塩素量範囲にでたがる混合水を取扱う場合には,現場の海洋観測に基づいて推浪ほ

一時間関係は,A点の水を室内に静置させキときに期待される鉄一時間曲線そのものずは亮

合の結果起るかもしれない沈降速度の突発的な変化む影響を受けたものと考えられる｡そ¢

ことがなければ,鉄一時間曲線は,はじめ傾斜が急ザ,時間とともに次第にゆるやかになそ

し,もし,ある塩分のところで｢勺は,粒子の沈降が抑制されているが,その後,急に沈降カ

られるようなことがあれば,鉄一時間曲線は,はじめ傾斜がゆるく,途中から急になカ,て

態をとるという∫うに,形の上ずの変化が期待されよう｡粒子の沈降速度の上に起るかもし

混合にエるこのエうな突発的な変化は,現場の観測値に基づく秩一時間の曲線の上ず指摘7

あろう｡この点は,今後の研究に上って確かめたい｡

24 海産生物の全ベータ放射能

水産庁.東海区水産研究所

服部茂昌,本城喪至バ軽部

木立 孝,奥谷喬司.鈴木

田中萩子

1.緒 口

昭和46年変に本州,太平洋側で行なわれた晦産生物の全ベータ放射能の資料および前

得られた資料把基づいて,その結果の軒要を報告する｡採取方法おょび分析方法は前年度

ある｡

2.調査結果の粁要

肯ず蛮
▲ま白描灘.盲亘紋･う

壷iの仝べ_タ放射台巨こ



232pCi/9灰,東京湾;120pCi/9灰.相模灘;213pCi/9灰をそわ;

東京湾が最も低いのほ例年どおりであるが,その差ほ年々小さくなっている｡東京渾

域,黒潮強流域,黒潮反流域忙ついても同じことがいえる｡

プランクトン放射台

区11.水系別,航海次別プランクトン全ベータ平均放射能

:大安圏内核実験時期

布は46年8月,12

灘中央妙において,0

100,200,40

層にわたり測定が行な

その結果,8月と12

く逆の,すなわち,8

仇以深の下層が高く,

表層の方が高い現象か

この原因把ついては朝

である｡

プランクトンの全べ

放射能の経:年変化は区

れるように,東京湾,

黒潮強流域,黒潮反流

域とも,43年以降の

(42～501pCi/

中にあって,低水準を

おり,激しい変化はろ

った｡

(3).ネクトンの全ベータ放射能は7-25pCi/タ灰の範囲にあり,例年同様,殆んき

グランドに近い値を示した｡これらの中打は相模灘,房総沖の1,000仇以深で採舅

深海魚であるイバラヒゲが含まれているが,これらも,13,15pCi/グ灰をそ㌢

浅海のそれとあまり適わない値であった｡

(4)ベントスの全ベータ放射能ほカンテンナマコ類を除き,棒めて低水準である｡海頻

らの平均放射能をみると東京湾;14pCi//ダ灰,和模灘;23pCi/9灰,房総渾

pci/ダ灰を示し各海域閲に大きな差はない｡また,深変による差も殆んどないと＼

カンテンナマコ難を除いたベントスの全ベータ放射能の経年変動をみると,37′･

ピークに減少しているが,今年慶は13～18pCi/ク灰の範囲において,従来の勾

も低い値を示した｡

カンテンナマコ数についてほ相模灘の中央域で8月,12月の2試料について測忘

れたが,387,103pCi/ク灰の値を示し,ベントスの中にあっては最も高く,

トン打匹敵する水準である｡



藻類(182pCi/9灰),次いで紅藻類(105pCi/9灰),腹足類(95pCi/3

頭足類(59pCi/9灰),斧足類(47pCi/9灰),動物プランクトン,魚類(とi

41pCi/9灰),植物プランクトン(21pCi/ダ灰),ヒトデ類,ウニ類となって＼

プランクトンが魚類より低いことは,外洋域では考えられないことである｡また,今年星

足類(ヒメコウイカ,ミミイカ)が測定されたが,海藻や,腹足類に次いで,魚類およて

類とはゞ同じ値を示した｡

(2)本年変は13

回にわたり原子

力潜水艦が横須

賀に入港し,3

回におよぶ中国

の核矢験が行な

われた｡横須賀

港における調査

は原潜の寄港中

または出港直後

であり,核実験

の直後でもあっ

た｡しかし,図

2にみられるよ

うにプランクト

ンは従来よりの

最低値(26

pCi/ク灰)で

あり,ムラサキ

イガイ(37

甚i/躁I l

ブランクトソ

300

200

100

0

100

0

0

0

■D

5

l‖

↓ ll l l l l

l‖l lll

42 43 44 45 ▲○

図2.横須賀港周辺海域における海産生物の全ベータ平均
放射能の経年変化

暮;原子力潜水艦入港時期,1;中国核実験時期,
】;フランス核実験時期

pCi/ク灰),

カレイ好(49pCi/9灰),ヒトデ(5pCi/9灰),カジメ(169pCi/9灰)笑

ほゞ累年平均に近い値を示した｡以上の結果から,これら海産生物の全ベータ放射能値fモ

カ潜水艦の入港頻変あるいは中国,フランスの右､実験に対応しているものほみられず,∃

低水準である点も含めて,それらの影響はなかったものと考えられる｡

25 沖縄におけるバックグラウンド調査について



1.清 音

科学技術庁放射能委託調

査にもとづき,沖縄におけ

るバックグラウンド調査と

して,昭和47年5月18

日より,那覇港おょび中城

湾において海水,海底士,

海産生物を採取(購入を含

む),それらの核種分析軌定

を行なったのでその測定結

果を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査試料

那覇港および中城湾

より,海水ほ表面水を

海底士はSK式採泥器

を用いてそれぞれ採取

した｡海産生物は那覇

港,中城湾および周辺

海域から採取された魚

月類を購入した｡

試料の採取地点を図

1･2.に示す｡

(2)調査結果

採取および臥した

試料について,00sr,

13Tcs,144ce+14やr

85zn,80coの核種

分析を行なったので,

その結果を表1～3に

示す｡

図1.那覇港における試料採取地点

0 海 水

● 海丘土

図2.中城湾における試料採取地



表1. 海水の核種分析測定結果
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表2. 海底士の核種分析測定結果

採取年月日‡90srl13Tcs 144α+1ヰヰpr
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表3･海産生物の核種分析測定結果

種 類
採取(購入)

年月 日
137cs

(単位:pCi/償

144ce+

那覇港内 テ ラ ピ ア

カ

ホワイトビーチ

勝連崎周辺

(マス網)

47.5.24

〝

マ イ ワ シ(子シン科･)表層

ポ ラ(ポ ラ〝)〝
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小 ア ジ(ァ ジ〝)〝

カ マ
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メ ア ジ(ァ 〃ジ

ム ロ ア ジ( 〝

)

)

イ ケ ガ ツ オ(
〝 )

ア ジ( 〝 )
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〃

〃

〃

〃

〝
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2d 茨城県付近海域の解析調査

放射線医学総合研究所

上田泰司,長屋 裕,鈴木

中村 清,中村良一

1.緒 呂

放射性降下物による海洋汚染のバックグランド調査として,茨城県附近海域の総合調査･

2.試 料

茨城県大洗町と日立市との間,沿岸6血以内の海域から,海水,海底士,海産生物に大j

取した｡分析法は,従来と同様の方法を用いた｡

3.結 果

表1に生物中の90sr及び137cs濃度を示した｡90sr,131c8共に前年と同様かやゝ

を示した○又全国平均に比べて有意の差ほ認められなかった｡表2に堆積物中がOsr,1

び1"ce濃度を示した｡

表1生物中の90sr及び137c8濃度

(昭和47年2月

採集地 試 科 名 部 位 90srpci/悔蛙 S.U. 1"cs pci

茨 城 ク ロ メ パ ル

ヒ ラ メ

筋㌔

｢~~~~~1ニ!

筋 肉!

ソ● -‡

11.5 0

2.52

｣_十丁__嫉
き

.｡ハ 竜 9.7



表2 堆積物中の90sr,137cs及び144ce濃変

(単位;pCiル

仁君誓言
撃取午月日

-

-ごキー--45●1;二;三i;二喜…吉二;
46. 6. 4 2.7士1.0

45. 5.21

11.14

3･8士1.3

0.0士0.9

137cs 144ce

270士

410士

5

3

470士13

19士2

25士3

270士 9

210士 4

31士3 … 310士 4

33士3

17士2

380士16

0士13

27 茨城県沿岸海洋における放射能

茨城県公害技術センター

○岡野三郎,小池亮治,森田茂

1.緒 口

原子力の開発利用の発展に伴う放射性廃棄物の廃棄場所

ほ今のところ海洋の利用が考えられている｡茨城県東梅村,

大洗町の原子力施設も微量ではあろが,放射性廃棄物の廃

棄場所として海洋を利用している｡又東海村にほ,核燃料

再処理工場が建設されつつあゎ,沿岸海洋に放出される放

射性廃棄物の量も増大する情勢忙ある｡

茨姉県では昭和41年以来,海洋における放射能の汚染

やその機構等を把挺するため茨城沿岸海洋の放射能調査を

行ってきた｡検出されている放射能ほ過去の核実験による

ものである｡ここでほ主に46年慶匠行った調査紆果を報

告する｡

2.調査研究の枇要

(1)試料は海水,海底士,魚,月,海藻で採取地点ほ図

1のように,久慈町沖から大洗沖まで約30血,沖合10

血の範囲である｡分析核種ほ90sr,137csを主体に

14ヰ｢e.106月.--.1丁.Th一戸ふり.放射台巨音訓宗法.散 大 洗



医理研製:低バックグランドカウンター

日 立:400チャンネル波高分析器

日 立:207型原子吸光光度計

である｡

(2)表1に海水,海底士の全β放射能,表2に海水中の月別核種分析結果,表3に海底

域別分析結果を示す｡

表1. 浄水,海底土の月別全放射能

享

種 目

海 水

海底士

核 種

90sr

13T
cs

lO6Ru

144ce

単 位篭 46年5月 篭 8 月

pci/g

pCi/ク乾

単 位

11月 篭47年2月 篭平 均

0.5i O.6

表2. 満水中の月別核種分析結果

46年5月i8月

0.16

0.31

0.11

0.09

表3 海底土中の地域別核種分析結果

‥:__三_________●_=㍉._ぜ.;…'==‡ご;
570il135

表1によれは海水,海底士の全β放射能ほ前年産とほぼ同じレベルで,月間の変動も

い｡表2によれは,海水中の鋤sr,13Tcsは共に季節的変動はみられず,前年産j

ルである｡又昭和45年変に科学技術庁が全国各衛研及び分析研に委託して行った討

全国平均値ともはは同レベルと見てよい｡144ce,106Ruについては,比較データ

いが,106Ruの方が14ヰceよりやや高い値を示じ⊂いる｡144ceほ前年の約半分

ている｡

表3によれは,海底土中の各核種とも年間変動ほなく,前年とはば阿レベルにあ宅

地域的には恥Sr,137csとも那珂湊押L点が高い値を示している｡これは那珂湊1



P点,那珂湊G点で高い値を示している｡これけ久

滋川,那珂奏の影響だと考えて良い｡

図2は46年8月に行った海底士の放射能特別調

査結果で,東海沖を中心に1～5は押合500m,

6～10は沖合1000仇の地点である｡全核種共

に押合1000m(6～10)の方が沖合500m

(1～5)よりも高い値である｡又北の久滋沖の方

が南の阿字ケ浦より高い傾向把ある｡これらの濃度

は他県の海域ともはば同レベルであり90sr,137G,

144ceは過去の核莫験232でb,238uは自然の放

射能によるもので,原子力施設より放出さかたもの

ではない｡
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図2.海底士の特別放射能調査
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表4に各種海産物中の核種分析結果を示した｡1"cい腹症については,2･6～24.7f

と幅広く分布しているが,海水魚の筋肉の方が,海藻,月,しらす等軟骨を含むものより

である｡この傾向はK湛豪打もみられる｡しかし,筋肉中のK濃度が魚によって,差がみ

海水と平衡(C･F≒7)打なっていると思われるのに対して,l粥csについては,魚の馨

C.Fが･35～75の間ではらつきが多く,野水との平衡関係はみられない｡

90計濃変に殆んどが0.2〆:レ晦付近の低い値で,えびからとあらめだけがrケク高力

表5に安定Srを基準とした90srの観察此を,図3にほ,安定Srと(況の関係をしめた一
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表4 茨城沿岸海産生物中の核種分析結果

Kグ/晦
90sr

pCi舟
Ca グ胸 採取年月日

て｢二一貫;芦芋
3･1幸 0･07

3.6 董 0.22

表5 海産生物中の安定Srを基準とした観察比

種 類

す ず き

ま

す

い

ぐ ろ

き

だ

ず

な

い

い

め

い

ら

れ

た

そ

ひ

か

〃

〃

〃

〃

Sr甚i胸

め

び

び

らあ

え

え

部

ら

部

食

食

可

か

可

安定Sr醐



図3 0.R と安定Sr濃度と の関係

割合で取り入れている｡図3によれは,放射性Srと安定Srの取り入れ割合が,海水のそ

るのは,安定Srの含有量が少ないときである｡つまり,安定Srの含有量が少ないときに

性Srと安定Srの行動が異なる傾向にあゎ,ある程度以上安定Srが含でれると,放射十

安定Srは海水中と同じ割合や,海洋生物に移行していることがわかる｡

3.結 ~語

海洋における,放射能汚染機構は,複雑で明確托されていない点が多い｡本調査終果に∵

基礎資料の蓄積段階であり,汚染機構を把握するにいたってはいないが,これらの資料を∃

更に研究をすすめて複雑な汚染機構を解明し,海洋環境の放射能汚染防止に役立てたい｡

28 沿岸海底堆積物中の放射性核種

放射線医学総合研究所

長屋 裕,中村

1.緒 口

前年産にひきつづき海底堆籍物中の90sr,137csおよび144ce分析をおこなった∩



分析陪果を次表に示す｡

放射性核種済度平均値

13Tcs

(pCiパ【㌢d

144ce

6 3士4

4 2士3

15 00士

6 0 0士

12士2

2 4士3

24士3

2 2士2

30士

30 0士

5 00士

20 0士

18士3 1 300士

5士3 4 00士

29 東海村沿岸水域における海産物中のl…Ru濃度

水産庁東海区水産研究所

南迫洋子,梅津示

1.緒 日

英城県東海村に建設中の使用満み核燃料再処理工場からほ1日300トンの排水とともi

の放射性核種が沿岸に放出され,その約半分は放射性ルテニクムによって占められると試=

いる｡これらのルテニウムが沿岸域の生物とどのような関係をもつかについて考えるためj

の海洋環境中に微量に残存するフォーノLアウト起因の…Ruを手がかりに,生物の108R

水準および移行蓄積の状況を検討した｡

2.調査研究の概要

束鞄村沿岸で採取された約100点の試料は450℃で灰化された｡化学分析ほ灰分】･

ダを担体20将とともに7ルカリ融解し,ルテニウム区分をエタノールによって沈澱させ

金属マグネシウムで還元して金属ルテニウムとして分離しβ計測により定量した｡担体の[

_
〈

_
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_
J
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表1.栄泰段階別による100Ru濃度の平均値

‡

生活形･摂餌様式

ファイト●ベントス (海藻類)

ネット･プランクトン(珪藻類･カイアシ類

草 食 性 月 類

サスペンジョン･フィーダー(月 類)

デトライタス･フィーダー(甲殻類)

雑 食 性 甲 顔 類

肉 食 性 ヒ ト デ 類

底 棲 魚 類

毅終肉食性魚類(ヒラガシラ)

〝 (ス ズ キ)

ブラレクトレ･フィーダー
≡

生鮮物基準

警㌔崇宗1

1,(2J

2

2,(3)

3,(2)

3,(2)

3,(4)

3′-4

4

4,(3)

2

灰 基 準

(甚i/100ダasb

200(100)

140(70)

100(50)

60(30)

60(30)

460(230)

30(

17(

12(

15)

)

)

9

6

6( 3)

470

420

280

340

130

60

190

80

80

80

5∩

鶉ネット･プランクトンを100感とする｡

◎E血1叩叫!t(percin-)
(1■mnid■)

◎

◎怒＼霊l禁デモr

COn暮umer●



ここでほファイト･ベントス,プランクトン等の低次生産者の108Ru含量が,それよ

雑食性･草食性｡肉食性の消費者より高いことが示され,全体的に栄単段階をのほる佗従っ

含量が減少する債向がうかがえる｡単位灰分当りではこの傾向はわずかである｡この傾向

外的な値を示す群が2例あり,それほヒトデ類と,イワシ,シラス(イワシ類の稚魚)等

クトン●フィーダーである｡

表2.部位別によるIOORu含量

(pCi/花押

骨.軟骨･頭部ワ 内臓以外-D種 名 肉 部.A 内 軌B'皮

硬骨 魚類

13 12

320

14

41

74

58

ス ズ キ

マ サ バ 13

1.6

イ シ モ チ

〝 雪
n
n
u

イシガレイi
クロウシノシタ

i

!軟骨魚類
‖

要事)22 37

25

‖
… ネ コ ザ メ

ヒ ラ･ガ ゾ ラ 壬号)14
甲 殻 類

＼_欄

(86)
t一 こi

､り
J Jヾ _

■(⊃ヒフ ツ メ カ ー

月 類

ク ロ ア ワ ビ

タ イ ラ ギ

~~｢~~~~~~~~~~‥-

42

80

50

380

15

_…____叫__-(旦邑)____

動物の部位別による108Ru含蓄を検討した結果を表2に示す｡一般に内帳の100Ru含

その他工少高いが,なおデータが少ないむで他の部位工少どの程度高いか忙ついてむ数量

性は求められない｡(月類4例忙ついての内臓/肉部の比は約10である｡)

3.結 帯



の範囲にある｡4)5)

生物,海水,海底泥の106Ru濃変をみると,ウインズケールが東海村の値より,それ

102 ～き倍高いということができる｡

Organism

図2.生物･海水･海底据中の106Ru濃度

1)敦賀;1968, 2)泉海水軌;1970, 3)川崎;1971,

4)Mauchline et al.;1964a,b,5)Templeton･Preston;1



る0 海襲中の95zr+95Nb濃度(予報)

水葬庁東添区水産研雪

吉 田 勝

1.緒 昌

核燃料再処理工坊の低レベル放射性排水中に含まれる放射性元素のうちI95zr+鴨N

射性ルテニウム及びセリウムれ次いで,排出量の多い核種と推定されている｡

一方,フォール7ウトに由来する,Q5zr+晦Nbの降下量についてほ,たとえば笠井`

71)によって,詳細な報告がなさかているが,この核種の海産生物中の浪匿および蓄横

報告は,如少みあたらない｡放射性排水の沿岸放出に先だち,弱zr+95Nb蓄積の指標

いだし,放射能漢変の,季節,場所による変動の実態を明らかにしておくことは,今後,

ング方式を考える際に,必要なことと思われる｡

本予報は,調査の手始めとして,福拝県敦賀湾,福島県大熊,茨城県磯崎,久慈におい

の研究室で行ってきた放射能訴査の結果から,得られたデータを牽理したものである｡

2.訴番研究の概要

分析用試料は,すべて水研,水試の担当者が,現場で直接採集し風乾後,水研に運び,水

乾燥(110℃),ガスで炭化して,灰化(450℃)した｡

放射能測定ほ,50～150ダの灰をプラスチック容器に入れて整形し,NaI(Tg)セ

(4インチ¢×4インチ),200チャネル波高分析器を用いて,5×10`秒間計測し

定量ほ,連紡分布差引き荘(放射能測定基準化委員会1971)によった｡

減衰補正ほ,95zrと95Nbの間に放射平衡が成少立っていて,海藻打よる選択的靡

ほ吸着がないものとして行なった｡

表1に,茨城,福島打おける,春から常にかけての,比較的容易に多量の試料を採集出

歩の放射能濃変を示す｡

はば,1-10pCi/クasbの範囲にありI後に示す敦賀湾でみられたような高演度宰

られていない｡

指標生物をみいだナため忙,ホンダワラ属の放射能浪変を100とした場合の,それぞれ

を図1打示した｡

1例を除いてホンダワラ属が最も高波慶に,蓄積していた｡なお,前菜採集地点の付近

した魚類,貝類,ホヤ類の猿変はいずれも海藻類上り低かった｡

図2に,敦賀湾の数ケ所の地点杵おけるホンダワラ庭の95zr+g5Nbの濃度(pCi/

の季節的変動と,桓~一時期における地点での差を示す｡春打増加し,冬に減少する典型的



表1･福島,茨城における海藻中の95zr+05Nb濃変

採集地名 採集年月日 種 類 防zr+05NbpCi/ダ

昭4 5.5.19

4 6.7.30

n
圭
u
き
董
nHu

ぎ

n
n
nu
H

tl

H

;ぎ n
ti H

ざ
u

茨城

u
Hn
n

磯 崎

久慈 童

磯崎妻nn
圭
u
u

4 7.6.16

ホ ン ダ ワ ラ

ワ カ メ

タ ン
パ ノリ

ホ ン ダ ワ ラ

ワ カ メ

ア オ サ

タ ン
バ

ノリ

ジ ュ ズ モ

ホ ン ダ ワ ラ

ツ ル ツ ル

ツ ノ マ タ

ワ カ メ

4 6.6.10

4 6.6.10

4 7.5.30

ア オ サ

ジ ュ ズ モ

ア オ サ

ヒ ジ キ

ア さ･ジ グ サ

ホ ン ダ ワ ラ

ジ ュ ズ モ

オ オ･べ モ ワ

タ ン パ ノリ

ツ ル ツ ル

ア ラ メ



福島 ホンダワラ

1帖.5-19 ワ カ メ

タンパノリ

50
10C悌

図1･海藻の種(属)別による95zr-95Nb濃変相対比

50



3.結 語

ホンダワラ属の海藻類は,他の魚貝類及び海藻弊に比べてI95zr+95恥を蓄積しや､

と,分布域が広く周年にわたって生育することI採集が容易であることなどを考え合せると

適当な指標生物と襲えられる｡

放射能濃変は,季節による変化が激しくまた場所にエる差もかな少あるので･今後早

場排水の放出匠あたってIモニタリングの測定結果を,正しく解釈し判断する把は･フォー

トに関する詳細な観察及び資料が必蓼であると考えられる○

海水中の 巧zrと95Nbとの軌に,放射平衡が成立しているかどうか･また海藻によ

的･な吸収あ_るいは吸着の有無を明らか打することは,重要な検討課題であゎ･現在づ

である｡

終りに,試料采集打あたり,御協力いただいた福井,福島･茨城の各水試の方々に厚く

し上げる｡



31 原子力施設周辺海洋の解析調査

放射線医学総合研究所

○上田寿司,長屋 裕,鈴木 譲

中村 清,中村良一

1.緒 言

原子力施設周辺海洋の解析調査として,福井県敦賀湾(特に浦底湾)において7月と11月打

水,海底土,海産生物な採集し,その放射性核種について分析を行なった｡

2.･調査研究の概要

福井県水産試験場の協力を得て,試料は現場で直接採集した｡生物試料は水洗後,風乾し一

℃で灰化した｡放射能測定は,美

学分析と,Oe(Li)半導体覆

図1 試料採集地点

(40仇β)による機器分析とな個

屯

分析結果を表1に示すも

3.結 語

放射性降下物に由来すると考貞

る95ヱr,及び106Ruに鎧

は,浦底湾内で地点による差は訪

れなかったが,60co と
6≡

咋関しても地点忙よる差は明らか｢

ったG

また,季節による差は明神岩の60coをのぞいて,偵して7月の方が高い値な示し亀

因が放出差によるものかどうかは真に検討を要する｡

表1 海底土中の放射性核種鹿監

s｡dim｡｡tlL)｡te

URAZOKO Sandy Silt

IROOAEAMA

TANNOU比A

TATEISHI

bilty Sand

Sand

90sr137cs144ce

(pCiルdry)

6 0

2.5±0.8 74±5 2,400±200 76

5.9±1.2 78±51,300±200 42

2.5±0.918±2 300±100 22

7.0±1.412±2 100±200

0.8±0.8 28±3 0±600

0.4±0.614±2 500±200



Loca tion
90sr137cs144ce

(Pci/句トdry)

URAZOKO

Silty Sa血

Sa血

TANNOURA

MATSUOASAKI

Silty Sand

SiIty Sand

TATEISHI

4.1士1.0 74士51,440± 90

4.7±1.2 78士51.600士100

6.1士1.3 85士5 400士200

0.0±1.319±2 320士 80

2.3±1.0 50±31,000±100

4.3±1.3 59±4 940士 90

3.5士1.2 56士41,100士10()

2.1士1.175±4 500±200

1.4±0.6 43±2 430± 90

0.1士0.513±2 90士 90

表卑
･浦底湾海藻中放射能濃度

(昭和47.5 試料)

pCi/晦生

表3 ホンダワラ中の放射性核種



地 点 核 種 46年7月 46年11月

明神岩 95zr

65zn

6 00 199

ー

60co
6 5 10 7

106Ru
5 85 -

水 島
95zr

65zn

311

■

6000
7 6

106Ru
3 5 5

(証1)水島は7月は試料採集を行なわなかった｡

(証2)表中の数字は減衰の補正を行なったもの｡

32 原子力発電所周辺における海産生物中の人工放射性核種濃度(第

水産庁東海区水産研究所

梅津武司.青田勝彦.鈴木頴勇

南迫洋子.川崎典子.敦賀花′

1.緒 言

わが国の原子力発電所は操業な開始してからまだ年月が浅く.施設からの排水放出は沿岸瀬

托とって新しい経験である｡この調査研究の目的は.微量の放射性核種を含む排水放出によっ

沿岸域の生物にどのような影響が生じるか,すなわち発電炉運転の初期における問題核種を嘆

かにし,核種に対応する指標生物な見いだし,モニタリング方式を考えるためq資料を得るこ

である｡対象海域は閉鎖性の強い福井県浦底湾(敦賀発電所)と,これに続く敦賀湾から敦賀

島西側の丹生湾(美浜1.2号炉)に至る範囲が主である｡これと比戟する意味で開放系沿岸

福島県下(福島1号炉)の沿岸をも対象とした｡なお茨城県東梅村沿岸においても.必ずしも

電所に焦点を合わせたものではないが同様の調査を行なっプ㌔以下は昨年(第13回発表会)

報として報告した分砿新たに130試料の分析癌果な加えて検討したものである｡

2.調査研究の概要

試料採薇,処理,放射能測定などの方法は前年に準じて行なわれ札すなわち50～150

の灰化試料をNaI(Tヱ)検出体(径4インチ×4インチ),200チャネル波高分析器を



表1 採取試料一覧

採取地 採取年月

45年 1～2月

9月

11月

46年 2月

7

7

5

11

210

1,850

1,080

1,700

誘導放射性核種

検出試料数

3月 3 170 I 士

±

ロ
±

ロ

4月 4 3 6 0

5月 15 1,100

8～9月 26 1,650

11月 13 1,130

47年 1～2月 2 3 1,4 30 ロ

5月 15 8 5 0 ±

計 12 9 11,530 9

享
n
n

44年 12月 2 15 0 0

福

n
u
章

n

45年 2月 2 7 60 0

8月 ロ 20 0 q

46年 5月 5 5 20 0

±

0

_±

7月 7 64 0

47年 6月 6 1,470

3,740‡ 計 23

配
1

1 喜 150 0

±
星
至東海村
u

5 妻 650
H

!44年

†i45年
t

46年

5
蔓

750

13 圭 1,720

12 i l,990

14 喜 93 0 重 0

~~~~~~~~~~~~■■■~■~■~■~■~■~~~~■~
F･~■

■■■■■･･■
■
~
･
･
･
･
■
･
~
･
■
･
･
-
･
･
･
･

202 …
ニZl,460

*1試料当カ100～160pCi**131Ⅰ検出試料

202試料について検出された9核種の最高値は,帥co:34p.Ci/P(灰)′,58co:

54Mn:19pCi/矛灰(以上45年1月浦底湾口ブイのムラサキイガイ),103LLu:



採取された約50種の海産生物について,その生態学的位置と含まれる核種の関係を整理1

ると,人工放射性核種が倹出されたのほベントスとファイト･ベントス(海藻類)であっ屯

力発電所からは微量の放射性核種が放出されているにもかかわらず,核種検出試料数が少な1

試料の量,測定器の検出限界.生物の核種摂取能力の強弱などの点で検出に必要な条件が満】

なかったためと考えられる｡特に海藻類の季節的な消長については別途検討されねばならな1

たホンダワラ類,ムラサキイガイなどの試料を十分量採取するためにはブイや人工魚礁の設1

賓となるであろう｡さらに海水(排水)甲の核種の量的変化を把握するための試みも必要でj

るる 美浜発電所周辺における放射能調査

関西電力(株)

原子力部 ○桑

美浜発電所 北

臣
孝

謙島
村

1.緒 口

福井県若狭地方に建設される原子力発電所の運転に伴う周辺境境の空間放射線量および環:

に含まれる放射能レベルの推移を常時確認するための調査は建設に先立って昭和40年から‡

ているが,本報では前年度に引き続き美浜発電所関係分について昭和46年慶の調査結果を萱

る｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

美浜発電所の所在する美浜町および隣接する敦賀市の一部を含む広域にわたる空間r線二

よび空間積算線量>発電所周辺の陸水,海水,土壌,植物一農作物,魚貝藻瓶の放射能強き

びに核種分粍

(2)測定方法

試料の調製,計数測定および計数値ゐ処理は科学技術庁編｢放射能測定法｣に準じて行

測定値は(財)日本分析化学研究所に依崩したものを含む｡使用している計数装置はいずこ

Aloka-LBCシリーズのものである｡

空間線量率の軌定には東芝5015塾シンチレーションサーーベメータを使用する｡積算≠

フィルムバッジを用い(社)日本保安用品晶会に読取りを委託する｡

(3)調査結果

イ.空間線量率は図1に示す美浜町および敦賀市の一増β(白木)で約30地点においてi

行なっているが,弁天岬以北(白木,丹生,竹波)ほ花崗岩地帯であって線量率はおお1

20～35Jlボ/b の値を示し,岩盤露出部では25～40J▲上レ/h 程度である｡弁対

の美浜町のほぼ全域は粘板岩t頁岩,砂岩などから構成され,空間線量率ほ偵略10～

‥1D
/L
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表1 美浜発電所周辺の壌境試料放射能強度

(昭和46年度)

試 料要採取場所要採取年月 蔓試料数

飲 料 水

湧 水

河 川 水

海 水

丹生漁業センター

丹生2地点

落合川‥馬背川

丹生湾,放水口

および放水口沖

(土壌)

未 耕 土

海 底 士

〝

46.5,8,11 ~r~~~､~~畠モ

4(i.5.11 ‡ 4

46.5,8,11

46.4.5,8,9,10

11,47.1,2,3,

丹生山土

丹生湾

放水口

(植物.農作物,魚貝藻類)

ま つ

いわ止もみ)

〝(わら)

大根(根)

〝(葉茎)

ほうれん草

は

れ

ち

め

か

あ じ

ムラサキイガイ

さ ざ え

ホンク●`ヮラ

46.5,11

46.5,8,11

4

3

46･4.6,8,11 室 9
1

47.2,3,

46凰11

46.9

〝

;46･9
〝 竜46.11
〝

丹生湾,放水口

〝 〝

〝 〝

丹生湾

〝

〝

46.11

46.5,11

46.5,11

46.5,47.2

46.5,11

46.5

46.6

46.5,8,

放水口,周辺海岸!46.5,6,8,9,11

…47.2,3,
書

わ
かめ要丹生湾 萱46.5

3

1

1

1

1

2

3

3

2

1

1

放射能強監測定値の範囲

昭和46年産 妻 臨 界
~~~■~･■■･~二■■■~■~■･･一二■~=■･■･~

･ ･
･
-
･
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･
･
-
-
･

･
･
-
･
･
･
-
-
-
･
･
･
･
･
-

･-･･...･-･.･..･.__..二___(pCi/笠)

1.08～4.1

1.6～6.3

1.1～4A

O.11～1.3

.1

9

.3

2

0

0

0

0

9一-40.3

～26.6

6～4.6

8～1.48

(pβi/′乾土)

…:言:;●3.8ぎ;ニ:;:;
1.54～5.58 呈2.09～9.7

(pCi/タ生)

2.6～4.4

1.2

9.0

0.14

5.0

0.4～1.4

-0.2～0.l

-0.2～0.2

0.3～1.8

U.1

(内臓)4.1

7～lU.2

-1.58～1.02

0.6～12.2

0.オーU.71

0.7～3.98

1.1～238

-0.08～1.2

0.10

0.23～U.4

0.08一-0.6

(可館β)0.61～1.

(殻)1.9 き1.44～10.4

2;に票:.;■1～9･97i

ま
■

1- 1･1

0.3～2.2

0.55～3.1

0.4～1.1



る○この範囲を超えるものについては-ハ項に述べるエうに,ⅣaI(℃の検出器版∴

の結果から95zr-95Nb,1=ce等フォールアウト核種と日されるものの鮮

と解される｡

ハ･NaI(Tヱ)検出器を用いて行なった核種分析では海藻類および月類には95

および144ceの顕著なピークが認められ■植物t農作物にほ95zr-95Nb,1

137csのほか土壌からのTb系列核種が認められも土壌(陸士.海底土)はづ

列核種がきわめて顕著であっ㌔これらの核種が時には高い環境試料の放射能強磨

る｡

Oe(Li)検出器による核種分析により上記核種のほか,46年7月に放水珊

たホンダワラから60co(0･18pCi/9生)および58co,54Mn,131Ⅰが杉

魚月類を含むその他の試料にはこれらの核種は検出されなかっち表2にOe検出

たフォールアウト核種の分析値を示すが･参考値として現在建設中の他地点の試筆

附記しておい7㌔

3.結 語

昭和46年庚申美浜発電所から環境に放出された気体廃棄物は1,400Ci,液体は0

を除く)であったが･美浜発電所周辺における壌境放射能レベルにはなんら有意な変イと

かっ㌔なおちなみに気体1･400Ciの放出に上る年間被曝量の評価の最高値は発電所

2,300nの地点においてr線によるもの0･018mrem,P線によるもの0.051mrt
環境試料のうち指標生物として採取している蛛ンダワラの一旬に発電所に由来すると日

放射性核種が認められたが･それらはきわめて徽量であり,また食品となる魚類等から

ていないので境境安全上の問題はなかったといえる｡

表2 Ge(Li)検出器による核種分析

試 料 採取場所 採額年月

ホンダワラ 美浜放水口 ‡46.5

〝竹波海岸

〝放水口

高浜内浦湾

美浜放水口周辺

46. 6

4 6. 7

4 6.10

" 〝

妻
〝

〝 〝 l 〝

〝 〝

〝 〝

95zr 95Nb

1.4 2

0.5 8

0.2 3

0.4 4

0.31

0.2 2

0.25

1.7 2

0.8 3

0.2 3

0.2 4

0.2 8

0.39

0.4 5

137cs

pCi/ノ′生



図1 美浜発電所周辺の空間線量率

34 海水魚の90sr,137cs濃度

放射線医学総合研究所

上田泰司,鈴木 譲,中村良一,河戸

昭和45年に引き続き,新潟,石川,福島,広島から海水魚を集め,90sr,137cs



表1 海産魚の90sr,137cs浪虔(昭和46年度)

地 点 魚 種
*90srpcj/穐(S.tL)i**43Tcspciメ症
5 月 11月 き5 月 11月

福 島 ポ ラ 0.3 0.2 8.6 7.3

スズキ 0.3 0.2 5.3 2.5

クロメパル 0.1以下 0.1以下 3.5 2.1

新 潟 ポ ラ 0.3 1.2 ■■-

マアジ 0.1以下 0.1以下 8.5 7.6

キ ス 0.1 0.1 10.5 8.2

ヤツメウナギ ■-

U.1以下
-■

3.0

石 川 カレイ 0.2 0.1 6.5 4.岳
クロメパル 0.1 0.1以下 5.5 6.1

ブ リ 0.1以下 0.1以下 3.9 4.3

広 島 クログイ 0.1 0.1 6.9 8.5

貴 魚骨 美‥滑魚肉

36 海藻中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

上田泰司,鈴木譲,中村良一.河内栄子

新潟.石川,福井,福島,広島地方より海藻を集め,90srと137csにつき分析した結男

表に示す｡
′

90srについては.福島5月のかじめの6.6pCi/Kg生 から広島47年1J:のあさくさQ:

2.1pCi/晦生までの範囲であった｡

一方137csについては福島46年11月のかじめの10.2pOi/晦生から石川46年5

かめの2.6pCi/軸 生までの範囲であっフ㌔

90sr,137csともに地域による差は明らかでなく,又前年と比戟して大体同程度であっ

海藻中の放射性核種濃度



一地点 採集時期 種 類
90sr 137cs

pCi/晦生 ▲二 王 ∃ S.ロ. pCi/晦生

福井 4 6. 9 わ か め 3.8 12 31 3.1 6.1

4 6. 9 か じ め 5.7 15 4 6 3.7 8.0

福島 46. 5 わ か め 3.1 115 9 畠.7 5.0

4 6. 5 か じ め 6.6 16 3 7 4.0 8.4

4 6. 8 わ か め 2.7 12 3 6 2.2 4.3

4 6.11 か じ め 6.4 15 74 4.1 10.2

l広島 4 7.1 あさくさのり 2.1 3 6 7 5.7 3.6

4 7. 1 わ か め 4.2 14 42 2.9 5.7

86 貝殻の90sr濃度

放射線医学総合研究所

上田寿司,鈴木 譲.中村良一,河内

新潟.福島.広島の3地方から月殻を集め,海洋汚染の指標として90sr の分析を行

結果を次表に示も新潟のあわび(46年5月採集)の12.8pq/晦生から広島5月の

6･9pCi/晦生の範囲であり,前年と比赦して同程度であった｡

月穀中の90sr 浪慶

ト埠卓採集時期 種 類 90ST
pCi/鞄生

Ca ダ/晦生 S.U.

新潟 年月

46.5 あ わび 1.28 3 71 0.0 3

4 6.11 はいがい 12.1 3 06 0.04

福島 4 6. 5 はまぐり 10.3 30 2 0.0 3

4 6. 9 はまぐり 9.4 2 93 0.0 3

4 6. 9 あ わ び 8.7 3 31 0.0 3

広島

H

4 6. 5 あ さ り 6.9 3 91 0.02

4 6.11 あ さ り 7.1 388 0.0 2



3丁 食品の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

上田泰司,鈴木 譲,中村良一一河-

新潟,石川,福島,静岡.広島,鹿児島の8地方から各衛生研究所を通じ戸

や灰化硬化学分析を行ない,90srと137csを求め7㌔

結果を
__一■-一一-【一■■~

8地方の平均値を求めると,第1回の試料について.都市成人の平均値は90srは6.9pCi

/人で農村成人も6･9pCi/8/人と同じであゎ,第2回試料では都市6.8pCi/日/人,農村8.1

/日/人であっも また.137csについては.都市成人の弟1回試料の平均値は.11.3p

日/人に対し農村成人は10･OpCi/日/人であった｡第2固の試料については,都市成∧

均10･7pCi/日/人 に対し,農村成人は12･8pOi/日/人であった｡なお,都市と貞

人の46年鹿の総平均は90srで7.2pCi/日/人で,137csは11.2pCi/日/人であった
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38 棲準食中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

上田泰司.鈴木譲,中村良一,河内栄二

北海道,新潟,鹿児島の3地方の各道県衛生研究所に依頼し,なるべくその地方で生産さ:

品またはそれを材料とした調理前の食品を,穀類,豆類,いも類,牛乳,卵,肉類｡魚月類,:

および根菜類の9群に分け灰化後.各群につき90srと137Cs 濃度を測定した｡試料は∠

回収集し㌔

結果を表1～3に示すム

90Sr についての3地方の平均値は一人一日5.69pCiでありt各食品別の寄与はt1

20.2%,豆類6.5界,いも類7.4%,牛乳26.0%.卵0.4%,肉類0.2%.魚月類0.6

葉菜類24.4%,根菜類14.5%であり.牛乳,葉菜類.穀類の寄与が大きかっブ㌔

一方,137csについては,穀類が33.7%,豆類3.1%,いも類7.8%,牛乳2`4.2%

0.8%,肉類4.2%.魚月類7.8%,葉菜類8.6%,根菜類9.9%であり,穀類I牛乳から

が特に大きかっ㌔
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39 乳歯中の90sr濃度について

厚生省国立予防衛生研究所

○永井 充,石井俊文.駒≠

1.緒 呂

乳歯に蓄積された90sr を長期間にわたって調べることは,人体に対する放射性降1

放射線の影響を知るための基礎資料として意義あるものと考え◆られる｡前年度にひきって

乳歯を収集し,地域別,出生年別および哺育栄養別に90sr 濃度を比較検討したので,

を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)前年度と同様に収集された乳歯はt㊤地域別,④歯種別,④出生年別,④離乳ま1

蕃別(母乳栄養,人工栄蕃および混合栄養)に分類して,90srの分析をおこなった｡

(2)昭和46年度は,関東地方3,549本,東海地方6,715本,北陸地方1,664オ

34本で,合計11,962本の乳歯が各方面の協力を得て集められた｡また,測定に個

数は93検体である｡

(3)図1は,関東地方で生れた子供の乳歯中の90sr 濃度の出生年別変動を栄養別析

のである｡検体数を増して検討したところ,前報と同様に1962から1964年把カ

な増加傾向がえられた｡また,1965年のものは図にみられるように母乳,人工お｡

蕃ともその蓄積量に減少の傾向がみとめられた｡

(4)図2は,東海地方の出生年別変動を示したものである｡関東地方と同じく1961

クとして1965年は減少傾向がみられた｡

(5)図3は,北陸地方における1964年までの出生年別変動を示したものである｡j

向は関東地方と東海地方と同様である｡1964年の母乳栄養は5.5pCレ克Ca,混づ

pCi/gGa,また人工栄養11.OpOi/gca とこれまでにない高い値がえられた｡

(6)図4は,1957年り1965年に至る母乳栄養で育った子供の乳歯中の90s】

地域差を比較したものである｡図に示すように,北陸地方>東海地方≧関東地方の傾~

が前報と同様にみとめられた｡また,人工栄養および混合栄泰についてもそれぞれ地毒

したが母乳栄養とほぼ同様な傾向がみられた｡

3.結 語

以上の結果のうち,特記すべきは関東および東海地方共に1965年において滅少傾げ

られたことである｡北陸地方については現在引き続いて分析中である｡なお,乳歯は歯車

生期と出生後の形成割合が異なるので,これらの点についてもさらに解析を加えたいとう
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40 人骨中の90Sr濃度について

放射線医学総合研究所

○田中義一郎,河村日佐乳井口搾

1 緒 呂

日本における人骨中の帥Sr濃直の測定を昭和37年以来.継続して行なレ㍉その年次

今別差異t安定S r濃度などにつき報告しているが,今回は昭和46年慶の結果について

2 調査研究概要

試料の人骨は主として東京地区のもので,一部北海道地区よ少採取した｡期間は昭和4

よ少,同年12月までに死亡したヒトの人骨である｡

人骨の採取総数は139検体であゎ,主に30才までの試料を対象に分析を行なった｡

総体的に人骨中の90Sr療変は徐々に低下の傾向を示し,分析可能夜灰分量は5～10

数年前の供試料の2～3倍程慶必要となっている｡このため1試料よカ骨種間の相異を誹

とが困難な場合が多く,合併試料(同年令で死亡月が近く,同一地域よ少採取したものを

た試料)として分析を行なった｡

3 結 果

的Srについての分析結果を表1,表2に示す｡年令群別人骨中の90Sr濃度の年次変化召

した｡
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また,昭和37年以来,

年までの10年間の骨中¢

慶をもとに,日本人の標準

して,次式によカ骨線量を

この結果は8才および2

才(昭和46年直における

おいてt積算吸収線量にと

られた｡

Q
D=18.43･-･

M

ここで

D;線量率(m ra-

Q;90Sr骨負荷量(

M;骨髄重量(ダ)

E;90S r,00Yのβ

レ





表 2

年令群(才)

胎 児

0一-4

5～19

20以上

年令群別人骨中のlOSr凛=変

i 10Sr pCVg C&

二
*数定則

∴

最小値～最大値 平均値±標準

1.60～2.0 6

0.29一}1.77

1.13･-1.36

士

1.84士0.

1.24士0.

l.25

* 合併後の試料数

41 家畜骨00Srについて

農林省家畜衛生試験場北海道支場

林光昭.佐伯

1 緒 盲

放射性降下物中90srが.土壌.牧草などの汚染を経て家畜骨,ひいては畜産物へ移行

はよく知られておれそのうえ家畜骨中00Sr量は.その降下量を比軟的エく反映してい

らt家畜骨中農変の年々の推移や飼料あるいは骨中細Srと.その生産牛乳中川Srとの

が現在関心を呼んでいる｡そこで前年産にひきつづき,野外例について家畜骨00Srの分

うと同時忙,牛馬の飼料中,牛乳中,さらに親馬および子馬骨00Srなどについて分析し

2 調査研究の概要

(1)試 料

昭和47年3月から7月にかけて北海道内の居畜場から任意に採集した牛骨14例,

牛から採取した牛乳10例,当場試験馬の骨10例と分娩後24時間以内に採取された

子馬の骨9例およびそれらの牛馬飼料について叫Sr分析を行なった｡

(2)方 法

叫Sr分析は従来通ゎ発煙硝酸法によった｡



表1 家畜骨…S r 濃度(19 7 2)

尾 骨

r/1000･Ca 00ST･pCi/ダ

0.742 127±0.8

0.586 13.4±0.5

0.830 41.7±0.4

0.5 40 65.2±0.5

0.420 49.8士0.5

0.571 59.2±0.5

0.585 46.8±0.4

0.487 55.4±0.5

0.564 44.3±0.4

0.4 69 40.8±0.4

9±0･123当_59.4士25.

Sr/1000･C

0.385

0.3 59

0.347

0.241

0.353

0.423

0.432

0.307

〝 王 0.378

0.4 9 7

0.270

0.329

0.328

0.297

90sr･pCi

16.4

15.5

14.5

7.4

18.9

24.1

43.2

30.8

26.8

18.7

28.3

34.8

53.9

32.2

0.353±0.061* 26.1

* 平均値の奄

図1に年次の変化を示すが.ここ4～5年は余少大きな変化がなく,家畜骨汚染量はプ

ベルで経過しているものと思わ

くに降下量の減少している現在

1例ではあるが,127pCi

という著しく高い汚染量のもの

ことは.いったん骨に沈着した

容易に体外に排出されず,長く

持されることを改めて示してい

あろう｡

表2には.当場に繋留中の乳

(各3回,9例)について,そ

料と乳汁中の90Sr鰻変を示す:

濃産比(pCi/9･C a)で.

骨の約1/5であった｡



表 2 飼料中00Sr と乳汁中00Sr

山
n

飼料

山

1日給与量 1日Ca二

9垣

3.5

48.8

168.4

乾草

配合

計 12.5 217.2

飼 料 中 losr

pCi/ク･Ca pCi/day

2704.5

161.4

同飼料給｣

乳汁中l

N=

2.55±

(平均)13.2 2865.9

表 3 乳牛骨90S r と 乳汁中90S r

ノ拡
f

骨 (PCi/9･Ca) 乳 汁

口 18.9士0.31 5.1

2 24.1±0.35 10.8

3 43.2士0.46 9.8

4 30.8±0.39 8.1

5 26.8士0.37 7.0

6 18.7±0.31 6.9

7 28.3±0.38 6.5

8 34.8+0.42 2.6

9 53.9±0.52 8.2

10 32.2±0.40 5.7

平 均 31.2±10.8* 7.07

pCi/グ

(pCi/9･Ca)

±1.1

±1.3

±1.3

±1.2

±1.2

±1.2

±1.2

±1.0

±1.2

士1.1

±2.35*

* 平均値の標準

馬から生まれた後24時間内に材料をえられた子馬の.親子両者の骨中90Sr濃度は表4お

5の通ゎであった｡

給与した6種の飼料中最も…Sr濃度の高いものは乾草で,他の飼料に比べ極めて高く.

摂取する00Srの絶対量においても.90喀以上に及び.家畜骨に沈着している…Srの大

草あるいは生単に由来することがはっき少した｡

子馬骨=Sr濃度は,親馬骨90Sr濃度の約1/3で.これは昨年の成績とほほ一致して



表 4 飼料中00Srと C a(馬用)

飼 料 1日給与量

3垣

1日Ca量

ふ す ま 10.0

とうもろこし 2 20.9

え ん 麦 2 5.5

大 豆 粕 0.5 3.2

乾 草 7 38.0

わ ら 1 5.3

計 15.5 82.8

飼 料 中 00S r

PCi/≠･Ca pCi/

1

6

00

●

■

●

9

1

4

12.6

55.4

9.9

3

2
.
4

210

5

(平均)28.3

表 5 親馬骨 と 仔馬骨の00S r

L馬骨 (pCiフ妄.･Ca)1 仔 馬 骨

63.4士0.56 1

2

1

41.7±0.46

65.2士0.57

49.8±0.5∩ ロ

ロ

46.8±0.48

55.4士0.53

44.3士0.47

40.8±0.45

50.9±9.3*

ロ

口

ロ

口

(pCi/≠･C

1.9±0.25

7.1±0.28

6.9±0.29

5.7士0.28

8.5士0.21

3.4±0.26

5.9±0.28

0.3±0.23

2.2±0.25

4.7±5.4 *

* 平均値の標丑

家畜飼料についてlOSr分析を行なった結果.穀類は比較的低く,乾草の…sr汚染卦

高く.家畜骨のlOSr汚染の主役は乾草あるいは生牧草によるものと考えられた｡

しかし昨年の馬用飼料中00Srが牛飼料に比べ著しく高かった成績から考え.これらの○

染畳も牧草の生育地や生育時期夜どによ少著しく変動のあるものと思われる｡

また,場内で乾草を主として飼養中の乳牛の乳汁中00srは.磨畜場からえられた野外七

中●OSrよ力も低く,野外における生牧草中00Sr濃駐はさらに高波直のものが多いもの`

る｡



42 乳牛体内における1き1Ⅰの挙動

Ⅰ 牛乳への移行と糞尿への排出

農林省畜脅試験場

宮本 進t層原

農林省北海道農業試

西部慎三

1 緒 百

不意の核実験,或いは原子炉事故など,緊急時における放射能汚染には.先づ1きlIがこ

ている｡1きlIは生体に親和しやすく,体内に残留する期間,特定臓器への集合の度合い

ど他核種に比べてかなb特異的である｡放射性Ⅰは,fission productsに含まれ

短寿命のものが多いが,その年成量は大きい｡なかでも1alIは注目される｡

牛乳への汚染も,1=Ⅰは緊急時には先づ剃定されるべき核種である0 したがって,そ･

は母牛体内での動きが明らかにされねばならない○

この目的からt乳牛に1さ1Ⅰを投与して,その牛乳への移行,糞尿への排出および斡肘

溜を調べた｡

供試動物および方法

ホルスタイン系乳牛4頭を供試した｡何れも泌乳中の牛で,乳量は14～20毎/日/5

た0

これらの供試牛を2頭づつ2群にわけ,各群のおのおのの牛に,181Ⅰを無担体で10

および50/上Ciを配合飼料に混合し,1回投与した｡投与後13日間飼養を続け,そのl

も朝夕2回,奄尿はそのうち100〃Ci投与群のみ(2頭)を投与後7日間採取した｡

頭とも甲状腺に貯溜した1日Ⅰを頚部のづ

r線サーベーメーターで直接測定した｡

牛乳はWelltype(10n!e使用):

J
〓
∈
-
○
句
＼
叫
0
日

10

うのNaI(Tl)Scintillationカ

(200ガg)で,糞尿は200〟を同様

た｡

2 結果および考察

(1)牛乳中の1き1Ⅰ濃度

経口的に摂力込まれた181Ⅰは牛乳

るが,その濃変は,投与後継時的に減
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図3 Excretion of131Ifrom body

1回投与によ少与えられた

の牛乳へ移行する割合は,図

通力である0何れも投与後5

エ少その累稽移行率は飽和に

100〃Ci投与牛は投与量

21喀が移行し,50〃Ci

30喀の移行率をみた｡こ¢

をもたらす原因は目下不明で

(3) 叫Ⅰの糞t尿などへC

181Ⅰの糞尿への排出はき

やかで,その累積率は,牛字l

投与後5日にはすでに飽和托

2頭とも,糞′＼は投与量の群

5喀が,〉 そして尿へは30へ

それぞれ排出された｡

さらにこれに牛乳への移窄

二総体外排出累構率を求める～

カである｡これによると,右

1さ1Ⅰは投与後7日目にそ¢

上が.牛乳.糞.尿を通じて

出されることがわかる｡

(4)1さlIの甲状腺への貯海

図4に甲状線へ貯溜した二

度嘩過を示した｡これによオ

後3日白までは1さ1Ⅰは急適

に貯ま少.以後徐々に離脱し

ピーク時には投与量の12喫

Ⅰが貯溜した牛もあゎ.低レ

喀であった｡この差異は.年

機能の相異かあるいは甲状辟

シティの相異によるものと思われる0

3 結 呂

131Ⅰ汚染飼料が1回投与された場合には,5日目くらいでその20～30感が牛乳い

濃度としては.頭初の1/100ていどに減少している0したがって牛乳の1き1Ⅰ汚染顔

からは.･5日目あた力までの汚染がとくに注目されねばならない0
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4る 土壌および米麦中のQosrぉよぴl"Cs

農林省農業技術研究所

○小林宏信.石川美佐子.津村f

l 緒 呂

本調査研究は,農耕地土壌と主要農作物の降下放射性核種による汚染の実態を琉運年的に訴

の汚染対策の基礎的資料をうるため.国内各地域の国公立農業試験研究機関の水田･榔

びそこに栽培生産された米麦の子実を対象に.昭和32年以来…Sr.…c8の両核種釧

うべく･実施されてきたもので一本年鑑えられた結果を中心にそれらの概要を報告する｡

2 調査研究の概要

(1)試料の採取と分析測定法

調査研究の親風試料の採取軌試料調整法および核種の分析測定法などはすべて醐

である｡

(2)調査結果

本年度えられた分析結果を農耕地土壌と米麦に大別してその概要を述べる｡

表1 水田土壌の置換態90S r (mCi/

試 料 採 取 年 度

l

■~■~~~~~~~~~ ｢二~~~~■~
~∴

■■■■･■･･
｢

~ ~~
平均値i実 測 値 の 範 囲 毒 例
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図1水田･畑土壌中の置換態90srの経年推移

イ 農耕地土壌 昭和46年l

期に採取した永田作土中のⅠ】

ンモニウム抽出法による置換j

含量の分析結果は表1に示す

あ少.その全国平均値は20】

初で,前々年産以降ほゞ横ばt

移していることが認められた.

なお地域別に90sr含量を｣

と.今回もまた前回と同様に,

側～北日本>太平洋側～西南

的関係を維持していることが認められた0畑土壌については目下データ整理中である

ため前年産の分析値を表2に示しておく｡

表2 畑土壌の置換態90Sr (mCi

試 料 採 取 年 産

昭和 4 5 年

昭和 4 6 年

実 測 値 の 範 囲

9′-6 4

整理中

ロ 米麦 昭和46年慶産の小麦(玄麦)ぉよび玄米･白米中の90Sr含量はそれぞ〕

エび表5に示す分析値を示した0またこれら穀類の00S r含量は全国平均値として,1

pCi/k9･玄米8･8pCi/kg,白米1･5pCi/kgであb.前年変産穀類の別刑

同レベルであることが認められた○なお昭和32年慶からの経年推移は図2に示すと]

った｡

表3 小麦(玄麦)中の90Sr含量 (pCi/

試 料 採 取 年

昭和 4 5 年

昭和 4 6 年

均値

--一三一三~ニご一--≡----㌔
12～59

________上｣

表4 小麦(玄米)中の137C s含量 (pCi



表 5 玄米･白米中の90Sr含量 (PCi

年 度 平均値
ー

実 測 値 の

玄 米 9.5 4.7～ 1

白 米 1.6 0.5～ 2.

玄 米 8.8 4.3～ 1

白 米 1.5 0.7～ 3.

表 6 玄米･白米中の137c s含量 (pCi

試 料 採 取 年 変 平均値 実 測 値 の 範 囲

18･-102

5.1～ 33

18一- 67

2.9･-17.2

昭和33 35 37 39 ▲i " ■5年

夜お,昭和45年産米麦に

C8含量を分析し,表4およ

示す結果を得た｡その経年推

吃示すとおゆであった｡･昭和4

おける1a7Csの平均値は,

PCli/k9.,玄米35pC･i

米8pCi/晦であ少横ばい

傾向を示した｡ただし小麦は

場が若干異るため前年慶と値

るが横げい状で推移している

えられる｡

3 結 語

放射性核種の降下量の消長を反

最近の農作物への直接汚染による

接汚染による影響に比し次第に減

が,農耕地作土中の核種の置換態

去3～4年横ばい状で推移してお

験再開前(昭和36年秋以前)の
■

一.._■
■

-
■

-▲L
′■

■■

一



44 放射能汚染機構の解析研究(その2)

一土壌･植物系における白米の90S
r汚染-

農業技術研究所

小林宏信,津村昭人,石川う

1 緒 岩

大気から降下し.土壌に蓄積保持されている90Sr,1"Csは,現在なお農作物の糸

源となっている｡これまで両核種の土壌･植物系での挙動を比較検討してきた0その結月

1さ-Csに比し,土壌に吸乱国定されがたく,下層部へ容易に溶脱流亡すること･90王

C sに比し,土壌中で植物に吸収されうる可綺態琶がはなはだ多いことなど明らかにし-

･植物系における90SrとC
a.1粥C sとKの挙動の類似性などについて研究し●そ(

回報告した0

今回は水稲がOSr吸収に対する炭酸カルシウム(以下炭カルと略す)の抑制効果を木

で.その概要を報告する0

2 調査研究の概要

C aはS rと土壌･植物中で類似の挙動を示すことから,両元素が植物によ少吸収さヨ

合的に作用することが予想されるので,炭カル大量投与(水稲の生育にほとんど影響しこ

る水稲の90s r吸収.白米への移行に及ぼす影響を検討した0

2-1 実験方法

5,000分の1aポット(荒川沖積士3kダ充填)に塩化アンモニウム2･1ダー燐酸

9グー塩化加里1.2グを肥料として添加したものを対照区とし.これに炭カル5グ.

0グの3段階に添加したものtおよび堆肥を1ポット当た少100グ,300ダ宛施｣

を処理区とした｡90Srは1ポット当たblOFLCi添加(同時に137Csも併用)

上記条件で水稲の裁培を行い,収かく期に各種稲体器官に分け,450℃で灰化し,

出し,137Csを分離後90S rを修酸塩として沈毅させ放射能を測定したo Caの釧

A滴定法によった｡玄米t 白米は燐酸をイオン交換樹脂で除去した後滴定した0

3 実験結果

(1)水稲による90S r吸収に対する炭カルt堆肥施用効果

表1.2.3.図1.2にQosr吸収に対する炭カル,堆肥施用の効果を示した0

炭カルの投与によカ,稲体内の帥Sr含量は,かな少減少するので,その結果白米(

量も低下することが認められた0

(2)水稲体内における90S rとCaの挙動

両核種の稲体内での挙動の差異を比較検討するため水稲体各器官のC al叩当た少(
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図1 C a等添加処理と水稲体内90s r分布との関係

これに対して,玄米.白米ではS･ロが低い｡このことはこれら器官への90S rの濃縮

比し少ないことを示している｡



%
Ⅷ

皿

劇

的

畑

中
扁
堀
噂
J
s
ま

110

ほ

伽

00

血
主
軸
撼
〓
噂
｣
S
O
仇

C -K CalGa2Ca3 堆l堆2

草__.__.11!ll l･-ヒ

C _K CalCa2Ca3 堆1堆2

図2 水稲体各器官の90s r吸収抑制効果(C;対照区,-K;-K区.Cal;C a

C a2;C alO才区,C a3;C a305区,堆1;堆肥1005区,堆2;〕
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表3に90Srの稲体全体の吸収率,玄米濃縮係数を示した｡水稲による90s r吸収毒

喀で,玄米濃縮係数は約2×10~2 で,これら値は炭カルの施用によ少低下した｡

4 結 語

水稲による経根的90S r吸収率は約0.6喀であった｡稲体内で90srは圧到的多量茎∃

し,白米中の90s rは極めて少なかった｡炭カルの投与は白米中の90S r含量を減少さ･

示した｡なお187c sに関しては次回報告する予定である｡

45 ウランの環境汚染に関する研究



山本隆志,○柏木英二.山川元昭.清水光.

1 概 要

河川水に含まれるuranylイオンの多くはuranyl carbonate complex an

として存在すると考えられる0ウランを含む河川水を水臥畑土壌に要田する場合･土壌の
吸嵐溶離は農作物のウラン吸収にある程度関与す蓋ゝとから.前報に引き続き｡ranyl
とCarbonateイオンを混和した溶液(uranyl-Carbonate complex)による

ウラン吸着.およびウラyを吸着した土壌にCarbonateイオンを加えた場合のウランの‥

検討した0

2 調査研究の概要

(1)実験材料

土壌は沖構土壌,砂質土壌および黒色火山灰土壌の3種類を用いた｡ウランは硝酸ウラ

用い,炭酸塩は炭酸カリウムを使用した｡ウラン吸着土壌は吸着実験で得た土壌を蒸留水

洗浄し,ブフナ一軒斗で吸引ろ別したものをそのまま用いた｡各土喋のウラン含量と水分を

に示す0

第1表 クラン吸着土壌のウラン含量および水分

土 壌 沖 棟

U世 才/ダ乾士) 7.1 48.5 93.5 485.0

水 分 喀 23.2 22.8 30.5 26.8

土 壌 砂 質
品

U(〟ダ/グ乾土) 10.1 55.1 85･0 488.2

水 分 喀 15.1 10.2 12.1 10.0

l土
壌 黒 色 火 山 灰

ヒ(〃グ;配ご
8.3 52.1 81.5 500.0

31.8 30.0 3 2.3 28.1

(2)実験方法

イ 吸着 凰乾した各土壌(50mesb 以下)10ダを硝酸ウラニル(ロとして1～

〃グ/〟)と炭酸カリウム溶液(10～1000〟ダ/#′)の1:1溶液100扉に加え

聞損拝し,一夜放置後そのろ液についてウランを分析し吸着量を求めた｡



イ 吸着 溶液中のウラン濃度が1～50〟ダ/ガ′に対し,COさ イオンが4.3～4

/暮J共存する場合,各土壌ともほとんど100喀吸着するが.43.4/▲ダ/ガg共存す

溶液中のウラン濃度が高くなるほどその吸着率は′J､さくなれ沖積土壌59.5～72.

質土壌25.9～59.5感.黒色火山灰土壌93.0～97.7喀であった｡

ロ 溶離 溶離率は各土壌ともウラン含量の高いものほど指数関数的に小さくなれ

オン濃度が高い場合大きいことが認められた｡各土壌の溶離率はCOさイオン潰鹿4.

〃グ/欝′のそれぞれに対し沖陳土壌0.25～0.63.0.41～1.20喀.砂質土壌0.

27,0･46～0･90喀,黒色火山灰土壌0.095～0.57,0.21～1.15喀であ

*1 山本隆志ほか第12回日本放射能影響学会講演要旨集410

*2 K･MASUDAIT●YAMAMOTO,J.Radiation

Re8eareb12(1971)94

4` 温排水の拡散分布に関する調査研究

東海区水産研兜

杉浦1

1 はしがき

火九原子力発電所は.ともに冷却水として温排水を沿岸海湾へ放流するように設計さ:

実際に放流されている0放流された温排水が沿岸港湾へ水産動植物にどのような影響を与一

ついては.水産増車殖にとって舶巨常に重要な問題であろう｡このために.まず,温排水:

拡散分布する際に生じる周辺海域の物理学的場境要因の実態把握をするために調査研究を:

きた0

研究は.温排水が放出される海岸として.(1)閉鎖海湾(2)平坦海岸 を考え.初動

44年).2年変(昭和45年)において,閉鎖海湾陀温流する場合を取れ上げて.モデノ

福井県浦底湾として行なってきた｡

2 2ケ年の研究結果の要約

浦底湾内外における温排水の拡散混合につぃて払次のように推察できた｡

(1)流出した温排水は,湾内海水と混合し.混合層が奥部で3〝才.湾口部で1〝ご程度と:

賀湾内へ拡がる｡

(2)流出した直後の排水はI排水口から120〝7付近で一旦.4～5〝f程度まで沈下ナノ

170〝才付近で3〝才程度jで浮上し,沖合へ拡がる｡

(3)排水への湾内海水の混入の方法およびその量は.温排水量の約21tOn/seeは,

内で湾内海水と混合し,排水口では.31･5tOn/8ee となってt沖合約54〝2四別



(4)浦底湾底層部では,83tOn/See以上の流れが常時湾奥に向けて存在するもの一

れ.沖合から流入する沖合海水の質的変動からもたらされる環境変化は,表層部に起き一

環境変化よ力も影響域はかなカの広さであろうと考えられる｡

3 46年変調査研究概要

46年医は,モデル海域を福島県大野海岸で放流している東電大熊原子力発電所排水口i

坦海岸に放流する限排水の拡散機構に関して東海区水産研究所 海洋部,放射能部,東北[

究所 海洋部,日本海区水薙研究所 海洋部,福島県水帝試験場の機関が共同で調査を実〕

また,調査は次のようにして行なった｡

(1)調査内容

イ 排水口近傍観測

排水口周辺は,浅くて波があるために観測ポートの固定に,堤防,沖合2点の3点i

をとって3点係留方法をとった｡観測には,測温.則流,採水を行なった｡

押 水温観測は,サミスター素子使用の電気水温計を矧へ 2〝7層までは10(Ⅶ間隔

摺以深は1〝7間隔で測温した｡

回 流速観軌は,CM-2型流向,流速計を用いて,1〝欄隔で0.5〝プ～海底までモ

図1 H･Ⅳ時の0〝Z水温水平分布(℃)(1971.7.30)

た｡

ケう塩素量測定は,各層採カ

ったサンプルをサリノメーク

定する方法をとった｡

ロ 排水沖一股観軌

排水口沖合は,図1内に示し

(29点)において測温,採カ

(1〝Z間隔)行なった｡

観測は,T-S水温塩分測偉

いて,2饗の観測船で実施し売

上記イ,ロの観測は,L･W確

Ⅳ時の2回実施し,観測時間は2

閣内に終了するように,前記潮喝

時になるようにして行なった｡

また,排水が沿岸線に沿って事

ているために,排水口から50/列

沿岸線に沿って刺猟を行なった｡

電気水温計のセンサ部分に木片を

け,波打ぎわから5～10/〝程塵

投げ入れて行なった｡

(2)結果の概要

イ 月巨7レrl前七∠ゝ′7ヽ7レ担 +古寺_卓∃



分布･図かち

高潮時:泡排水は,1～2〝Z層で岸寄カに広がれ 沖合へは2.5た必程匿延びてt

水温と表層温排水との温度差は.ほほ.6℃程度で,排水は南方向よ少に多量拡寺

東側への広が旦川ま,そう大きくはないが,温排水が分布している模様である0

低潮時:温排水の拡散の模様は,港を中心に南,北に沿って沖への巾が,ほぼ.

変で拡がり,その厚さは,2～3〝2と高潮時よ力もかな少量的に多量になってい･

の広がカの距離は,観測網よカ以上に延びているために明らかで凌い0

上.下層の水温差は.排水口近傍では,7℃程変であるが.やや沖合では3℃1

また,排水口側疑防沿いの海域に高温の排水域が存在する0

ロ 排水口近傍の流れ

排水口近傍観測結果から,H･W,L･W時のS tl,2,3.4の水温ならぴi

両分布を図4-a.4-bに示した0

流速分布は,排水口点で1500方位をⅩ.その直角方向をYとして計算した結プ

COmPOnentの負数は.押合から排水口へ向う流れで,正は沖合へ流出する流れ7

る｡

これらの分布図から

図3 流速観測ノ点図

○:H･W時の観測点

×:L･W時の観測点

$t. 1 2 3

高潮時:沿岸線よカ約1～二

度沖合までの流れは,沖合へ¢

用/see で流出しているが,

朋付近の1.5〝プ層以深では.養

う流れが存在し.逆流の速乾小

沼付近で5c椚/see と速く;

合流入海水がかな少排水口方n

いる模様を示している｡

また,水泡分布からは,流と

一旦,沈降し.再慶上層に拡ノ

になる｡

低潮時:沿岸よ少100〝才葎

おける流れは,上層1.8〝ヱ程房

合へ3～10c研/see のヤJ

で流出するが,2〝了以深では.

/See の排水口へ向う逆流フ

るとともに,押合にかけても二

層以深は,排水口に向け流れ･

これまでの結果から,平坦海岸一

の拡散分布の模様は.高潮,低潮仔
′rTユキ口rt十I′rJJ J7こぃズ● E言-r工′l′,′l､lJ｣△1



Sし 1 2 3 4

図4-b L･W時の排水口押流速

断面(Ⅹ-COmpOnent)

桝/see

水口に向う,表層とは逆流の流れが存在し.従

況とは.全く異なった現象を示しているものと

れる｡

4 結 語

温排水の拡散分布の方法は.閉鎖形.開放形海湾

ても.放出直後は.鉛直混合が非常に卓越する重力

行なわれ.海水と混合した排水は一旦深く漕ぐるが

朋沖合では.再び浅くなカ表層部を沖合へ広がる｡

閉鎖形での重力拡散による下層海水加入量は,牧

童の4倍以上と考えられるが,平坦海岸においては

らの構造が明らかでなく今後の大きな問題点となっ

また,音力拡散が弱く水平渦動拡散が卓越する海域

排水の分布拡散の模様に関しての調査研究は行なら

これらの海域での詳細を親御を通じての調査が必要

47 各種食品,陸水.雨水ちり等の放射能調査

(財)日本分析化学研究所

残利民弥.千葉盛人,大里宏二

浅利建一,梅山 繁,○石井実

1.緒 己

前年度にひきつづき,科学技術庁放射能委託調査にもとづく各種食品,陸水,雨水ちカ等(

分析測定を行をったので,その測定結果を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査試料

昭和46年産科学技術庁放射能調査委託計画にもとづぃて28都道府県の各衛生研究所･

された試料につぃて行夜った｡

(2)測定結果

昭和46年4月から昭和47年3月までの主な試料についての地域別平均値を表1に;

試料別の概要については以下に述べる｡

イ 雨水ち少

QOSr.18TCsとも各地域の月間降下量は前年産とほほ同じ値であるが,4t 6月(

C
sがやや高い値であった｡年間降下量の全国平均は90S rが1.23(0.32～1.90

/ki.137C sは2.02(0.61～3.18)mCi/k膚であった｡前年産はそれぞれ1.



前年度に比べて各地域ともほほ同じ値である｡90srにつぃては新潟,京都,大阪

(松江)が他県に比して高h値を示してぃる｡

毎4回採取の平均値を表4に示した｡

ハ 牛 乳

全国平均は90srが4.4(1.7～11.2)pCi/診137c8が15.0(3.1～65.6

/診で前年度に比して,全国平均,各県平均ともほほ同じ位の値であった｡地域的に.

と同様北海道･青森,福島･東京,静岡･島根が90sr･1"c8ともにやや

示してぃる｡

年6回採取の平均値を表1に示した｡

ニ 土 壌

調査対象は20県で,毎1回(7～8月)0～5eれ,0～20c仇をそれぞれ採取し

測定結果を表1に示した｡

ホ 日常食

表1に示した値は生2回採取の平均値であり,各県とも特に大きな変劫はみられな

へ 浮遊塵

対象の10県につぃて月間平均は,90srで0.54～4.5610~3pciメ伊,

0.63～7.3410~3pci/抄で各地域とも4～6月が高叫直であった｡前毎度と

については福島,鳥取,1き7c8Kついては福島,静岡‥鳥取が,やや高い値であっ衆

卜 灯台天水

7ケ所の灯台でろ過前とろ過後に分けてそれぞれ生2回採取した試料につぃて分析

なった｡90srにつぃてはろ過前が0.7～0.33pCi/b,ろ過後がLDT～2.1

.0,137csにつぃてはそれぞれ0.4～4.8,LDT～2.6pCi/Jeであった｡
チ 海 水

15県でそれぞれ生4回採取された試料について90srが0.11～0.34pCi/

C sが0.12～0.32pCi/Jaであった｡前毎度とほほ同じ値で,又地域的な差も
られ夜かった｡

り 野 菜

大根,ほうれん草の2種類につぃて大根は13県24ケ所tほうれんそうは9県1

れぞれ生産時期に合せて毎間2試料づつ採取された｡大根では各県2～4試料の90s

値が8.2～55.2pCi/耽g生で北海道,青森,秋田,福井,島根がやや高く,131c8は

11.1pCiノ晦生であった｡ほうれん革では90srが9.7～71.OpCi/耽9生で福井,福

がやや高く,1"c8は2.6～18.5bCi/Kダ生で福井パ静岡がやや高叫直を示しフ

ヌ 茶 葉

埼玉(2試料),静岡,京都,鹿児島(各3試料)打つぃて調査した｡90srは乎

(176～702)pCレ侮乾物,137c8は424(205～599)pCi/職域物であった｡

ル その他

その他,粉乳,魚見類,海底土などにつぃても分析軌定したが前年産に比べて特に大き夜変鍬

オ 原子力施設周辺の試料

~､茨城,福井で採取された海水,海底土,海産物については90sr,1さ7c8の他派





表2 原子力施設周辺試料分析結果

海 水)

衛研名
【

採取地点

皇

採取回数
00sr

pCi/′

18TCs

きpci/J

茨城県

36027.8′ 年4 回 0.18 0.21

36017.2′ 〝 0.16 0.2 3

360209′ 〝 0.18 0.21

浦 底 湾
〝 0.20 0.25

福井県 丹 生 湾 〝 0.20 0.23

内 浦 湾 〝 0.17 0.23

(海底土)

衛研名 採取地点
10S r

pCi/晦

187C s

pCiル

1`ご見きナ
pCi/晦

梢Z n

pCi/毎
4 00

5 7 4

601

467
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事
｣
i
l
婁
l
】
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i
;
要

36020.9′

浦 底 湾

丹 生 湾 46年 5月
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3

00

7

1

1

5

7

6

479

613

40 9
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152
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__.___.__.17.0 き 27
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4 8 北海道における放射能調査

北海道衛生研究所

安藤芳明.佐

1 緒 呂

昭和46年変(昭和46年4月1日よ少同47年3月31日まで)における科学技術

能調査結果の概要を報告する｡

2 調査研究の概要

(1)調査対象

調査試料,採取地,測定対象.回数等を一括して表1に示す｡

表1 放 射 能 調 査 対 象

試料品 目

雨 水

上 水

陸
水
そ
の
他

壌
草
間

士

牧
空

種 別 採 取 地

雨 雪 水

源 水

(3=2昌笠)
( 〝 )

オ ー チ ャ ー ド

サーベイ メ
ーク_

モリタリングポスト

測 定

札幌市当所屋上

札幌市藻岩浄水場

稚内市大招

札幌市北19西12

旭川市神楽町

札幌市羊ケ丘

札幌市当所前

札幌市当所屋上

野菜類 富 ほ う れ ん 草
〃"

大

精

〝

米

〃

魚介類 ふ

根

(2)

(〝)

な

札幌市羊ケ丘

旭川市神楽町

厚田君陳宮村

石狩郡石狩町

厚田郡衆宮村

石狩郡石狩町

札幌市屯田町

旭川市

札幌市英戸湖

全ベーター

ヨウ素131

全ベーター

ヨウ素131

全ベー

〝

〝

〝

〝

〝

〝

ク ー



(2)測定方法

測定試料の調製および放射能測定方法等は.科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963

によった｡牛乳中の1き1Ⅰ鶴岡庁編｢放射性ヨウ素分析法｣(1967年版)によった

(3)調査結果

イ 雨水中の放射能

表 2 雨水全 β 放射能の月 別経過

童
H

年 月
測定 最 高 イ

回数 (pCi/′

1971. 4 8 388

5 6 8 0

6 4 2 4 0

7 10 97

8 6 110

9 10 133

10 11 5 9

11 12 2 09

12
ト¶_

12 13 8

…1972.1 16 879

2 13 121

3
Ht

6 1,615

最 低 値

(pCi/′)

5 7

42

17

45

- 3

-2
6

-

2 6

- 2

-28

平 均 値

(pCi//)

降 水 量

(m)

16.0

62.0

70.5

92.5

39.5

120.5

2.

3.

3.

6.

1.

0.

i……二三;■
92.0! 3.

-28

-38

141.5

210.5

26.0

札幌市における雨水中の全β放射能の測定結果は.表2に示すとお少である｡中国核

影響についてみると.第12回(11月18日)の直後ではほとんど変化がなかったが

回(1月7日)直後の1月12日の降雨雪水中に879pCi/C(6.59mCi/拐

14回(3月19日)後の3月24日の降雨水中に1,615pCi/e(2.42mCi

の異常値がみられた｡

口 上水の放射能

札幌市および稚内市の源水について測定した結果を表3に示す｡レザれも異常値は認

なかった｡

表 3 上 水 の 全 β 放 射 能

試 料 測定回数 最高値(pCi/E)l最低値(pCi/C) 平均値(pCj



ハ 土壌の放射能

利腕市おエび旭川市において採取した試料について測定した結果を表4忙示す｡

表 4 土 壌 の 全 β 放 射 能

. 採取地 種 類 深 さ

【
r札幌市
l

壌 土 0一-

l
■

〝 〝 0一}

旭 川 市 〝 0一}

〝 〝 0一-

ニ 食品類の放射能

道内各地産農水畜産物について測定した結果を表5に示す｡牧草を除いて汚染のひ

はなかった｡牛乳中の1さ1Ⅰ分析値は.最高値が17.1pCi/Jであった｡

表 5 食品類の全 β放射能

試 科 名 測定回ヨ

ほ う れん草 4

大 根 4

精 米 4

牛 乳 8

牧 草 2

し じ み 2

ふ な 2

さ け

ほ っ け

最 高 値

(pCi/生ダ)

最 低 値

(pCi/生ダ)

平 均

(p Ciノ

0.5 0

0.3 4

0.24

0.25

2.04

0.14

0.38

0.29

0.41

ー0.09

0.20

0.16

0.0 3

0.89

0.13

0.0 9

0.08

0.25

0.1

0.2

0.1

0.1

1.4

0.1

0.2

0.1

0.3

ホ 空間線量

サーベイメーターにエる測定値は,最低値が12月の3･叩R/b,最高値が4月

一山
p /h 正也他山+仁 凸上Ip

/h
_押上 .ん

二L_ 月Il､ノ〃㌧ギ∴ナ L=〟ト Z｣別l亡=膳レト ≡藍



か･食品類にはほとんど汚染は認められなかった0また陸水,士風空間線量等について

異常は認められなかった｡

表6 モニタリ ングポスト測定値

上 値(ep s)i下 値(ep s)

1貢ご萱‡享…;言ト;:…;…貢ぎご三三妄言;蔓ト‡妄言;;

平均値 (e

8.4･-1

8.5･-1

9.6一-1

10.1･-1

13.8･･一1

14.0･-1

…二;二………‡二…二…二;
5.1一-

5.0･-1

4 9 青森県における放射能調査

青森県衛生研究所

原子 昭,工藤ヲ

1 緒･ 呂

1971年4月から1972年3月までの科学技術庁委託による放射能調査の概要を卿

2 調査研究の概要

(1)実施場所

県内7ケ所よ少採取し,当衛生研究所で測定した｡

(2)測定装置

計数装置 日本無線医理学製TDC-1型

軌定装置 日本無禄医理学製TCS-121C塑シソチレ_ションサ_ベイメ_ク.

(3)軌定試料

雨水卜上水･力んど,土壌･海底土･米t牛乳,かれい,いか,海水,空間線量

(4)測定方法

試料の前処理および測定法吼科学技術庁編｢放射能軌定法｣(1963)によった｡

(5)成 果

イ 雨 水

中国核実験(1972.1)にょる影響は.23.7mCi/た虚であ(舟(1q7ク無手



表1雨水全β放射能の月別経過(mci/初)

測定数

4

4

5

7

5

4

10

平 均 値

1.5

0.9

0.6

1.2

1.2

0.3

0.4

最 高

7 王 1.0

13 妻 0.5

9 竜 5.3

口 上水,食品類,海底土および海水

剃定結果を表2に示した｡'ぃずれも,同レベルであった｡

表2 上水,食品類,海底土および海水の全β放射能

試 科 名

上 水

力 ん こ

米

乳

いれ

牛

か

い
か量 6

海 底 土 豪 8

海 水言 8

平 均 値

2.1pCi/g

O･4pCi/生グ

0.3pCi/生グ

0･3pCi/生グ

0.6pCi/生才

0.4p Ci/生グ

1.6pCi/グ

0.13pCi/g

最 高 値

2.8pCi/′

0.6pCi/生グ

0.4pCi/生グ

0･7p Ci/生グ

1.1pCi/生グ

0.9pCi/生㌢

4.5pCi/グ

0.21pCi/′

ハ 土 壌

測定結果を表3に示した｡

表 3 土壌の全 放射能

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

最 侶

1.6pC

O.1p C

O.3p C

O.O pC

O.O pC

O.O pC

O.5pC

O.05p



ニ 空間線量

測定結果を表4に示した0

表 4 空 間 線 量 (〃R/hr)

最低値

12 婁 6.18 ‡ 6.99 ! 4.86

ホ モニタリングポスト

平均値で,9～10e p sであった｡

3 結 語

各種試料の測定結果は.とくに異常は認められなかった0

5 0 秋田県における放射能調査

秋田県衛生科学研究所

斎藤ミキ.今野 宏.勝又貞

小沢香志郎.武藤公二

1 緒 呂

秋田県における昭和46年変,科学技術庁委託による放射能調査の概要について報告する

2 調査研究の概要

(1)調査対象

試料品目.採取場所.検体数は表1に示すとお少である｡

(2)測定方法

試料の処理および測定方法は.科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に従った｡

使用した測定装置は次のとお少である｡

イ 各種食品,陸水,土壌,雨水,の全β放射能は.日本無線TDC-101塾

口 空間線量は.富士通製PS-532型,モニタリ/グポストおよび日本無線TC S

C型シンチレーションサーべメーターによった｡

(3)調査結果



が検出されたそしてこの月の平均放射能値および降下量が.降水量に比較して他の月

数値を示したことは,明らかに核実験の影響であると考えられる｡

現在まで行われた核実験の秋田県における影響を示すと表3のとお少である0

表1 調 査 対 象

試 料

(キャベツ)

(リ ン･:ブ

(原 乳)

採 取 場

鹿角郡花輪町.

秋田市

男鹿市

ハタハタ

タ ラ

男鹿市

秋田市添川

平鹿郡平鹿町

秋田市大木星浄水場
訂こ｢~~首1亮

秋田市

野 菜

各

種

食

品

果 実

牛 乳

魚 類

l米

陸 水 上 水

土 壌 草 地

1訂一首

その他
モニタリングボス

シ′ンチレーシ′

間線量測定

秋田市

トによる空間線量測定

ヨンサーベによる空

珊爪

秋田市

秋田市

表 2 雨水の全β 放射能値

最 高 値

(6時間更正値)

月

月

月

月

4

5

6

7

46昭

月

月

月
月

00

9

0

1

1

1

5

5

7

7

69.8

49.1

124.0

17 5.5

128.5

89.6

61.5

40.0

pCi/′

544.3

516.2

385.4

116.5

38.2

56.4

35.4

254.5

最 低 値

(6時間更正値)

pCi/J

44.2

3.0

12.2

0

23.3

5.9

5.8

14.9

平 均 値

(6時間更正値)

pCi/′

243.7

174.7

188.5

49.4

32.3

36.0

19.3

78.0

1

3
.
4

7

4

3

0

2

1

1



表3 核実験時における雨水の全β放射能値

中国核実

験回数
実験実施年月日

影響初期出 … 最

現 年 月 日

第1融 39.10.16 童 39.10.20

第 2回圭 40.5.14

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

41. 5. 9

41.10.27

41.12.28

42. 6.17

42.12.24

第 8和
43･12･27

喜

†
さ

第 9回妄 44･9･23

;喜

第10回二 44.9.29

回11第

第12回

第13回

第14回

45.10.14

46.11.18

47.1.･7

47. 3.18

40. 5.20

41. 5.10

41.11. 4

41.12.31

42.1. 2

42. 6.19

42.6.25

42.12.27

43.1. 8

43.12.29

43.12.30

44. 9.28

44.10. 2

45.10..23

46.11.25

47.1.12

47. 3.20

--･!--･･▼■･･-……毒ぎi-き1し

pCi/′

高 値

297 0 0

12010

618 9

1527

1633

3228

6 0

61

28 7

42年
195

16 4

6 7

126

18.3

254.5

1879.4

32.8

3 62.

4 3.

47.

18.

1
4

0
0

02

00

0

0

0

ロ 各種食品.上水

表4に測定成績を示す｡前年匿と大差ない成績で,異常値は認められない｡

ハ 土 壌

表5に成績を示す0深度0～5肋の部分は前年産と大差ないが,深度0～20撒の享

年慶の成績(205.38mCi/初)よカ高い値を示した｡

ニ

モニタリングポストによる空間線量

_
.■

__⊥ユ_
′....▲_ L
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図1 モニタリングポストによる空間線量

ホ サーベメーターによる空間線量

同一地点で測定した12回の成績を表6に示ナ｡多少のバラつきはあるが.7.2-1

〝R/brのレベルである｡

表6 サーベメーターによる空間線量

測定場所 測 定 年 月 日 時 天 候

秋 田 市 46.5. 2.14:00 晴

〝 6.24.14:00 〝

〝 7.20.14:00 〝

〝 垂 8.24.13:00 〝

〝 9.8.14:00 ! 〝

〝
10.18.10:30 -

く も 少

〝

〝

〝

〝

〝

11.2614:00

12.9.14:00

47.1.19.14:00

2.10.11:00

2.23.11:00

〝R/h r

9.2

10.0

10.8

10.6

9.9

8.8

9.1

9.4

7.3

7.7

7.8



3 結 語

11月,1月.3月の3回行った中国核実験のうち,11月と3月は殆ど異常がなかっ

月の実験時には.雨水およぴモニタリングポストによる空間線量にその影響が認められた

各種食品,上水等は,前年度と殆ど同じようなレベルを示し.特に異常値は認められな

51 宮城県における放射能調査

宮城県衛生研究所

佐藤新作,郡山 力.船木

1 緒 言

宮城県における昭和46年度の科学技術庁委託による放射能調査および県独自の調査の

告する｡測定対象は前年とほぼ同じであるが,本年よ少新たに｢サーベイメーター｣によ

量測定を実施した｡

2 調査研究の概要

(1)測定装置

イ GM計数装置 Ko be SA-230型

Ko b e SA-250型

ロ シソチレーシ′ヨニ/サーベイメーター ALOKA TC S-121C型

G-Mサーベイメーター Ko b e SM-102型

ハ

モニタリングポスト 富士通PS-532塾

三 波高分析装置 日立RAH-403型

ホ 原子吸光分光慶計 日立208型

(2)調査対象

調査試料の総数は279試料で(モニタリングポストによる周年連続測定は含まず)

は下記のとお少である｡

イ 委託分 雨水･ち少98,上水4.土壌2,海水4.海底土4,米4.牛乳4.

魚貝藻類8.(以上全β測定)

空間線量調査(サーベイメーター)12

核種分析 牛乳中の1さ1Ⅰ測定15

核種分析用送付試料50 計209

ロ 県独自 上水6,土壌6.白菜6.牛乳2,魚且藻類10.海水4.海底士4.

空間線量調査(サーベイメーター)22

核種分析 牛乳中の1さ1Ⅰ測定4 計 70

これは東北電力原子力発電所建設予定地周辺より試料を採取して調香
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は同庁編｢放射性ヨウ素分析法(1967

少,また空間線量調査などについては昭和

原子力局放射課の放射能調査委託計画書に

(4)調査結果

イ 雨水仁上水.海水など

雨水の放射能は平常時においては45

ゞ同じレベルであった｡昭和46年11

中国第12回核実験および47年3月1

14回核実験による影響は殆んど認めら一

たが.47年1月7日の第13回核実験1

響は11日から12日の雨水に27,88

/ど,734mCi/代虜と霜害に認めら:

れについてr線波高分析装置によカ核種

た｡核爆発後7日,15日,22日目の

クトルは図1に示したとおカである｡ピ

ルギー0･13-0･16Mevは㈹Mo,t

O･20～0･25Me vは2㈹Np,0.4

3は1=B a,140La.0.65～0.7

は95Z rI95Nb■97Zr,97Nb,99｣

99Tc,1･58～1.65RIevは140Ba

図2 Fall-Out Of rainwater

白米0･14(0.18),かき0.35(0.21

によるものと推定した｡降下量は47生

も多く,823.8mCi/≠戎を示したが

は昨在とほゞ同じレベルであった｡
ロ 各種食品

各種食品の全βは45年とほゞ同じレ

pCi/生グの最高値を昨年とくらべる

32(昨年0.29),ほうれん草0.74

)などであった｡

ハ 空間線量調査

日)･ンンチレーションサーベイ

衛研構内では5･1～8･0〟R/brの範囲内で特に異常値は認められなかった｡

の測定値は6･0～12･1〟R/brと県内各地にくらべて幾分高い値が得られたが,

域が花崗岩地帯などのためと思われる｡

(司 モニタリングポスト

第13回核実験(47･1･7)による影響は4日後の11日15時以降認められ,】

平均値13･5cps･12日20･6cPS●13日19･8cps,･と平常値(約11

の2倍近いレベルが認められたn r線富豪成庶1∩･n+S=±り〟R./hγ1_jL｣h卜∫親し



た0

3 結 語

中国第13回核実験(47.1.7)の影響は,本県では認められた｡11日から12日

bに27,880PCi/e,(734mCi/ki)の測定値が得られたのでT線波高分

力核種を推定した｡また空間線量(モニタリングポスト)のレベルも11日15時よ少

値(11e p s)の2倍を示した｡(1e p S≒2JIR/hr)

その他の試料はいずれも昨年度とほゞ同じレベルであゎ異常値は認められなかった｡

5 2 福島県における放射能調査

福島県衛生研究戸

宮戎

1 緒 呂

昭和46年直に実施された科学技術庁委託にもとずく及びこれを補う県単独事業を併ヰ

料中の放射能測定結果をまとめて報告する｡

2 調査の概要

(1)調査対象

放射能削定試料は陸水7地点56件,各種食品12地点36件.土壌3地点の6件,

士7地点31件,その他12地点の135件及び定時採取把よる雨水試料88件一合書

である○核種分析用送付試料は計102件である,試料採取地は福島市及び太平洋部王

る｡他にモニタリングポストによる空間線量の連続則定を昭和47年3月3日よ少閑女

(2)制定装置

イ GM計数装置 神戸工業 SA250

ロ 使用GM管 富士電機 GM132A

ハ シンチレーションサーベイメーター 神戸工業 BM200C

ニ モニタリングポスト 富士電機 P S-532

ホ 波高分析装置 東 芝 EDS-34802

(3)測定方法

科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963年版)又は科学技術庁の指示に準拠した｡

(4)調査結果

放射能測定結果はまとめて表1,図1に示した｡

イ 雨水陸水

月間降雨量は年間を通して例年よ少若干高い値を示していたが特に第13回中国奄

(み1月〟十相鹿レこ二舟l八橋を言上舟▲ ㌣の諸粧Lのr _スペクト
ロ メト り_レr上∴(て一A つ



表1 各種試料中の放射能測定結果

試 料 名

牛 乳

採 取 地

福 島 市

大 熊 町

野 菜

(大 根)

単 位
放 射 能 強

平均値 最高値

pCi/生体グ

福 島 市

大 熊 町

野 菜

(ほ う れん草)

福 島 市

大 熊 町

(すずき)

(黒がら)

河 川 水

大 熊 海 域

福島市(天戸川)

浪江町(諸戸川)

熊町(熊 川)

(0- 5伽)
土壌

(0-20功)

大熊町.双葉 mCi/た㌔

町内の 3 地点

請 戸 港 口 pC●i/J 0.221 0.39

大 熊 沖

三重

日日 戸 港

大 熊 沖 合

相 馬

4 室 〝

遊 塵 言浪 江 町 p Ci/〝〆**1.62 *3.19



雨水試料同様福島市で採取した1月11.12.13日の試料に99Mo-90Te,

始め7種の放射性核種が検出された｡それ以外の試料では例年と同様のレベルの値をj

る｡

ハ 各種食品.その他

各試料とも全β放射能測定結果は例年とほぼ同様のレベルであった｡
ニ 機器分析

47年12月以降計18回,原乳中の1さ1Ⅰの測定を行った結果,47年1月24.

に各々50･3.50･1pCi/Zと高い値を示した外は6.0-36.2pCj/泌平均値･

pCi/Jである｡

ホ 空間線量

モニタリングポストにエる卿定結果はほほ1日平均で13.8-14.5¢p8範囲で召

またシソチレーシ′ヲニ/サーベイメ.-クーによる空間線量率の測定値は4.8～7.4〝R/

各6地点の年間を通しての各々の平均値は5.2-6.4J▲R/brであった｡

3 結 語

第13回中国核実験の影響が現れた1月11日以降の雨水.河川水.牛乳は各々異なっメ

がらその影響をうけ1月末まで高いレベルの放射能値を示し続けた｡それ以外は本年度調∃

従来と同様のレベルであった｡

5 る 茨城県における放射能調査



1 緒 看

茨城県では.核実験及び庶子力施設からの放射能の費境への影響を知る目的で,昭和3

県内各地における環境物質中の放射能を調査して来た｡昭和37年来に米ソー連打核実験

れたが.一方では.東海村t大洗町における原子力関係施設が驚備拡充されてきたので.

査の重点も昭和40年頃よ少これら原子力関係施設の周辺に移し,雨水･チリ,農畜産物

海水.侮蔑物等の定常的な放射能の分析卸定の外に,海洋における00Sr.1さTc s等の

法の検討,放射性物質の汚染移行機構の調査等研究的を業務も実施した｡この報告は.こ

研究成果のうち.主として昭和46年慶に実施したものの概要である｡

2 調査研究の概要

(1)試料採取地点等

表1に示した｡

表1 試料採取地点と測定項目

試 料

雨､ 水

原 水

蛇口水

井戸水

河 川 水

湖 水

海 水

採 取 地 分析･測定項目

排

牛

野

精

牧

魚

庭

水

乳

菜

米

草

類

土

河｡湖底土

海 底 土

水戸･日立

水戸

東海･大洗

東海･水海道

震ケ浦

久慈･東海･郡河湊･大洗仲

原子力施設(東海･大洗)

日立･東野･水戸･勝田･旭

東海･勝田･水戸･′旭･総和

東海･水戸･大洗

東海･水戸

久慈･東海･大洗･霞ケ浦

東海･水戸･大洗

東海･水海道･霞ケ浦

東海･郡河湊･大洗沖

全β

全β

全β

全β

全β

全β

全β 帥Srl呵Csl…馳

全β1‖Cs

全β 川SrlさTC8

全β 90Srl㍍Cs

全β14c

全β 00Srl"cs

全β 00Sr 川Csl…馳

全β …SrlさTcs

全β 掴SrlさTcs

全β 90SrI=cs
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(2)分析,測定方法

分析,測定は科学技術庁編｢放射能測定法｣｢放射性ストロンチウム分析法｣｢セシ

分析法｣および放射性廃液海洋放出調査特別委員会化学分科会のマニュマルに準拠し六

(3)主なる測定器

医理研製 GM計数装置(TDC-2型)

医理研製 低バックグランドカウンター(LBC-1型)

日 立 400チャネル波高分析器

日 立 207型原子吸光光度計

(4)成 果

表2に46年慶の月月格種環境物質中の全β放射能を,表3に月別核種分析結果をま

全β放射能については,雨水中のそれが,前年同税 5,6月頃季節的やや高い値をし

海水,海底土では,年間の変動も海域的な遠いもみられず.原子力施設からの影響も詔

かった0空間線量でも殆んど変動がみられず前年と同レベルであカ特に原子力施設周這

いうこともなかった0その他の物質についても特に高い値が検出されたこともなかった

水,河川水が本年1月に一時的に高い値を示しているが.これは1月7日に行われた1

中国核実験の影響である｡原子力施設からの排水の全β放射能のほとんどが10-8/J(

未満の低い値であった0原研東海第二I動燃東海第一のそれは,他に比べてやや高いカj

慶レベルの値であれ海洋環境ではその放射能は検出されていない｡.

核種分析結果についてみると●牛乳中の帥Sr.187Csは前年とほぼ同じ値いで大

や地域的な違いはみられない○ただ中国の核実験の影響で本年1月に水戸で採取した年

181Ⅰが検出された｡土壌中のgQs r,1a7Csは過去の核実験にょるものが主である

では大き夜変動はみられなくなった0これら牛乳ヤ土壌等の放射能の測定結果からわか

核実験等によれ一たん環境に放出された放射性物質のうち,90s rや1a7csのよう

長いものは長期間にわた少額境物質中に蓄椿している｡海洋生物中の90Srと13TC s

ついては,魚種による差はみられなかったが,海水魚の筋肉の部分は安定S rに比して

Srの含有量が多い傾向にみられた0毎月1回定常的に分析を行っている原研東海第二

排水中の137cs濃慶については,ほとんどが10pCi/C未満であったが,原研東

水は10月に,原電排水は11月に10pCi/㍗含の値が検出された｡これは一役海

て一ケク高い値であるが,187Csの許容基準に比べればはるかに低い値である｡第一

年,14cと8Eが検出されたので,本年は排水に関係ある水田の土と精米について1ヰC

行った0水田士については.排水に関係ある水田士が他の一般水田土よ少高い値をしめ

同じ水田で収穫した精米ではその差がみられなかった｡

3 結 語

現在.境境物質中で検出されている放射能物質は主として過去の核実験によるものであ

国の核実験の影響もあれ最近は低レベルながら殆んど減少の傾向がみられなくなってき

原子力施設からの放射性物質は環境物質中で検出されていないが,放出口において放射能



5 4 埼玉県における放射能調査

埼玉県衛生研究所

小津茂弘.森本 功.丹野幹雄,申訳

1 緒 呂

埼玉県では昭和32年よ少県単独事業として,県行政に応じた全β放射能測定ならびに

(昭和39年よカ)を実施している｡また,科学技術庁委託事業は昭和36年12月よ少

た品目について全β放射能測定.分析用試料の送付.核種分析(昭和45年よカ)を行を

なお.今回は昭和46年直に実施した調査概要について報告する｡

2 調査研究の概要

(1)昭和46年変放射能業務の試料採取地点,採取回数夜どは表1に示したとお少であ

(2)放射能測定方法をらぴに核種分析は科学技術庁編｢放射能測定方法｣.｢放射性ス

ウム分析法｣.｢セシウム137分析法｣のそれぞれ該当する項目に従って実施した｡

(3)全β測定では次の検体を除くいずれの検体も調査期間中に異常値が認められなかっ

略する0昭和47年1月11.12,13日の定時雨水で測定値は17.0(4.6間取),

(70.Om).3.5(4.0仰)mCi/た虜である｡

(4)90S rおよぴ137C s分析結果の主なものはつぎのとおわである｡
イ 大宮市(衛研構内)で昭和46年4月から47年3月までの1年間に採取した雨

90S
rは1.29mCi/初,137C sは1.62mCi/k虐である｡

ロ 戟類の分析結果は麦の90s rは5～20PCi/k9,137Csは15～36pC

あb,米の90Srは1～8pCi/kg,187C sは6～23pCi/k9である｡
ハ 原乳の分析結果は90Srは2～6PCi/k9,2～5S･U.で,137Csは8

Ci/k9,5～21C.U.である｡

ニ 狭山茶,梨,夏みかんの分析結果は表2に示すとお少である｡

ホ 鶏卵は卵殻,卵白,卵黄に区分して分析を行なったが,その結果は表3に示すと

る｡

3 結 語

放射性降下物による放射能水準は前年とほとんど同じである｡

すなわちt狭山茶I穀類.原乳などの90S rならびに1"csについて,とくに高い値
れていない｡

鶏卵.梨,夏みかんについてはまだ例数も少くないので,現在のデータからは何も言え
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65 東京都における放射能調査

東京都立衛生研究所

中村 弘.西垣

1.緒 口

東京都における昭和46年慶(昭利46年4月1日より昭和47年3月31日まで)の奉

庁委託による放射能調査結果の概要を報告する｡

表 1. 調 査 試 料

試科名

上 水

河川水

下 水

〝

雨 水

土 壌

河底士

採 取 場 所 採取回数

東京都水道局金町浄水場(江戸川水系)

多摩川(小田急線和泉多摩川駅附近)

東京都下水道局三河島処理場

〝 芝浦処理場

東京都立衛生研究所屋上

江戸川流域(葛飾区金町附近)

江戸川(江戸川区小岩附近)

牛 乳!伊 豆 大 島

〝;八 丈 島

8(8)

4

2

2

64(12)

2(2)

(4)

4(4)

4
=[r-F-こコ→=コ===コ====コニ===ン===一ご===つ=コ,コ====皿===コ=丁==-=コ======二=正一===

()内は核種分析用試料として前処理後,(財)日本分析化学研究所に送付

したもの｡

び

法

て

術

｢放射能測定法｣(1963年)によった｡

計数装置ほ,陸水,土壌については,島津OMスケーラを牛乳については,科研製0

-ラを使用した｡

(3)軌定結果

イ.雨水一雨水放射能の月別経過を表2および図1に示すム この間.中国において核乗

回(第12･13･14回)行なわれ7こが,47年1月11日の降雨中に第13回核

影響がわずかに認められ㌔

ロ･陸水･土壌および牛乳 陸水･土壌および牛乳の放射能測定値を表3に示㌔前年｣

戟し上水および河川水の削定値はわずかに増加の傾向を示したが,他は特に変化が認

3.結
uノブ壬∩

なかった｡

語

墓lの舷窒癒合の普通カミは姦南7k由レrJっザカゝむr主調力ヽL車ナ.ふヰめ､け 塵⊆童



表 2. 雨 水 の 測 定 結 果

年 月 軌定数
降水量 最高値 最低値 平均値

(冊m) (pCi/1) (pCi/之) (pCi/之)

昭46. 4 5 5 2 193 6 7 10l

5 5 95 5 38 6 7 2 0 4

6 8 88 5 9 3 2 5 284

7 7 118 412 2 5 12 2

8 2 10 0 20 2 11.0

9 7 2 4 8 122 4 3 6.4

10 8 17 9 4 9 4 2 4.0

11 1 16 86.0

12 2 4 7 116 5 9 8 7.5

昭47.1 5 119 8 7 2 26 312

2 6 141 7 6 30 4′7.3

7 43 ロ 11! 6 5.1

○

(
】
＼
｣
U
∈
)

_

←

盤

昭 昭

■0

47
1 5 ¢ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

図 1. 峰雨中の月別降下量

降下量

(mCi/kd

4.3 9

12.3

19.9

17.1

0.6 0

4.4 2

3.3 9

1.38

2.95

6 8.3

6.5 6

2.8 6



表 3. 陸水･土壌および牛乳の測定結果

試 料 名 軋定数 最高値 最低値

pCi/上

平均値

_琵秦一=■奉誓■.
pCi/ヱ pCi/上

上 水(原 水) 4 9.99 1.10 6.6 3 140

〝 (蛇口水) 4 5.9 2 0.49 2.8 8 112

河川水 4 7.2 4 1.2 9 4.3 7 2 08

下.水(三河島) 2 7.01 4.13 5.5 7 46 5

下 水(芝 浦) 2 17.2 9.62 13.4 7 6 0

土壌(0-5d間) ロ 鶉iJk㌦
330〝(q-20dW) ロ

■-
■-

牛 乳(伊豆大島) 4

pCi/グ生

0..07

pCi/ダ生

0.02

pci/ダ生

0.05

〝(八丈島)
ロ

4 0.0 6 0.0 2 0.0 3

66 神奈川県における放射能調査

神奈川県衛生研究所

石井衰二.′J､山包博,高城裕之

1.概 要

科学技術庁委託および県単独事巣として,各種の放射能調査を実施した｡本年度は中国にお

核実鹸が3回(第12固,

表1 試料の種類と検体数

種 類 委 衷i県 単 種 類 委 託 ｢哀

雨水(定量) ●■■■■ 10 6 土 壌 4

〝(定時)
10 2 海 底 土 12

雨水･ちり 12
■■■ 野 菜 8

上 水 4 12 牧 草 2

下 水 2 牛 乳 4

河 川 水 20 魚月そう類 8

湖 水 ■■■■■- 8 空間線量 2 4

天 水

海 水

■-

12
_.__-妻

8 じんあい

※送付検体

-■■

76

46年11月18日.第1

47年1月7日｡第14垣

月18日)おこなわれた｡

における影替は,第13直

により,47年1月11日

13日にかけての雨水にあ

れ,合計56.3mCi/k〝′

射能が検出された｡

2.調査対象

試料数は,委託270く

付検体76),県単261



線量の測定にほ日本無線製TR式シンチレーションサーベイメータを使用した｡

4.測定結果

本県における中国核実験の影響は,第13回実験後の昭和47年1月11日～13日

採取にあらわれ,この降雨における合計降下量は56.3mCi/knfで,定時採取による

12～13日の雨に1･125pCi/ヱとしてあらわれた｡従来よりおこななっている試

走については前年と同様で,認むべき変化はなかった｡なお種類別最高値は表2.のとお

種類別放射能最高値

雨水(定時)

〝(定量)
じ ん あ い

上水(秦野)

下水(横浜)

河川水(相模川)

天水(双子山)

湖水(相模湖)

海水(武山沖)

海底士(横浜)

野菜(ホウレン草)

牛 乳

牧 草

魚月そう類(ワカメ)

ク(カコポラ内臓)

測 定 結 果

】.25.O
pCi/ヱ

46年 5月 8～ 9日

46年 4月21日

46年 4月21日

46年 6月28日

〝 9月25日

47年 2月 28日

46年1芦月′18日

〝 6月11日

〝 5月22日

47年 1月24日

46年 7月19日

〝 4月30日

47年 1月25日

〝 3月16日

空間線量(武山) 葦 〝 2月29日

13 9 0.0 〝

3.44
pCiパ?㌔

3.43
pCi/乙

6 0.4 〝

6.51 〝

6.0 2 〝

2.8 4 〝

:ニニ;｡ごi/柁⊇

3::;p笠i/絶望
::…;: 董
1.3 0 〝

5.5JIR/hr

5丁 新潟県における放射能訴査

新潟県公害研究所 篠川至,

菅井隆一,石穣幸三,井口捨三郎.

1.緒 口

昭和46年慶の科学技術庁委託により行った放射能調査について報告する｡

2.調査研究の概二要
/11 三田太専ヰ包
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能の測定は日本無線医理学研究所製のPDC-801V型及びLBC-22B型O地利定

使用いも また空間線量率の測定は,日本無線医理学研究所製TCS-1210型シソレ

ンサーベイメーターとMSR-R63-51型シンチレーション式モニタリングポストを

札

図1定時採取雨水による
放射能降下量(実線)

伯

山

…

#
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♯
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_

(3)調査結果

イ.雨水

雨水は毎日9時に採取を行い,採取後100～14

間に8固測定し降下量を求め屯 降下量は前年度に月

増加したが,これは降水量の増加及び中国核実験の恒

多かったためと思われる｡なお本年度中に行われたヰ

実験のうち.第12.13回は明らかに影響が認めら

が.第14固についてははっきりとは確認できなかっ

ロ.浮遊塵

浮遊塵は毎週週初めに約1,000扁採取し.採収窃

100時間の間に8回測定し放射能を求めも放射部

年度平均に比べて半減したが,雨水と同様に中国の葬

13固核実験の影響が認められ屯

ハ･陸水

陸水は前年度に比べて変化なく,平均値では源水が

水より高い頃向に変りないが,逆転した月が1固あっ

ニ･海水

海水の採取は県の水産試験場に依頼い㌔放射鰍1

度に比較して特に変動がなかっ‰

ホ.海底士

前年度に比べて各地点で若干増加の僧
0.850

みられ】㌔

へ･土壌

土壌は0～20川試料では全地点で嚇

たが,0～5朗試料では2地点で増加L

ト.農畜産物

大根,精米.牛乳は採取全地点で若干

したが,問題にする程ではなかっも

チ.海産物

各品目で.前年産に比べてかなり変誠

が,特に一定の頃向は認められなかりた

り.空間線量



表2 モニタリングポスト測定値

~~言≡二≒~≧二三~~三~ご~~三
. 事

(単位 cps)

丁~高壷…~~~~~
圭 月平均

4月

H

14.1 12.9

n
u

13.3

n
董13.6

5 14.5 12.8
一叫+

!13.5 14.1

6 15.0 13.0 13.6 14.2

7 15.5 13.3 14.0 14.4

8
】柵00Ⅶ

9

15.1

14.5

(25～2呵胡り)
+-一間柵-･▲一¶ト･･--

13.3 14.1

!(15欄)~1
14.4

~~~~~一世鵬~一触叫1

(1～13測)】

13.3 13.8 13.9

10 14.3 13.0

t
13.5

!(16～31測)~妻

14･0｣
11 16.5 13.1 13.8 14.4

■

12 16.0 12.6 14.1 13.7

ぎ昭471月 16.0

13.｡圭

!

14.2

1
13.7

卜
【

F
:2
l岬･一････_■-}･､-_㈹■一-...【...__..._一.-_00..

3

平均

‡
15･9…13･5 12.9

丁雪
17.212.6

｣____仙--_岬._～00_-_-__王

13.9
.

u
14.2

刈羽地域の調査成績と殆んど同程度であっ㌔

68 石川県における放射能調査

4 5 ¢ 丁 8 910111212

略46 昭1

図3.モニタリングポ

経月

3.結 語

昭和46年度は,46∠

47年1月及び3月に中l

が行われたが,前2者に･

時採椒雨水と浮遊塵に影;

れた｡また,降水量の増二

雨水による放射能降下量く

のに反し,浮遊塵の年間二

半減し㌔他の測定対象､

前年度と同程度であった;

については放射能の変動;

これらの結果は県独自で

石川県衛生公害研究所

板倉 浮,西野 寛,倉

1.緒 百

石川県では,昭和37年以来科学技術汗要託の放射能調査と,昭和43年以来の県独

長房茄歯三爪▲ ムh三



(1)試 料

イ･委託分I雨水152件一上水4件I海水4件,魚海藻類10件,牛乳10件(内6倒

器分析用),土壌2件.海底土4件,空間線量12件,計198件

ロ･県独自分,海水4件,海底土5件,魚海藻類25件,土壌12件,米麦4件,野菜1

革3件,河川水4件,空間線量3件,計61件

ハ･核種分析用送付試料.雨水･チリ12件,上水4件,海水4件,海底土4件I魚海朝

件,牛乳4件,土壌2件,日常食6件,血液10件,計56件

(2)測定方法 試料の前処理および測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963

および｢放射性ヨウ素分析法(1967年)｣によった｡

(3)測定機器

OMカウンター:富士通製SA-250型,シンチレーションサーーベイメーター:富士通

-200型.波高分析器(400CH):東京芝浦製特型.原子吸光･炎光光度計:ジャ

アッシュ製AA-IE型

(4J調査結果

イ.全〝測定,

印)雨水

調査期間中に1中国核実験が,第12t13,14回の3回行われ屯第12.1

時ほ表1に示したように,平常値に比べて高い値がみられた｡なお,1pCi/舶易

は-6月にも2回測定されたが･その時の降水量は1･5仰,1･0間と少なかった｡月

量は11月がもっとも多く133･8mCi/kn㌔,ついで1月の51.3mCi/kn㌔,1

50･5mCi/kniを示したが･暫定指標の第1段牌(2･5Ci全P/k研)には
遠い値であっ7㌔ また,月間降下量の推移については,昭和42年頃から減少してき

が･昭和46年度はやゝ多くなっているように思われる｡

表1 核実鹸後の全β放射能

雪空核さ÷鰊噂‥--‥-‥ト‥‥----一一--_卑_‥!__ヱ_旦__十______
雨水採取日

放射能強度pCi/舶

降 水 量m

降下量mCi/kni/day

11/22～11/2411/26～11/2711/27～11/29

1.1 4.9 1.6

23.5 6.0 5.0

2 5.4 2 9.7 38.9

桓)上水,←1海水,肖海底土,㈹土壌,H各種食品についての全β放射能調査結果を表
した｡前年度に比べると,上水がやゝ高い値を,魚類,牛乳がやゝ低い値を示したが

クグラウンドレベルと大差ないものと思われる｡

ロ.空間線量測定

金沢市における測定値ほ,7･4～9･3〝旦/hrで12回測定の平均値は,8.2脚/九

った○志賀町における3回の測定値ほ,6･1,6･･9,7･4J▲戦/brであっ㌔

ハ.機器分析
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図1 雨水中放射能月間降下量の推移

∬

8

¢

3

〇一

l

■
h
S
●
.

ニ.核種分析

当衛研で前処理して分析化学研究所把送1

料の昭和45年産までの核種90srの放射≠

経年的変化のみれる雨水･チリ,上水,牛革

食についてまとめ図2～5に示した｡

川 雨水チリ

図2のように,40年4月頃から雨水

の90βr量が,いちじるしく戚少していJ

石川県の雨水チリ中の90sr量は,ほとノ

が,全国平均値以上で,各年度の総90s

l･4～27.6mCi/4〝㌔と全国で1～4イ

し,全国平均値の約1･3～2倍であった｡

回 上水

図3のように41年頃から.上水中の

量ほ.やゝ減少しているが,45年9月‡

は,なぜかいちじるしく高検匿0.9pCi

している｡41年6月分を除いて,石川月

中の90sr量は.全国平均値を上まわり

を上水の源水として使っている北海道稚F

都についで高濃度を示している｡石川県(

の総90sr量は,l.2～4.5pCi/之と!

値の1･4～2･4倍であった｡

遥 ▲1 ▲2 1k



表2 各種試料の全〝放射能
試 科 名 単 位l 採 取 場 所 朋j定回数 妻最高値呈最低値!平均値

上水(源水) pci/∠ …金沢市末町 言 4
H

11.4i6.8 8.9

l河
川 水l pci/ヱ !羽咋郡志賀町※…4

u

2.6…0.8 1.7

海水(湾内)i PCi/ヱ H 羽咋都雷来町※ 4

1.7毒1.i
山
…1.4
円

〝(湾外) pCi/∠
〝 4

u.8毒0.1
u

山
…0･4

海底土(湾内)
pCi/乾士ダ

〝 4 3.2
il･2 1･7i

〝 (湾外) pCi/乾土グ
〝 5･ 1.8書0.8H

司
1.4

土壌
0〔-5亡椚

pCi/乾士ダ
‡
金沢市末町

｢~｢ 山H
n

n
至2･3

0～20の竹
臨

ロ 葦 1.8

土壌
0～5の竹

pCi/乾士ダ 羽咋郡志賀町※
3 6.1 3.4 3.6

3 4.8 1.7 2.60～20珊

魚i
類

カ レ イ pCi/生ダ ー羽咋都富来町※ 5 0.33 0.01
H

凹
0.10

アク ラギ pCi/生グ
u

〝 塁 5 0.11 0.0 0
uH
iO･05

ハ ツ メ
pCi/生タ 〝

H

5 0.28 0.03

0.15

宣0.10
;0.16カ ワハギ pci/壕夢 盲 〝 2 0.17

海 わ か め
u

pCi/壕ダi
〝

H

4 0.3 2 0.15

u

至0.27

藻1はんだわら
M pci/生グ … 〝

u

5 1.8 7 0.19
i】･25

牛 乳 pCi/生才 石川郡野々市町 4 0.21 0.0 5
‡0･13

玄 麦 pCi/生ダ 羽咋都富来町※ 2 1.2 1.0
11.1

玄 米 pCi/生才 〝 2
H

0.35 0.0 9 0.22

牧

草

クローバー
pci/生㌢

璽羽咋郡志賀町※ ロ 妻0.4
要2.2イクリヤニ/ pCi/生ダ 〝 ロ

デ/トコーン
u

pCi/生テ 〝

H
口 言1.9

野菜 きやヾつ 雪pui/生ダ
l一--■･･････-･-･一･･-･････■･･････-････････■-

!
〝

皇 口 u
.0.2

注 ※印の志賀,宮来町は原子力発電所建設予定地である｡

ケう 牛 乳

41年10月頃から,牛乳中の90sr 量は減少してきてそのまゝのレベルを保っ｢

また41年8月までは,全国の平均値を上まわっているが,それ以後は7.3p(〕i/之七

ほとんどが~Fまわっている｡

巨)日常食

図5に都市成人.農村成人,農村幼児別に日常食中の90sf･量を示し㌔都市成ノ

相成人,農村･幼児についてそれぞれ41年,40年,38年をど-クにだんだん戚少L

る｡都市,農村成人の90sr 量は,全国平均値を上まわり.螢村幼児のそれは,4】

から下まわっているn



少してきている｡また.雨水チリ,上水の石川県の90sr 量は,全国的にも高浜度の

38
●

4

■

10

図4.
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㌘
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3839▲O11▲2▲3▲▲▲5(年)

0

■
h
の
●
.

訳=柑=旧▲1▲2▲3▲4▲5(年) 三は39▲0▲1▲2▲34▲▲さ(年)
郡 市 成 人 ■ 村 成 人 ■ 村 子供

図5. 日 常 食 中 の 90sr 量 の 推 移

ら9 福井県における放射能調査

福井魔術生研究所

北川貞治.吉岡満天I早川†

1.緒 口

前年度にひきつづき,科学技術庁委託｢各種食品,陸水,土壌,雨水･ちり等の放射能i

厚生省の共同研究｢原子力発電所周辺の海産生物の放射性核種について｣および県単独亭主

子力発電所周辺の壌境放射能調査｣を行っ声のでその調査癌果の概要を報告す･る｡

2.調査結果の概要

(1)試 料

福井市周辺で採敬した雨水,浮遊じん,陸水,野菜,牛乳,土壌,および空間線量と

島,高浜町周辺で採取した海水,海底士,海産生物,土壌,牛乳,野菜および空間線亀

t21測定症

全β放射能の測定は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に従い,計測には1
装置を用い㌔原乳の131Ⅰ狽捉には,NaI(′rヱ)3〝〆×3〝検出器 400cI

士丘阜竺え.ヒ日t､ナ■
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線量率にシンチレーション式サーベメークを用いプもまた.原子力発電所周辺の空間横

定には.熱ルミネッセンス線量計を用い㌔

なお,各種試料の調査地点図を図1と図2に示･㌔

/

.t.ノ ㌔

内

浦

*

帥 0 1㈱ 20(氾 油00 ▲㈱

lO00m

0空間ガン†■算■t

●睡水#和義点

○潜水
〝

ム■暮暮●,■●･〝

▲土■
〝

●海よ生●
■

図2. 高浜地区調査地点

t3)測定鹿果

委託調査の測定結果と原子力発電所周辺の壌境放射能調査結果について述べる｡

イ.委託調査

全β放射能および空間線量の測定結果を表1把示㌔

抑 全〝放射能
A上F庄戸dコ rhl王ヨ上ヰ皐自･11つ仁コ 1ウl声n l

ノlにコ′r､.つ.l ノ仁~て
1

t◆
JJ=王



11月21日～22日

11月23日～24日

11月27日～29日

11月の月間降下量…･……‥…

0第13回

1月13日～14日

1月20日～21日

966pCi/必

2505pCi/遜

746pCi/甥

97.7mCi/‰2

1077pCi/ヱ

718pCi/1

1月の月間降下量…………… 24.6mOi/k㌦

0第14回

影響は認められ先

その他の全β放射能把ついてはめだった変化は認められなかっ㌔
(ロ)空間線量

モニタリングポストによる連続測定,およびシンチレーション式サーベメータに.

率測定のいずれについても,特別な変化はなかった｡

(う 原乳のⅠ-131

敦賀市縄間で採収した原乳を生試料のまま,NaI(l一之)3"〆×3′′ 検出器を用＼

したが,いずれも測定法の検出限界以下であった｡

ロ.原子力発電所周辺の環境放射能調査

㈹ 全β放射能
各種試料のうち,46年8月に美浜発電所放水口で採取したホンダワラから,7.`

ダ生の高い値が検出された他ほ,福井県がこれまlで行ってきた調査や他の地域でな

る調査結果とくらべ,なんら変化ほ認められなかった｡この7･4pCi/才生のホン

Oe(Li)痍出番を用いて核種分析を行ったところ,Mn-54,Co-58,Co-60:

が検出された｡

桓)空間線量

原子力発電所周辺の外部線量測定のため,熱ルミネッセンス線量計を用いて3ケ.

算線量の測定を行った｡バックグラウザとして,春と秋に行なわれる原子力発電所;

中の値をあてた｡測定結果を図3･に示すム



この図からわかるように,原子炉の停止時と運転時で線量には差が認められず,∃

算線量は,自然バックグラウンドによるものと考えられる｡

ケう 核種分析

敦賀発電所周辺海域のムラサキイガイで,60coが 0.03～0.07pCi/グ生;

ワラで,60coが,0.04～0.13pCi/9生;54Mnが,O.03～0.10pCi/プ生であっ

美浜発電所周辺海域のホンダワラで,60coが,0.03～0.20pCi/グ生;131Ⅰカ

pCi/グ生であった｡

また,敦賀発電所放水口の海底士で,60coが,0.9～1.3pCi/ヂ乾土;54Mnが,

/ダ乾士であっち

これらの値は,いずれも微量で環境安全上の問題はないと考えられる｡

3.結 語

全β放射能のうち,11月の雨水に核実験の影響があらわれ,この月の月簡降下量に増力l
られたが,この増加が他の試料の放射能を増加させることはなかったG

原子力発電所周辺の環境放射能調査から

(1)空間r積算線量には原子力発電所からの影響は認められな＼も

(2J核種分析の結果,指標生物から検出された54Mn,60(つ0,131Ⅰは微量で,しかも

品からは検出されていな､も

以上の2点が明らかになったのでt原子力発電所の運転による.貞境安全上の問題ほなかっ

えられる｡
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dO 静岡県における放射能調査

静岡県衛生研究所

0植松甲之介,息明雄,房家

1.緒 言

昭和46年慶実施された科学技術庁委託調査の概要と,第12回中国核実験の影響と考

5 10 20 50 経過日数

図1. 浮遊塵の放射能の減衰

表1. 浮遊塵の測定結果

__撃墜旦旦｣-!-!∠!ゼ｣J
-!

放射能強度…0.23 …

浄遊塵の測定結果について,報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

雨水,落下塵,浮遊塵,陸水,農畜産当

類,海水,海底士,土壌など｡

(2)測定方法

測定器および計数管は,日本無線医理±

-105並びに同社製GM-2504とぅ

製SA-250並びに同社梨OM-13

用し㌔試料の調製および放射能の測定嘉

学技術庁編｢放射能測定法(1963年

い,全ベータ測定を行った｡

3.調査結果

(1)第12回中国核実験による影響につ1

46年11月18日に,実施された第

国債実鹸の影響とみられる浮遊塵(庖気j

は,表1に示した様に-11月23～2

戟した塵中から検出されたと考えられる｡

11/21 11/22妻11/23

7 蓼 0.16 … 0.85

(pCi/め

1】/24…11/25
3.13 i O.67

図1･及び図2･に11月23日と24日に採収された浮遊塵の成衰を示した｡図1.におけ



5 10 20 50 経過日数

図2･ 浮遊塵の放射能の減衰

る0

(2)陸水,農畜産物.魚月類などにつl

各年産別平均値の推移を,陸水,海水

表2に,農畜産物,魚月類について表3

3.結 語

本年度に行われた中国核実験調査結果よ

核実験の影響結果とみなされる検出が行七

第12回に限られたが,これは気象条件ね

ものと考えられる｡又陸水.海水,鹿畜感

類等の46年調査鮭果は,表2表3に示し

37～39年をピークとしその後,減少ヌ

状態を示しているが,本年度についても,

がみられた｡

d

J



表2. 陸水および海水

=ニ≡ ･岩■… 3 6 3 7 3 8 39 43竜
W仙一十

3･5⊥
上 水 7.0 6.8 8.0

H
10.8 …6･84.4 3.5

海 水
何

‡ i
宴 l

u

表3. 農畜産物および魚月類

61 愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所

井上裕正,浜村憲克,加賀美忠明,石川三枚二

昭和46年9月から昭和47年8月までの科学技術庁による委託および愛知県独自で行な

射能調査の概要を報告する｡

1.調査対象

調査対象は次表のとおりである｡

2.測定方法

試料の前処理及び測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣にしたがって行なっ

3.調査結果

調査結果は次表のとおり,全般的に前年度と同様であっプ㌔
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62 京都府における放射能調査

京都府公害研究所

浅見益吉郎,山川和彦,山口順子,皿

1.緒 岩

原子力の平和利用は,将来加速度的な発展が予想されるが,これら施設の事故等による

の放射能汚染を考慮するとともに中国等

表1.全β測定試料および空間線量調査回数
き 調 査 項 目

雨水･ちり(俸雨毎)

雨水･ちり(月 間)

降 下 じ

浮 遊 じ

河 川

上

給 水 栓

海

牛

魚

茶

ふ(

士

海 底

ん
ん
水
水
水
水
乳

1
壌
土

な

試 料 数

12 9

12

3 6

5 8

12

8

8

6

4

5

2

6

6

空 間 線 量
i

12

実鹸による緊急時の対策に備えて.顔境】

能レベルを常時把握しておくことは必螢

ある｡

京都府においても空間線量のレベル調二

に加え｣引続き府内の陸水一食品,土壌

についてt科学技術庁の委託調査および

計画による調査を行なったので,全ダ放
定結果の概要を報告する｡

2.調査の概要

調査の対象は,はば前年どおりであっ

線量測定を新たに実施し屯

軌定試料数は,項目別にみると下記の

総計304件あった｡また別に核種分析

して雨水･ちり(月間採収),上水,土

食,原乳,海水,海底土,製茶吃ついて

件をそれぞれ前処理後(財)日本分析化

に送付した｡

3.調査方法

(1)試料の前処理と測定方法

前処理と放射能測定は,｢放身礪巨測定法(1963年科学技術庁編)｣の方法にした

なっ㌔

12)計数装置

イ 陸水,雨水,ちカ,土壌,海水,海底土む測定

GM計機装置 島津製作所製EC14型

G加計機管 島津製作所製B-1B GM管

(マイカ窓の博さ3.0野/c房)
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図1. 降雨量と峰下物放射能

中国は,第12回,第13回およ1

回の核爆実験な,11月18日,1ノ

3月18日にそれぞれ行なったが,;

第13回実験直後の降下物についてl

ちりともに平常値程度であったが,=

雨水には平常値に比べかなり高い軋

められたが,これは核実験の影響が

のと思われる｡しかし,浮遊じん中

値は認められなかっプも

まに,3月に行なった第14回の

にほ平常値とほとんど変らず,その

められなかっ7㌔

5.績 語

本年度の調査結果によれは,各式科

射能レベルは過去3年来横ばい状態で

気圏四での核実感が,今たに毎年行な

る状況からしても壌境中の放射虚レベ

い淑少は期待できな＼ヽ

さらに,今後は核利用の範囲が広く

たかって.墟境甲の放射能増加も懸念

とでもあり｡放射能レベルを適確に把

とのできる試料採敢の方法等を再検討

状況を調査していくことが必要であろ
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63 大坂府における放射能調査

大阪府立公衆衛生研究所

沖 岩四郎,田村幸子,杉浦

1.緒 口

前回の発表会にひきつづき,昭和46年9月から昭和47年8月までの大坂府における

査の概要な報告する｡この調査期間中,8月にフランスが一連の板実験を南太平洋ムルロ

行ない,また中国が,11月18日,1月8日,および3月18日に.それぞれ12回目

目t14回目の核実威を行っ㌔ 中国の3回の核実験時に,それぞれ影沓を検出したが,

対策発動の基準値には達しなかった｡フランスの核実験については,われわれの調査範囲

は検出されなかったn

2.調査研究の偵宴



正伸ay

幽1･ 雨水･樺下じんの放射能

を示すムいずれの中国核実験喝

その影響が認められるが,第1

場合は,少しおくれて影響がで

(2)雨水

直径30仰のデポジットグー

水を受け,毎日定時に採壊し,

,戒以上の雨水についてtlOO

頗し軋定試料とい㌔ 図2.に6

を示一九中国の3回の核実験の

それぞれ認められる｡

(3)浮遊じん

地上約15刑で,日本無線製

5塾平行板塾電気集塵器な用い

4時間(720プガ)の空気を捕

水で洗出し.全量の1/10を

測定式科としもただし,核実

は夜尚も摘果し,吸引時間も4

超す場合があっ㌔ 6時間値を

示㌔ 図中白丸で表わしたもの

摘果した試料の測定値を示㌔

回核実験時把は,測定値の高い

あるが,自然放射能によるもの

々の測定では浮遊じん中に影響

ることはできなかった｡降雨中

の現われた4月5日から9日の

集できなかったためと思われる.

(4)感懐の試料におけるグロス

タ放射能

その′他の試料について行ったJ

ベータ放射能測定値の最高値,二

平均値を表1に示すム いずれの竜

ついても,特に高い放射能は倹と

ず,目立った変化も認められなぇ

(5J空間感量率

イ.モニタリング･ポスト

地上杓24仇のポール上に
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月

高い値が祷られているが,

-マルノイズによるものカ

おり,8月はディスクリし

げて,サーマルノイズを貴

酬定したr

ロ.サーべ-メーク

NaI(Tヱ)シンチレー

ーベーメ･一タで熊取町京者

炉実験所周辺および一般蔓

市)での調査結果の最高侶

平均値を表3に示もいづ

値であっ釆も

3.結 語

この調査期間甲,弟12回,

年14回の中国核実験の影響が壱

図3･ 浮 遊 じ ん の 放 射 能 まとめを兼ねて,以前行われナ

比戟する意味で表4にその結月

た｡

表1･ 頚境試料のベータ 放射能

試 料 単 位 最 高 値 最 低 値 平 均

上 水 源

蛇 口

河 川

下 水(津

水
水
水

)守

〝(中 浜東)

海水(尻無川河口)

〝 (港入口)

〝 (窮2区中央)

海底士(尻無川河口)

(港入口)

(薦2区中央)

原 乳



表2. モニタリ ングポスト測定値

毒首､~＼--､←､･璧旦t
46年9月

最 高 値 最 低 値】 平 均 値

16.0 12.1 13.4

10月 17.2 12.0 13.4

11月 17.1 11.8 13.3

12月 17.2 12.0 13.3

4 7年 1月 17 3 11.9 13.3

2月 18.9 12.0 13.5

3月 17.7 12.0 13.3

4月 14.5 12.9 13.5

5月 14.3 13.1 13.6

6月 2 0.7 13.3 15.4着

7月 2 7.5 13.7 17.9★

8月 2 3.2 11.5 13.5 睾‥翼

★サーマル･ノイズのための異常値

呆‥滑ディスクリ･レベルあげる

表3. サーベメータによる空間線量率測定(〝R/b)
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64 兵庫県における放射能調査

兵庫県衛生研究所

長谷川豊,大路正

1.緒 言

昭和46年9月より昭和47年8月までの期間に実施した放射能調査の概要を報告する∩

2.調査研究の概要

(‖ 調査対象

雨水,雨水･ちり,上水,河川水,海水,海底土,牛乳.牧草,だいこん,米.日常食

線量等162件ゝ

(2)測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放身婚巨測定法(1963)｣に準拠して行な

3.調査癌栗

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表1に,また陸水,農畜産物等の放射能

を表2に示した｡

衷1. 雨水甲の放射能の月別推移

月 別
､

圭平均値i最高値 最低値 雨水による月間捧下量
測定回数

pCiル pCi/;扉 p(1i/撼 mCi/k〝ヂ

昭和46年9月 9 0.0 2 0.∩ 9
-0.0

2 5.94

10月 10 0.0 3 0.09

0,06

0.01

0

4.3 7

11月

12月

ロ
5

12.28

0.02

45.49

岩だ貯蒼嘗諸学障
昭和47年1月 6 0.14 0.26 ･-0.01 4.18

2月 8 0.04 0.08 0 4.5l

3月 8 0.0 4 0.0 8 0.Ul 3.66

4月 13 U.6 2 5.41 0.01 3 0.5 5

5月 10 0.15 0.36 0.04 7.91

6月 11 0.04 0.11 0 7.3 2

7月 11 U.0 4 0.P 8
-0.01

6.38

8月 8 0.0 2 0･03圭 0.01! 2.26
阿

本期間中,中国が窮12回(昭和46年11月18日j,第13回(47年1月7日),
芦▲亡:土ヱ芋ムJ

_一ろ丁二 t_ナ ■亡一
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雨･ちりによる月間峰下量は4月および1月に極大を示し,しかも,1月の極大は雨

能月間積算値から推定される量より低値であった｡

これら11月および1月に観測された放射能異常は.当時中国でおこなわれた核実験

考えられる｡

(2)陸水,食品および土壌の全β放射能
陸水,牛乳および野菜にはほとんど放射能は認められなかったが,梨にわずかでほあ

能を認めることがあっ範

士壌中の放射能は,昨年に比して上層では高く,下層では同程度かあるいは低値を示

表2. 陸水･食品および土壌の全 放射能

品 名 測定回数 最 高 値 最 低 値

原 水

ろ 過 水

川 水

生 乳 A

′′ B

市 乳

ほうそん草

大 根

9.2 ±3.9 pCi/ヱ

7.4 ±3.7 〝

-0.3 ±4.O pCi/

-1.4
士3.6 〝

5.3 ±4.2 〝

0.25±0.09

0.19±0.10

0.16±0.08

皮

肉
芯

0～5α狩

0～20α〝

0.24±3.6 〝

-0.01±0.09 pCi/

-0.08±0.09
〝

0.06±0.10 〝

0.90±0.65

0.14±0.09

-0.72±0.36

0.05±0.09

0.22±0.05

0.15士0.06

0.26士0.07

-0.02±0.06

-0.13±0.11

-0.31±0.07

155
mCi/k〝㌔

38 5 〝

107
mCi/

19 3 〝

(3)浮遊じんの全β放射能

ろ紙式集じん器で月5～8回集じんし,その放射能を測定い㌔採取日により,放射青

よび減衰状況に大きな差違が認められブ㌔月間の平均値は5月および9～10月に極大竜

に極小を示した｡

(4)核種分析

牛乳中の131Ⅰおよび137csをr線波高分析法で期間中13回測定した｡1き･lI

ては9月以降の試料から.137csについては12試料からわずかではあるが認められナ

表3. 牛乳中の131Ⅰ.137cs ならびに空間線量

品 名 測定回数 最 高 値

13

最 低 値

38.4士6.9 pCi/ヱ -11.8±9.6 pUi/徳
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図2. モニタリングポストによる空間線量の推移

(5)空間線量

昨年は年間を通してほとんど

なかっ屯 しかし本年は,前単

とほぼ同様な値を,後半はそれ

い値を示し,7月に極小が11

大があった｡

モニタリングポストによるカ

年間を通じての日平均の範囲,

および巌高値は昨年の範囲内に

昨年に比して変化が少なかった

3.結 語

本調査期間中に,中国において

が3回実施されたが,その影響は

認められ㌔

陸水および食品中の全β破射能
牛乳中の131Ⅰは昨年同様で,

ど認められなかった｡

土壌中には,本年も高い放射能

られ,上層部の放射能ほ昨年より

示したれ

浮遊じん甲の放射能の戚衰に種′

があることが認められたが,今後

課題として残った｡

66 島根廉における麒射能調査

島根県衛生公害研究所

斉藤孝一,木村俊博.山本春海,寺井丼

1.緒 言

昭和47年3月27母,島根原子力発電所の設置場所である八束郡鹿島町と県,中国電力

三者で,原子力発電所の安全性に関する協定書が調印された｡また同時に島根庶子力発電所
■ヽh三l▲｣rl⊂■=⊇

､●
ゝ一



図1. 試料採取地点お1よび測定地点

(1)調査場所

図1の通りであり,島根原

所の設置場所にあたる島根半

中心に,島根県中央部の大田

島根県西部の浜田市および益

いて行なった｡

t2)試料採取および分析法

科学技術庁の指示および方

㌔

3.調査結果

(1)全〝放射能測定結果

中国電力は昭和48年11

:運転開始を目途に,島根県八

町に島根原子力発電所の工事

いる｡島根県としては遥転開

期間を事前調査期間として,

試料について調査中であるが.46年巌調査のものについては放射能レベルほ低いもの

一方i中国の核実験の影響は第12.13回のものについて一部の試料に認められた

14回のものについてほ認められなかったb

表1は各種凄境試料中の全β放射能を月別にまとめたものである｡

イ､.定時採取雨水

図2は雨水中の全β放射能の月別変動を示していも中国の核実威のうち,第12
として,核実庚後3日目の11月21日の雨から1.966pCi/ヱ,また11月22

ら3,355pCi/ヱ,11月23日の雨から1,348pCi/上がそれぞれ検出され㌔

13回のものについては,5日後の47年1月12日に1,34`5pCi/上が検出され
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3355pCL/j

図2. 定時採取雨水の全β放射能

ロ.河川水および

水

河川水は浜田川

したものが2.5p

水道源水は松江市

ムで採収したもの

pCi/℃であった.

水より水道源水が

は,集水区域内の

よるものと思われ

ハ.大根

大田市三瓶町で

たものについては

pCi/ダ生,根0.

/ダ生であって.

が高かった｡

ニ.原乳

松江市周辺の3地点の平均値は0.14pCi/ダ生.大田市三瓶町で採取のものについ

0･12pCi/タ生であって,各地点の差はないようである｡

ホ.土壌

松江市周辺の3地点の平均値は0～5αで121汀ICiパく㌦,0～20ぐmで208m

大田市三瓶町のものについては0～5c7nが104mCi/k扉,0～20cmが281mC

であって.松江市,大田市ともに下層土が高く,放射性核種が表層より下層へ移行した

推定される｡

へ.海底士

島根原子力発電所の設置される島横半島東部沖2地点の平均値は1.3pCi/グ乾,で

がI偏差が0･0～3･3pCi/グ乾と巾広かった｡

ト.海水

海底士と同じ地点で採取したものであるが.年間を通じてあまり大きな変動はなく,

度の平均値は0･8pCi/之であった｡

チ.魚貝藻類

浜田市,益田市および八束郡鹿島町沖で採取したものにつき,46年度の平均値ほ表

りであった｡

t2)空間線量測定結果

島根原子力発電所のある島根半島束部を中心に17地点の測定を行なったが,各地点共

実鹸によるフォールアウトの影響を受けていると思われる｡第12回核実感後3日目に定



表2･ 魚月藻類の全β放射能

品 目
採 取 地 点 調樹敵pCら/官生)

備 考
島根県西部 島根県東部 西 部 東 部

海

魚

か さ ご 浜田市浜田港 八束都鹿島町沖

〝

〝

0.0 0 0.48 可食部

め は る

ベ
j

〝 0.0 0 0.78 〝

0.00 〝

ひ ら め 益田市飯浦沖 0.5 2 // 〝

〝
ほ う ば う 八束郡鹿島町沖 / 1.12

あ い ご 益田市飯浦沖 0.0 7 〝

〝えぞいそあいなめ 八束郡鹿島町沖 / 0.62

月
さ ざ え 浜田市浜田港 〝 0.75 0.29 〝

あ わ び 〝 / 0.33 〝

藻 あ ら め 浜田市浜田港 〝 0.85 0.72
H
全 撃

!ぎ`碧慧㌃
8

≡菅㌍

∵誓言
0西川津

● 7.0
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0雷管
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図3･空間線量測定地点および46年鹿平均値 図4. 空間線量の月別変動

(3)モニタリングポストによる軌定値

46年度の月平均値は16･9cps であっも また46年鹿の最高値は47年2月28

34･8cps であった｡これについては中国核実験の第12回および第13回の大気循壌

えて両者の影響が重なったと思える節もあるが･この点については検討中である｡図5･は

リングポストによる空間線量の月別変動を示したものである｡

4.結 童賢

中国の第12回核実験は,実鹸後3日目に定時採取雨水より検出され.11日で地球を一

以後11日の周期で循壊していることが認められた｡また11月21,22,23日の雨の

は･図6に示すとおり1･2方式に従って崩壊していることを確認し屯第13凶については



CPS

34

30

26

22

18

14

46･4 5 ¢ 7 8 9 10 11 12 47.1 2 3 年･月

図5.モニタリンクボス･ト醍よる窒廟線量侃月別変動

核実験からの経過時間

500

一】Hロ

型
馨
轟
養

図6.フォールアウト放射能のβ一成衰

1.緒 呂

下部では大気循環は蛇行しで

循瑳に要する時間は多くかか

も大気循環に放射性ちりが乗

蛇行のため挽拝されて循壌回う

くなる可能性がある｡

前者については円軌道のたJ

性ちりの循環に要する時間はう

しかも大気循壌が蛇行しない｢

壊回数が多くなるのではないフ

られ今後検討を一葉する問題とノ

ー般試料への第12回核実点

としては,牛乳について47』

が若干高く出ている｡このこ`

ては核実よ験によりフニ

67 岡山県における放射能調査

岡山県衛生研究所

山本隆志,柚木英二,山川元昭,清水

日重美
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図1･ 雨水の全〟放射能

表2.

岡山市後楽園

雨水,陸水,農畜産物,魚月類.士

線量計184件である｡

(2)測定方法 一

全ノ触射能は科学技術庁編｢放射能
(1963)｣により,原乳中の13]

編｢放射性ヲウ素分析法｣にしたがっ

ンの分析法は固体螢光々鹿法によっ屯

3.調査結果

雨水の全〝放射能を図1に示㌔前年

大きな変化は見られなかっ屯年度内に

験が行なわれたか,その影響はほとんど

なかった｡

陸水I農畜産物.魚月類および土壌の･

能を表1に示㌔

空間線量を表2に示･㌔

原乳中の131Ⅰは津山市産試料を期

測定しも その結果は-0.01-4.7pl

あっ屯

ウラン鉱山周辺地城の河川水.土壌およ

のウラン確度せ表3にしめサム

岡山市における空間線量(〟R/br)

表3. 河川水･土壌および野菜のウラン強度

試 料 名 採取場所
採 取 年 月 日

S4 6.6.14 S4 6.9.2 7 S46.12.24

池河川(〝ダ/之)

〝 ( 〝 )

中津河川(〝 )

吉井川( 〝 )

上斉原村峠

〝 天王

〝中津河
〝 石越

20.5 U

2.0 0

1.25

0.00

12 7.5 0

0.7 3

1.45

0.28

2 5.5 0

15.25

0.75

0.0 0

畑 土(〝ダ/ダ乾土)

〝 ( 〝-)

〝 ( 〝 )

上斉原村天王

〝 中津河

〝 赤和瀬

葉 部(〝㌢/′グ灰分)

〝 r 〝 1

上斉原村天王

〝 出立蜜哉訂
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68.広島県における放射能調査

広島県衛生研究所

清禾 徹,村上 剛,高l到

1.緒 呂

昭和46年変に,科学技術庁の委託により当県に於いて実施し長放射能調査結果を報告

2.調査研究の概要

(1)実施場所

広島県内

(2)測定方法

試料サンプリングは,放射能調査委託計画書により,また試料調製及び測定方法は

庁輌｢放射能測定法(1963年)｣に従って行った｡

測定器は,全βは日本無線製DC-1001塾で,空間線量ほ,シンチレーシ′ヨこ/

メークを用いて行なった｡

3.測定結果

雨水･チリの年間変動は図1の通りである｡

図中で春先に高い値を示しているのほ,例年通り

である｡これは言わゆる,冬から春にかけての逆

転気流による核実験のフォールアウトが最も大き

い原因であると考えられる｡降雨量,降雨回数と

放射能強度との関係も考察してみたが単純な相関

恥係はない様である｡

浮遊塵匠ついても,やはり同じ様なパターンを

才凱､ているが,2～3月頃は多少異っている｡こ

の図2における浮遊塵のピークほ,11月,1月

3月と続いた中国核実験の現われであると推定さ

れる｡

もっとも浮遊塵の場合,放射能強度しpCi/征)

は集塵量とも少からず関係があるので,単純には,

核実験の影響とは断定できない｡

そこで単位重量当りの放射能強変(pCi/征･野)

を図2に示し比べてみた｡

これを見ると2月の値は平常時の7～8倍に当

放射能強鹿

PCl〟

放

射15

能

強

鹿

10

､､マ ●-一一定帝辣取Kよる爾

l 川

し､､て
曾

t
l

1

1

1

あ1
あ ＼品

○---･○大型水監採頓

による雨水･ナウ

X 月間降雨t

= 内は降雨国歌

｣._ 智(妻,

暗和■7



核実験後1週間位して,落下塵,浮遊塵共,平常

時の7-8倍の値を示した｡

4.結 語

今年は3回の核実験の影響と考えられる2,3

月の浮遊塵の異常値を除くと,全般的に昨年変よ

り低い値であった｡

筒当県では浮遊塵,土壌,及び空間線量をのぞ

けは他ほ大体全国レベル以下であまり問題とほな

らな＼ヽ これら三つ共tすべて火山台地である広

島の地形的因子に関係していると考えられ,今後

それらと風土との因果関係を究明していきたいと

考えている｡

放射能強度

pCレ■一疇■

図2.浮遊塵(短期)放射能強度の年間



69.山口県における放射能調査

山口県衛生研究所

松 尾 博

1.緒 呂

昭和45年変に引き続き,科学技術庁の委託調査を行なった｡その調査結果の概要を報

2･調査研究の概要

調査の概要を表1に示す｡

表1.昭和46年産放射能調査項目

試 料 名 採 取 場 所 採取 回 数 調 査 対

定 時 雨 水

月間雨水,ちり

上 水(源水)

〝

牛 乳

土 壌

〝

精 米

日 常 食

〝

野 菜

河 川 水

部

萩
幸
徳
阿
山
萩

山

萩

山

萩

口

口

部
山
都
ロ

ロ

ロ

ロ

市
市
町
市

束

全 βi則 5

全β測定,送1
〝 〝

全 ′ 測 5

〝

全β測定,送1

全 ′ 弓削 う

〝

送 1

全 β 測 タ

〝

〝

3.試料の採取,調査および測定

試料の採取,訴製および測定は,科学技術庁｢放射能測定法(1963)｣に準じて行

たお,測定器は,日本無線製JDC-111塾を使用した｡

4.測定結果

各試料の測定結果をそれぞれ表2-表9に示す｡



表2. 定 時 雨 水

H

年月
最高値

mCi/kガ

最低値

7忙i/kぱ

L__ 平 均 値

~~→

･試筆
t pCi/g mCi/kガ

46. 4 1.53 0.21 81.45 0.85

n
u

5 4.92 0 38.70 1.28

6 2.06 0.21 51.02 0.87

7 0.21 0 妻 0.81 0.05

0.79

8 (GMカウンター故障)

9 0.79 0.79 ! 48.93

10 0.56 0.10 20.83 0.33

11 3.73 2.28 905.17 3.00

12 1.70 0.25 ■242.18 0.86

4 7. 1 6.45 0.09 259.42 1.52

2 1.76 0 33.60 0.50

3

年平均

1.86
一一一■l._

2.33
何

n

十≡.36Ll≡≡●≡喜.
0.46

0.96

表3. 月間雨水,ちり

口 市 l 萩
年 月

i】

仇Ci/

46. 4 0.8

5 0.8

6 0.3

7 4.1

8 11.3

0.3

9

10

四 0.5

12 1.1

47. 1 6.1

2 0.5

3 3.7

平 均 値 2.4

7

2

4

2

1

4

9

採水音g mci/如ヂ

2.5

63.5

6写･0
92.5

138.0.

93.0

12.5

0.13

17.5

59.0

41.5

83.0

55.43

1.0

16.0

58.0

130.5

125.0

75.0

11.0

7.0

52.5

35.0

87.5

33.0

52.63



表4. 上水(源水)

年 月 宇部市 pCi/g 徳山市 pCi/g

46. 6

9

12

47. 3

平 均 値

6.7 8

9.6 9

5.9 1

- 2.5 8

4.9 5

4.7 2

6.9 1

1 0.9 3

3.2 5

6.4 5

表5. 牛

年 月 pCi/灰分㌢当り pCi/生体mg当り

4 6. 5

7

10

4 7. 1

平 均 値

18 6.70

16 4.4 4

172.3 2

149.4 4

1.41

1.3 2

1.30

1.13

16 8.2 3

表6. 士 壊

年 月 採 取 場 所 深 さ C取 仇Ci/km苧

46. 7

4 6. 7

〝

山 口 市

〝

萩 市

〝

0 ′- 5

0 ′･･′20

0
′-

5

0 ′･･′20

7 4 6.7

15 45.3

24 8.9

12 6 9.5

表7. 精 米

年 月 種 類 採取場所

4 6. 11 山 彦

pCi/灰分骨当り

山 口 市 105.30

pCi/生体

0.61



表8. 野 菜

年 月 種 類 採取場所
pCi/灰分㌢当り pCi/生体m5当

46. 9 キ ャ ベ ツ 大津君野由谷町 212.90 2.4 6

〝 大 根 葉 〝 158t7 9 4.6 9

〝 〝 根 〝 192.7 8 3.06

4 6. 9 キ ャ ベ ツ 山 口 市 273,86 1.68

〝 大 根 葉 〝 222.5 5 3.27

〝

u
〝 根! 〝 268･45

1
2･52

表9. 河 川 水

年 月
pCi/g

4 6. 5 5.1 0

8 1 2.6 1

11 3. 5 4

4 7. 2 2. 2 6

平 均 値 5.8 8
ヨ

5.結 語

この期間中,大気圏内の核実験は,中国が第12(46.11.18),13(47.1

14(47･3･18)回の3回行なったが,これらの核実験による有意な汚染ほ各試料と

らかなかった｡

70.福岡県における放射能調査

福岡県衛生研究所

森 ]

1.緒 呂

放射性降下物等による環境放射能の水準を把握するため､雨水･ちり等の放射能調査を行
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2.調査の概要

(1)調査の方法

調査対象および採取場所ほ表1に示すとおりである｡

(2)測定方法

試料の調整および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963年)｣ならびに科学

から指示された方法にしたがって行なった｡

3.調査結果

(1)雨 水

雨水の放射能は平常時把おいては例年とはば同じ水準であった｡

この調査期間中忙中国が3回の核実験を行なったが46年11月18日の舞12回核

ときは11月23日採取の雨水から21.17pCi/加e(146.07mCi/kガ)の放易

検出した｡しかしその後の雨水からは1･O pCi/れgを超える放射能ほ検出されなかっ〕

47年1月7日の第13回核実験のときは1月13日採取の雨水から1･70pCi/m

(16.15mCi/km?)の放射能を抄出したのが最高であり,その後の雨水からは扱

かった｡

また3月18日の舞14回核実験のときは1pCi/加ゼを超えるものほ検出されなか

月別の調査結果を表2に示した｡

表2.雨水の放射能の月別推移

測定回数
最 高 値 最 底 値 i平 均 値

pCi/mg pCi/hg pCi/mg

7 0.80 0.03 -0.29

10 0.43 0.01 0.14

15 0.33 0.01 0.10

8 0.17 0.02 0.07

12 0.06 0.01 0.03

10 0.12 0.00 0.03

J 0.06 0.00 0.02

4 21.17 0.06 5.59

8 P.44 0.00 0.14

12 1.70 0.01 0.35

15
.

0･29 妄 0･00 0.07

12 i o.30! 0.00 0.09

(2)陸水,土壌,海水および海底士



表3.陸水,海水,海底士の放射能

(pci

採 水 地 Ⅰ掛迂回数 最 高 値 最 低

上水(原 水)

( 〝 )

(蛇口水)

河 川 水

下 水

平尾浄水場

松崎 〝

福岡市塩原(那珂川)

中部下水処理場

4.8士 6.9

4.0士 3.1

6.3士 2.5

3.5士 2.9

50.7士20.5

0.5士

0 士

0.3士

0.5士

5.3士1

博 多 港

門 司 港

博 多 港

門 司 港

表4. 土壌の放射能

(pCi

採 取 地 点 測 定 深 変 測 定 値

早 良 町 0 ～ 5 c耶

0 ～ 2 0 c吼

(3)各樺食品

各稗食品の訴査紆果ほ表5に示すとおりで従来と大差ほ認めらかなかった｡

表5. 各種食品の放射能

(pCi/

試料名i 採 取 地 測定数 最 高 値

はうれん茸

大林(稗)

〝(菓)

小 麦

米

鯛 (肉)

鮒 (全)

あ さ り

福岡市｡志免町

早良町｡志免町

新宮町｡筑紫野町

〝 〝

福 岡 市

′′

〝

4

4

1

4

4

2

2

2

0.7士0.2

3.6士1.0

1.0士0.2

1.3士0.3

0.7士0.1

73士1.6

1.0士0.3

0.5士0.2

最 低 ¶

0.2士0.

-1.8士0.

-0.2士0.

0.2士0.

0.2士0.

2.1士0.

0.4士0.

0.0士0.



(4)空間線量

地上約20mの衛生研究所屋上にNaI(Tg)検出器(1ダ×1〝')を設置して測定

るが,1年を通して異常な変化は認められなかったが,中国の核実験時にほ平常値より

い値が記録された｡

月別の調査結果を表6に示した｡

表6.モニタリングによる空間線量

指示値
最 高 値 最 低 値 平 均 値

4 7年

2 0.5

2 0.0

2 0.5

19.0

21.0

21.5

2 0.0

2 4.0

2 3.0

2 4.5

21.0

2 2.0

14.5

14.5

14.5

14.5

14.5

14.5

15.0

15.0

15.0

14.5

14.5

15.0

15.7

15.9

16.0

15.6

15.8

15.9

16.1

16.4

16.2

16.3

16.1

16.0

富士通株式会社製11TDll-2型

電圧 1100V,デスクリレベル 30EeV

Gein 固定 , 時定数 30Sec

Range lO O CPS

又土壌採取地点においてサーベイメーターによる測定を行なったが7.6～9.8/lybr

8.9J上R/br)の範囲内で,前年産とくらべ大差はなかった｡

4.おわりに

本年度調査期間中に,中国の核実験が3回行なわれたが,第12回および第13回の核実

5～6日後の雨水に1･O pCi/加βを超える放射能が検出された｡しかし牛乳その他の各級

の影響はみらわなかった｡また強放射能粒子も発見されなかった｡



71.長崎県における放射能調査

長崎県衛生研究所

伴与一郎,吉田一美,西河

馬場強三,田中久晶

1.緒 呂

昭和46年変に実施した放射能調査について報告する｡

2.調査の概要

(1)訴査対象

雨水,浮遊じん,陸水,海水,土壌,農畜産物,空間検量等241件

(2J測定法･測定器

試料の前処理,測定方法は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣にしたが二

測定器は日本無線製GM計数装置TDS-2型,及び日本無線製TCS-121型シ

ショ:/サーべ-メー ターを使用した｡

3.調査結果

(1)雨 水

雨水の月別放射能強変を泰1に示す｡全β放射能の年間平均値は109･OpCi/J

下量は72.49mCi/kmfであり,前年産の50･5pCi/e,61.57mCi/km?に.

前者で2倍,後者で1.2倍増加している｡本調査期間中に中国の核実験が3回実施ま

(第12～14回)が,第12回核実験(46.11.18)において影響が認められ丈

11月21日,22日,24日の雨水より,そわぞれ(降水量2.0孤乱,放射能強変5

pci/ゼ,降下量10･12mCi/kmF),(5･6訊乱,1,347pCi/ぞ,7･56mCi/

(5.5抑,743pCi/g,4･08mCi/kガ)を測定した｡第13回及び穿■14回

については影響を認めなかった｡

表1 雨水の全β放射能

6



年月

項目

昭46

11 12

昭47

ロ 2

山

3

測 定 数 5 7 8 10 8

平 均 値 1446.9 142.0 34.2 55.6 32.8

最 高 値 5060.0 668.0 94.1 259.1 76.2

最 低 値 26.5 21.4 8.9 3.8 10.7

(慧｡㌫鋸
21･90】 3.53

‖
H

10.29 4.84

u
l l

3･53‡
u
室

(2)浮遊じん

浮遊じんの月別放射能強度を表2に示す｡全β放射能の平均値は0･90pCi/材でよ

年産(1･04pCi/ガ)の86･5偏に滅少している｡また中国の核実験の影響は直接レ

られなかった｡

表2■ 浮遊じんの全β放射能

, (pci

7 8 9

u

10 11

H

12

昭47

ロ

~~~■~■~~~~~~｢

2

岳

3

6 6 6 6 11 6 6 6 田

0.08 0.16 0.72 1.26 1.95 1.16 1.59 1.41 1.Ol

0.06 0.35 1.08 2.16 6.17 1.62 2.44 2.06 2.1二

;0･03=)･07!0･28!
ト l

0.32‡
円

0.27 0.13壷
¶

0.72
芦
0.57! 0.41

表3･降水,食品,士埠こ等の放射能

試 料 名

上水(源 水)

上水(折口水)

海 水

牛乳(原 乳)

果実(みかん)

魚 (海 産)

見

士軒(け-50頑

長 崎 港

長 崎 市

議早市･長与町

長 崎 市

高 木 町

長崎市も松浦市り｣＼浜町

測定数 平均値 最高値

4

4

6

4

4

4

4

3

最低値



(3j 陸水,食品,土壌等

陸7k,食品,土壌等の全β放射能測定値を表3に総括する｡前年変と比較して大言

4.結 語

本調査期間中に中国の核夢験が3回実施されたが,第12回の核実験において雨水に景

られた｡全β放射能打ついては,雨水による降下量が前年の1･2倍匠増加し,浮遊じんカ

86.5偏に減少した｡陸水,食品,土厨等打ついては前年と大差がなかった｡

72.鹿児島県における放射能調査

鹿児島県公害衛生研究所

橋口俊照,坂

郡山宗皐,山

1.緒 口

昭和46年直に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)詭査対象

雨水,陸水,土壌,農畜産物,魚海藻類など110件の全β放射能測定と,モニJ

ストによる空間線量の測定を行なった｡

(2)測定方法

試料の調製,測定は科学技術庁編｢放射能汎定法1963｣にしたがった｡計測葛

通製SA-250おユび富士通製モニタリングポストを使用した｡

3.測定結果

(1)雨 水

雨水の月別放射能強度を表1に示す｡全β放射能の年間平均値および降下量は,j

55.6pCi/C,92･6mCi/kmヲで前年よりやや増加し,44年とはとんど同量て



表1･雨水の全β放射能

(pCi/

月 別 測定回数 最高値 最低値 平均値

雨水による

月間降下量

mCi/kガ

降下量Ⅲ

7月以降9月中

でスケーラー修

ため測定できな

た｡

(2)上水,士卓

上水の最高値は4･9pCi/gで前年の約1.5倍であったが,土壌中の全β放射能は0

では42mCi/肋ど,0～20仇では79n疋i/几〆で前年と変化はなかった｡

(3)食 品

牛乳,大根,海水魚については前年の2分の1～5分の1に減少し,その他の食品も

はば同じレベルであった｡



表2. 上水,土凛,食品の放射能

試 料 採 取 地 最 高 値 最 低

上水(源 水)

土嚢(0～5(痢

〝(0～加仇)

牛乳(原 乳)

茶

大根(横)

〝(棄)

海水魚ぎ晋デ
〝(内ぞう)

汲水魚こい(肉)

貝(あさり)

海藻(あをさ)

鹿児島市河頭浄水場

開 聞 町

姶良郡加治木町

宮之城町･松元町

知らん町

隼人町･開閉町

鹿児島湾

宮之城町

吹 上 町

川内市,久見崎

4･9士3.3
pCi/ゼ

42士11mCi/kガ

79士33 〝

0.12士0･08pCi/㌢生

0.99士0.13 〝

0.04士0.09
〝

0.18士0.08 〝

0.08士0.24 〝

0.13士0.65 〝

0.14士0.11 〝

0.49士0.12
〝

0.65士0.17 〝

3.8 士2.5

0.01士00.7

0.12士0.14

0.01士0.02

0.02士0.07

0.08士0.14

0.13士0.49

0.03士0.11

0.46士0.13

0.23士0.12

(4)モニタリングポストによる空間線量月間平均値は13.7～15.2e･p･8で前年と

に変動はみられなかった｡

47年1月の第13回核実験後に67e.p･S平常値の約4借の変動があったが,

は特に異常は認めなかった｡



表3. モニタリングポスト測定値

最 高 値

H

最 低 値 平 均 値

19.6 13.1 14.3

19.0 13.0 14.5

18.8 13.0 13.7

16.5 13.5 14.3

16.8 13.2 14.6

16.7 13.0 14.4

19.0 13.3 14.6

17.0 13.0 14.5

1 8.0 13.1 15.2

6 7.0 13.0 14.7

2 2.3 13.0 14.2

23.0

i

u
13.5

凹

14.6

4･結 語

調査期間中,3回の核実験が行なわれたが,その影響ほ確認できなかった｡食品,土壌

能は減少またほ横ばいの傾向を示した｡
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